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新しい社会の姿を構想し、
ともに「情報未来」を築く
IT BRAINS® for Info-Future®

ともに歩む

パートナーシップのもと、オープンな発想で知恵を生み出し、
ともに社会の持続的な発展に貢献します。

「情報未来」を築く

情報の活用から新しい価値を生み出す仕組みをつくり出し、
未来への変革を実践していきます。

新しい社会を構想する

目指すべき社会の姿を未来の視点で描き、提言します。

イノベーションの創出が社会・企業に強く求められる中、
私たちは３つの視点でクライアントの期待にお応えします。
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多
様
化
す
る
国
際
金
融
業
務

へ
の
期
待

国
際
金
融
業
務
が
静
か
な
転
機
を

迎
え
て
い
る
。
そ
の
背
景
に
あ
る
の
は
、

取
引
先
企
業
の
海
外
展
開
の
変
化
・

加
速
だ
。

第
1
に
、
生
産
拠
点
の
グ
ロ
ー
バ
ル

分
散
が
進
ん
で
き
た
。
従
来
で
あ
れ

ば
工
場
単
位
だ
っ
た
も
の
が
、
工
程
単

位
で
の
海
外
移
転
や
製
造
委
託
に
変

わ
っ
て
い
る
。
大
企
業
も
、
M
＆
A
推

進
の
結
果
、
関
係
子
会
社
が
グ
ロ
ー
バ

ル
に
広
く
分
立
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

第
2
に
、
中
堅
・
中
小
企
業
の
海

外
進
出
・
多
国
籍
化
が
進
ん
で
い
る
。

中
堅
・
中
小
企
業
は
、
2
0
0
0
年

代
な
か
ば
以
降
、
大
企
業
の
伸
び
を

上
回
る
テ
ン
ポ
で
現
地
法
人
の
設
立

を
進
め
て
き
た
。
日
系
現
地
法
人
同

士
が
、
内
外
か
ら
の
受
注
を
め
ぐ
っ
て

激
し
く
競
争
し
て
い
る
と
の
話
も
あ

る
。第

3
に
、
ア
ジ
ア
地
域
へ
の
殺
到
が

著
し
い
。
ア
ジ
ア
は
生
産
拠
点
と
し
て

だ
け
で
な
く
、
消
費
市
場
と
し
て
も

多
様
性
が
あ
る
。
ベ
ト
ナ
ム
や
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
の
よ
う
な「
若
い
国
」
も
あ
れ

ば
、
中
国
、
韓
国
の
よ
う
な「
高
齢

化
に
向
か
う
国
」
も
あ
る
。
企
業
に

と
っ
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
甲
斐
の
あ
る
地

域
と
い
え
る
。

で
は
、
企
業
は
金
融
機
関
に
ど
の

よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
を
期
待
し
て
い
る

か
。
そ
の
間
口
は
広
い
。

あ
ら
た
に
海
外
進
出
す
る
企
業
に

と
っ
て
は
、
進
出
場
所
の
選
定
か
ら
、

現
地
法
人
設
立
の
た
め
の
行
政
手
続

き
、
従
業
員
の
採
用
、
銀
行
口
座
の

開
設
ま
で
、
わ
か
ら
な
い
こ
と
ば
か
り

だ
。
と
く
に
ア
ジ
ア
の
場
合
、
外
資

規
制
が
複
雑
で
、
手
続
き
上
の
ミ
ス

も
起
こ
り
や
す
い
。
従
業
員
の
定
着

率
の
低
さ
も
悩
み
だ
。
現
地
法
人
内

部
で
の
不
正
の
発
生
も
少
な
く
な
い
と

い
う
。
企
業
は
、
こ
れ
ら
の
困
難
に

対
し
金
融
機
関
の
効
果
的
な
ア
ド
バ
イ

ス
を
求
め
て
い
る
。

一
方
、
進
出
済
み
の
企
業
に
も
多

様
な
期
待
が
あ
る
。
現
地
の
政
情
や

投
資
関
連
の
分
析
は
、
計
画
策
定
上

の
貴
重
な
情
報
と
な
る
。
M
&
A
に

か
か
る
情
報
提
供
や
販
路
の
紹
介
を

期
待
す
る
向
き
も
あ
る
。
ア
ジ
ア
通

貨
は
為
替
変
動
が
激
し
い
だ
け
に
、

為
替
リ
ス
ク
管
理
の
支
援
も
重
要
だ
。

さ
ら
に
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
企
業
に
と
っ
て

は
、
効
率
的
な
財
務
管
理
が
大
き
な

課
題
と
な
る
。
と
く
に
M
&
A
で
業

容
を
拡
大
し
て
き
た
企
業
は
、
財
務

の
一
元
管
理
が
ど
う
し
て
も
遅
れ
が

ち
だ
。
世
界
に
散
ら
ば
る
グ
ル
ー
プ
企

業
を
一
体
管
理
し
、
効
率
的
な
運
用
・

調
達
を
実
現
す
る
に
は
、
金
融
機
関

か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
が
欠
か
せ
な
い
。

80
年
代
の
再
現
を
避
け
よ

で
は
、
ニ
ー
ズ
に
こ
た
え
る
べ
き
金

融
機
関
の
体
制
は
ど
う
か
。
残
念
な

が
ら
、
日
系
金
融
機
関
は
、
バ
ブ
ル
崩

壊
後
の
国
際
業
務
縮
小
の
影
響
が
尾

を
引
き
、
未
だ
出
遅
れ
感
が
残
る
。

地
域
金
融
機
関
の
な
か
に
は
、
取
引

先
企
業
の
方
が
国
際
化
に
先
行
し
て

い
る
例
も
み
ら
れ
る
。
大
手
行
も
、

巻
頭
提
言

静
か
な
転
機
を
迎
え
る
国
際
金
融
業
務
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キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
サ
ー
ビ
ス

（
C
M
S
）や
拠
点
・
顧
客
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
面
で
は
、
一
部
欧
米
金
融
機
関
に

一
日
の
長
が
あ
る
よ
う
に
み
え
る
こ
と

は
否
め
な
い
。

そ
の
一
方
で
、
日
系
金
融
機
関
の

も
つ
ア
ド
バ
ン
テ
ー
ジ
は
大
き
い
。
日

系
企
業
の
海
外
展
開
加
速
や
国
内
投

資
家
層
の
厚
み
は
、
大
き
な
ビ
ジ
ネ
ス

チ
ャ
ン
ス
を
も
た
ら
す
。
ま
た
、
自
己

資
本
の
厚
さ
と
流
動
性
の
安
定
ぶ
り

は
、
い
ま
や
世
界
の
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
に

位
置
す
る
。
こ
れ
ら
の
ア
ド
バ
ン
テ
ー

ジ
を
活
か
し
て
、
バ
ブ
ル
崩
壊
後
の
遅

れ
を
一
挙
に
取
り
戻
し
、
洗
練
さ
れ
た

C
M
S
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
確
立
を
図

ろ
う
と
い
う
の
が
現
状
と
い
え
よ
う
。

ア
ジ
ア
地
域
の
現
地
銀
行
へ
の
出
資
が

相
次
い
だ
の
も
、
こ
う
し
た
動
き
の
一

環
で
あ
る
。

た
だ
注
意
し
た
い
の
は
、
こ
れ
ら
の

ア
ド
バ
ン
テ
ー
ジ
の
数
々
は
1
9
8
0

年
代
の
状
況
に
類
似
し
て
い
る
こ
と

だ
。
当
時
、
日
系
金
融
機
関
は
、
自

己
資
本
や
流
動
性
の
優
位
性
を
活
か

し
て
、
華
々
し
く
国
際
業
務
を
拡
大

し
た
。
海
外
拠
点
を
次
々
に
増
や
し
、

海
外
不
動
産
市
場
や
L
B
O
市
場
で

の
シ
ェ
ア
を
高
め
た
。
米
国
ミ
ド
ル
マ
ー

ケ
ッ
ト
へ
の
進
出
も
企
図
さ
れ
た
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
業
務
は
、
国
内

の
バ
ブ
ル
崩
壊
と
と
も
に
雲
散
し
た
。

結
局
、
当
時
の
国
際
業
務
は
、
顧
客

と
の
取
引
基
盤
が
脆
弱
な
ま
ま
に
、

「
シ
ェ
ア
の
拡
大
し
や
す
い
市
場
」に
資

本
と
資
金
を
投
下
し
て
い
た
だ
け
だ
っ

た
よ
う
に
み
え
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、

今
回
の
国
際
金
融
業
務
の
再
起
動

は
、
80
年
代
の
再
現
と
し
な
い
こ
と
が

大
事
だ
。

強
固
な
顧
客
基
盤
の

確
立
の
た
め
に

最
も
大
切
な
の
は
、
顧
客
と
の
間

に
強
固
な
取
引
基
盤
を
確
立
し
、
現

地
に
深
く
根
差
す
金
融
機
関
と
な
る

こ
と
だ
ろ
う
。そ
の
た
め
に
は
、①
個
々

の
金
融
機
関
が
ど
の
よ
う
な
バ
リ
ュ
ー

（
価
値
）を
顧
客
に
提
供
で
き
る
か
、

②
そ
の
過
程
で
各
金
融
機
関
の
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ（
独
自
性
）や
理
念
を
ど

う
浸
透
で
き
る
か
が
焦
点
と
な
る
。

い
う
ま
で
も
な
く
、
金
融
機
関
に

と
っ
て
、
顧
客
の
バ
リ
ュ
ー
向
上
に
ど

う
貢
献
で
き
る
か
が
な
に
よ
り
重
要

だ
。
し
か
し
、
そ
れ
だ
け
で
は
十
分
で

な
い
。
金
融
技
術
の
多
く
は
、
あ
る

程
度
の
時
間
が
あ
れ
ば
、
真
似
さ
れ

う
る
も
の
で
あ
る
。

大
事
な
の
は
、
こ
の
間
に
、
各
金

融
機
関
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
や
理
念

が
、
日
系
お
よ
び
現
地
顧
客
か
ら
ど

れ
だ
け
信
頼
を
得
ら
れ
る
か
で
あ
る
。

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
は
、
た
と
え
ば
、

「
丁
寧
で
正
確
な
サ
ー
ビ
ス
提
供
に
対

す
る
不
断
の
姿
勢
」か
も
し
れ
な
い
し
、

「
市
場
の
動
き
に
常
に
迅
速
に
反
応

す
る
機
敏
な
対
応
」か
も
し
れ
な
い
。

組
織
全
体
に
当
該
金
融
機
関
ら・

し・

さ・

の
浸
透
を
図
り
、
金
融
サ
ー
ビ
ス
に

体
現
し
て
い
く
こ
と
こ
そ
が
、
顧
客
へ

の
訴
求
力
に
つ
な
が
ろ
う
。

リ
ー
マ
ン
危
機
、
欧
州
債
務
危
機

を
経
て
、
国
際
金
融
市
場
は
新
た
な

勢
力
図
に
書
き
か
え
ら
れ
つ
つ
あ
る
。

バ
ブ
ル
崩
壊
後
長
く
自
重
の
日
々
を

続
け
て
き
た
日
系
金
融
機
関
も
、
新

し
い
国
際
金
融
の
ス
テ
ー
ジ
を
迎
え
つ

つ
あ
る
。
活
躍
を
大
い
に
期
待
し
て
い

る
。	

J

山
本 

謙
三

YA
M

A
M

O
TO

, Kenzo

N
T
T
デ
ー
タ
経
営
研
究
所
　
取
締
役
会
長
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NTTデータ経営研究所
金融コンサルティング本部

パートナー

佐藤 哲士
SATO, Tetsushi

さとう　てつし
都市銀行の個人金融部門において事業戦略策定
等に従事したのち、コンサルティングファームを
経て現在に至る。主に、リテール分野における
事業計画・マーケティング戦略、業務プロセス
設計、各種統計・リサーチ業務等のコンサルティ
ングに従事。

こ
こ
1
～
2
年
く
ら
い
だ
ろ
う
か
。

各
協
会
組
織
・
金
融
機
関
な
ど
か
ら
、

最
近
の
店
舗
改
革
の
動
向
や
店
舗
戦
略

の
ト
レ
ン
ド
に
関
す
る
講
演
・
セ
ミ
ナ
ー

の
ご
依
頼
、
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
の
ご
相

談
を
い
た
だ
く
機
会
が
増
え
て
き
た
。

高
度
成
長
期
か
ら
バ
ブ
ル
期
に
か
け
て
、

わ
が
国
金
融
機
関
の
多
く
が
新
規
出
店

を
進
め
た
が
、
そ
の
当
時
の
建
物
が
老

朽
化
し
、
ち
ょ
う
ど
現
在
、
建
て
替
え

の
時
期
を
迎
え
て
い
る
よ
う
だ
。

高
度
成
長
期
の
金
融
機
関
店
舗
と

言
え
ば
、
監
督
当
局
に
よ
っ
て
、
設
置

場
所
、
設
置
数
、
行
職
員
数
、
営
業

時
間
な
ど
が
厳
し
く
規
制
さ
れ
て
い
た

時
代
で
あ
り
、
ま
た
、
当
時
と
現
在
と

で
は
、
店
舗
の
持
つ
役
割
や
性
質
な
ど

も
大
き
く
変
わ
っ
て
き
て
い
る
。
建
て

替
え
に
際
し
て
は
、
当
然
、
外
観
や
内

装
、
レ
イ
ア
ウ
ト
、
店
舗
で
提
供
す
る

サ
ー
ビ
ス
を
含
め
て
練
り
直
し
を
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
ま
ず
は
、
各
々

の
金
融
機
関
が
店
舗
に
何
を
求
め
、
期

待
す
る
の
か
、
店
舗
コ
ン
セ
プ
ト
を
再

構
築
・
再
整
理
す
る
必
要
が
あ
る
。

店
舗
戦
略
の
変
遷

ひ
と
昔
前
、
金
融
機
関
の
店
舗
戦
略

と
言
え
ば
、
合
理
化
や
効
率
化
を
合
言

葉
に
、
不
採
算
店
舗
・
重
複
店
舗
の
統

廃
合
に
よ
る
総
店
舗
コ
ス
ト
削
減
、
店

内
事
務
処
理
の
ペ
ー
パ
レ
ス
化
や
集
中
化

な
ど
に
よ
る
一
店
舗
当
た
り
コ
ス
ト
圧
縮

な
ど
、
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
、
い
か
に
ム

ダ
を
排
除
す
る
か
、
ロ
ー
コ
ス
ト
オ
ペ
レ
ー

シ
ョ
ン
の
実
現
を
主
眼
と
し
た
も
の
で

あ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
近
年
、
企
業
融
資
が
伸
び

悩
み
、
リ
テ
ー
ル
強
化
が
叫
ば
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
頃
か
ら
、
方
向
性
が
変
わ
り
始

め
、
コ
ス
ト
削
減
の
み
な
ら
ず
、
顧
客
と

直
接
対
話
で
き
る
唯
一の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

チ
ャ
ネ
ル
と
し
て
、
店
舗
の
位
置
付
け
が

見
直
さ
れ
始
め
た
。

現
在
で
は
、
デ
ザ
イ
ン
性
に
富
み
斬
新

な
外
観
を
施
し
た
店
舗
、
自
ら
の
先
進

性
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
フ
ラ
ッ
グ
シ
ッ
プ
店
舗
、

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
に
注
力
し
た
新
型
店
舗

や
相
談
専
用
ブ
ー
ス
、
全
面
ガ
ラ
ス
張
り

で
入
店
の
敷
居
を
下
げ
若
年
層
や
主
婦

層
の
興
味
を
惹
き
つ
け
る
コ
ン
ビ
ニ
店
舗
、

顧
客
の
来
店
頻
度
を
高
め
る
た
め
の
コ

ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
ペ
ー
ス
な
ど
、
マ
ー
ケ
ッ

ト
の
特
性
や
多
様
化
す
る
顧
客
の
意
識
・

資
質
に
合
わ
せ
た
店
舗
改
革
に
よ
り
、

顧
客
ニ
ー
ズ
に
訴
求
、
囲
い
込
み
を
志
向

す
る
金
融
機
関
が
増
加
し
て
い
る
。

多
様
化
す
る
顧
客
意
識

リ
テ
ー
ル
強
化
に
向
け
て
は
、
ま
ず
、

自
ら
の
顧
客
層
の
特
性
を
把
握
・
分
析

特
集
レ
ポ
ー
ト

金
融
機
関
に
お
け
る
店
舗
改
革
の
進
展
と

顧
客
接
点
の
あ
り
方
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参
考
に
、
弊
社
に
て
取
り
ま
と
め
た
年
代

ご
と
の
代
表
的
な
プ
ロ
フ
ァ
イ
ル
で
あ
る
が
、

要
約
す
る
と
、「
自
分
で
分
か
ら
な
い
こ
と

は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
検
索
サ
イ
ト
や
知
恵

袋
に
聞
い
て
直
ぐ
に
回
答
を
得
て
育
っ
た

若
年
世
代
は
、
あ
る
種
、
合
理
的
と
言

え
ば
合
理
的
で
あ
る
が
、
自
ら
し
っ
か
り

考
え
て
出
し
た
結
論
で
は
な
い
た
め
、
あ

ま
り
こ
だ
わ
り
や
執
着
心
が
な
い
」一
方
、

「
自
分
自
身
で
汗
を
か
い
て
集
め
た
情
報

を
基
に
、
身
近
な
人
と
も
相
談
し
な
が
ら
、

じ
っ
く
り
考
え
る
中
高
年
世
代
は
、
義
理

人
情
に
厚
く
、
出
し
た
結
論
に
も
こ
だ
わ

り
を
持
ち
、
責
任
感
を
持
っ
て
最
後
ま
で

て
も
、
例
え
ば
、「
人
と
会
っ
て
話
す
よ
り

メ
ー
ル
で
や
り
取
り
す
る
」「
情
報
源
と
し

て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
重
視
す
る
」20
代
・

30
代
の
若
年
層
、「
分
か
ら
な
い
こ
と
が
あ

る
と
面
倒
で
も
調
べ
る
」「
論
理
的
に
良

く
考
え
て
か
ら
物
事
を
決
め
る
」50
代
・

60
代
の
中
高
年
層
な
ど
、
世
代
に
よ
っ
て
、

価
値
観
や
モ
ノ
の
考
え
方
に
違
い
が
あ
る

こ
と
が
分
か
る
。

図
表
3
は
、
各
種
調
査
・
統
計
等
を

し
、
そ
れ
に
即
し
た
戦
術
面
で
の
手
当
て

を
施
す
必
要
が
あ
る
が
、
個
人
の
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
や
価
値
観
が
多
様
化
す
る
現

在
、
金
融
機
関
各
行
に
は
、
従
来
と
は

異
な
っ
た
顧
客
と
の
関
わ
り
方
、
コ
ミ
ュニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

図
表
1
お
よ
び
図
表
2
は
、
日
常
生

活
に
お
け
る
メ
デ
ィ
ア
へ
の
意
識
・
意
思

決
定
プ
ロ
セ
ス
な
ど
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
で
あ
る
が
、
こ
う
い
っ
た
結
果
を
見

や
り
抜
く
」と
いっ
た
違
い
が
認
め
ら
れ
る
。

変
化
す
る
金
融
取
引
行
動

こ
う
い
っ
た
世
代
間
の
価
値
観
・
考
え

方
の
違
い
は
、
金
融
取
引
行
動
か
ら
も
、

実
は
、
見
て
と
れ
る
。
図
表
4
は
、
金

融
機
関
利
用
者
に
対
し
て
、
そ
の
金
融

機
関
と
取
引
を
開
始
し
た
理
由
、
住
宅

人と会って話すより、メールでやり取りする方が気楽だ

図表1：メディアへの意識

情報源としてインターネットが重要だ

25%20%15%10%5%0%

20代

30代

40代

50代

60代

20代

30代

40代

50代

60代

80%60%40%20%0%

分からないことがあると面倒でも調べる

図表2：意思決定プロセス

論理的によく考えてから物事を決める

20代

30代

40代

50代

60代以上

20代

30代

40代

50代

60代以上

80%60%40%20% 80%60%40%20%0% 0%

出所 ： ICTインフラの進展が国民のライフスタイルや社会環境等に及ぼした影響と相互関係に関する調査（総務省）を元にNTTデータ経営研究所にて作成

出所 ： NTTデータ経営研究所過去調査より抜粋
図表3：年代ごと代表的プロファイル

PCや携帯、メールでの付き合いに慣れている
大勢より一人でいることを好む
自動車や持家の保有に関心があまりない
インターネットショッピングをよく利用している

✓
✓
✓
✓

PCや携帯、メールでの付き合いに慣れている
論理的によく考えてから物事を決めることが苦手
持ち家の保有にあまり関心がない　
インターネットショッピングをよく利用している

✓
✓
✓
✓

大勢とコミュニケーションすることを好む
物事をよく検討して判断することを好む
比較的、インターネットショッピングを利用している

✓
✓
✓

なじみや親しみをベースとしたコミュニケーションを好む
物事をよく検討して判断することを好む
インターネットショッピングを積極的には利用していない

✓
✓
✓

なじみや親しみをベースとしたコミュニケーションを好む
インターネットに対する不信感がある
最後までやりぬく責任感がある
インターネットショッピングをあまり利用しない

✓
✓
✓
✓

出所 ： NTTデータ経営研究所にて作成

20代

30代

40代

50代

60代

ある種、合理的…
情報化社会に慣れており、
すぐインターネットや
口コミサイトで情報収集
して解決しようとする

義理人情・責任感…
人とのリレーションや
付き合いを重視しながらも、
しっかりと自分自身で
判断をする

24.6%

23.3%

16.3%

9.7%

78.0%

77.0%

67.8%

56.4%

6.0% 33.3%

65.3%

72.5%

78.0%

82.5%

52.0%

51.9%

60.0%

68.4%

86.0% 76.7%

31.48%

27.8%

14.8%

3.7%

1.9%
3.9%

3.9%
4.9%

6.4%

8.6%

11.2%

13.0%

10.3%

7.5%
8.9%

13.7%

21.6%

19.5%

13.8%

17.0%

21.3%

20.6%

22.9%

33.33% 30.32%

27.76%

26.0%

36.5%

45.9%

22.91% 23.7%
23.3%
21.7%

17.21%

年代ごとの取引開始理由 年代ごとの住宅ローン選定理由

図表4：金融機関との取引開始理由、住宅ローン選定理由

出所 ： NTTデータ経営研究所過去調査より抜粋
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ロ
ー
ン
を
借
り
た
理
由
を
、
各
々
の
年
代

ご
と
に
聞
い
た
も
の
で
あ
る
が
、
何
れ
も
、

以
前
は
、
”
な
じ
み
“
や
”
親
し
み
“
を

理
由
と
す
る
割
合
が
多
数
を
占
め
て
い
た
の

に
対
し
、
最
近
で
は
、「
手
数
料
が
安
い
」「
金

利
が
低
い
」「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
も
取
引
で

き
る
」な
ど
、
合
理
性
や
利
便
性
を
支
持

す
る
理
由
が
増
加
す
る
傾
向
に
あ
る
。

加
え
て
、
図
表
5
は
、
同
じ
く
金
融

機
関
利
用
者
に
現
金
の
入
出
金
や
振
込

を
ど
こ
で
行
っ
て
い
る
の
か
を
聞
い
た
ア
ン

ケ
ー
ト
で
あ
る
が
、
何
れ
の
取
引
に
お
い

て
も
、
若
年
に
な
る
ほ
ど
複
数
の
チ
ャ
ネ

ル
を
状
況
に
応
じ
て
使
い
分
け
、
高
齢
に

な
る
ほ
ど
店
舗
窓
口
を
中
心
に
利
用
す

る
な
ど
、
前
述
の
、「
若
年
世
代
」＝「
合

理
的
で
”
d
r
y
“
」、「
中
高
年
世
代
」

＝「
義
理
人
情
で
”
w
e
t
“
」と
い
う

資
質
が
、
金
融
取
引
で
も
読
み
取
れ
る

結
果
と
な
っ
て
い
る
。

顧
客
ニ
ー
ズ
に
即
し
た
店
舗
構
築

プ
ロ
セ
ス

先
日
、
あ
る
金
融
機
関
の
経
営
者
と

会
話
さ
せ
て
い
た
だ
く
機
会
が
あ
っ
た

際
、
そ
の
経
営
者
が「
一
般
的
に
、
銀
行

と
病
院
は
出
来
る
だ
け
行
き
た
く
な
い

と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
”
店
舗
に
来
た
く

な
い
“
と
い
う
の
は
店
舗
の
作
り
方
そ
の
も

の
に
問
題
が
あ
る
。」

と
仰
っ
て
い
た
。要
は
、

金
融
機
関
側
の
目
線

や
都
合
で
い
く
ら
店

舗
を
作
っ
て
も
、
顧

客
か
ら
は
支
持
さ
れ

な
い
と
い
う
こ
と
で
あ

り
、
今
後
の
店
舗
展

開
は
、
あ
く
ま
で
顧

客
目
線
が
ベ
ー
ス
と
の

こ
と
で
あ
っ
た
。

そ
れ
に
は
ま
ず
、

出
店
候
補
地
の
店

周
や
商
圏
を
精
緻

に
検
証
す
る
必
要
が

あ
る
が
、店
周
分
析
・

商
圏
分
析
は
、
弊

社
で
は
、
通
常
、「
顧

客
特
性
」「
エ
リ
ア
特

性
」「
競
合
環
境
」の

3
区
分
に
基
づ
き
、

定
量
情
報
・
定
性

情
報
の
収
集
・
分
析

を
通
し
て
、
当
該
地
域
特
性
や
マ
ー
ケ
ッ

ト
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
見
極
め
て
い
く
。

場
所
に
も
よ
る
が
、
分
析
対
象
は
半

径
1
㎞
～
2
㎞
圏
内
で
設
定
し
、
昼
夜

間
人
口
比
率
や
年
齢
別
人
口
比
率
、
事

業
所
数
、
最
寄
駅
乗
降
客
数
、
年
間

小
売
販
売
額
な
ど
の
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
と

個
別
に
収
集
し
た
定
性
情
報
を
基
に
、

当
該
地
域
の
市
場
と
し
て
の
特
徴
を
把

握
し
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
な
る
顧
客
像
を
設

定
す
る
。

想
定
さ
れ
る
来
店
顧
客
は
、「
法
人

顧
客
か
、
個
人
顧
客
か
」、
個
人
で
あ

れ
ば
、「
主
婦
が
多
い
の
か
、
お
年
寄
り

が
多
い
の
か
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
が
多
い
の

か
」、
そ
の
方
々
は
、「
時
間
が
あ
る
の
か
、

な
い
の
か
」、「
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
欲
し
い
の

か
、
自
分
で
判
断
し
た
い
の
か
」、「
安
心

感
を
求
め
て
い
る
の
か
、
先
進
性
を
求

め
て
い
る
の
か
」、「
資
産
運
用
に
悩
ん
で

い
る
の
か
、ロ
ー
ン
を
借
り
た
い
の
か
」等
、

金融機関における店舗改革の進展と
顧客接点のあり方

図表5：取引ごとの利用チャネル

出所 ： NTTデータ経営研究所過去調査より抜粋

図表6：一般的な店舗構築プロセス

出所 ： NTTデータ経営研究所にて作成

店舗開設・改築
するエリアの分析

店舗コンセプト
の設定

店舗の外観・内装・ 
レイアウト検討

店舗の設計・施工・
機器設置

店舗オープンに
向けたプロモーション

店舗の提供サービス
・機器選定

店舗職員の教育

店舗を開設・改築する
土地の顧客像・競合
状況等を分析

エリア分析結果を基に
ターゲット顧客像や店
舗コンセプト・あるべ
き像を検討

コンセプトを基に店舗
の外観・内装・レイア
ウトに関する検討

外観・内装・レイアウ
ト、設置サービスにつ
いて、設計・施工・
機器設置を実施

新店舗に関する 
各媒体を通しての 
宣伝活動

コンセプト実現に必要
なサービス、 設置すべ
き機器に関する検討

コンセプト実現のため
必要なスキルを
店舗職員へ教育

28.3%
70.0%

48.3%

33.9%
78.8%

37.3%

40.9%
61.6%

20.1%

47.3%
54.8%

15.1%

53.7%
56.5%

10.2%

31.7%
61.7%

18.3%

28.3%
31.7%

20.0%
6.7%

24.6%
37.3%

22.0%
5.9%

28.9%
22.6%

20.8%
2.5%

34.2%
20.5%

15.8%
0.7%

38.0%
25.9%

12.0%
1.9%

33.1%
68.6%

21.2%

39.0%
54.1%

5.7%

45.2%
46.6%

4.1%

50.9%
46.3%

3.7%
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は
、
余
計
な
セ
ー
ル
ス
を
嫌
い
、
必
要
な

情
報
を
基
に
自
分
で
判
断
し
た
い
、
ど
ち

ら
か
と
言
う
と
、
リ
テ
ラ
シ
ー
が
高
い
資

質
の
た
め
、
店
舗
内
に
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー

ジ
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
等
を
設
置
し
、
最

新
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
情
報
や
金
融
商
品
情
報

を
閲
覧
で
き
る
よ
う
に
し
て
お
く
。
店
舗

内
の
行
職
員
も
、
来
店
顧
客
に
積
極
的

に
声
を
か
け
る
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
、

必
要
に
応
じ
て
、
Q
&
A
ベ
ー
ス
で
対
応

す
る
。
勤
務
時
間
外
の
時
間
帯
を
中
心

に
、
最
新
の
金
融
セ
ミ
ナ
ー
等
を
開
催
す

る
の
も
良
い
か
も
し
れ
な
い
。

前
述
の
よ
う
に
、
コ
ン
セ
プ
ト
を
よ
り

具
体
的
な
店
舗
イ
メ
ー
ジ
に
落
と
し
込
ん

で
い
く
の
で
あ
る
が
、
何
れ
に
し
ろ
、
顧

客
が
何
を
求
め
、
何
を
期
待
し
て
い
る
の

か
、
そ
れ
を
店
舗
で
い
か
に
実
現
す
る
の

か
が
、
考
え
方
の
原
点
と
な
る
。

新
た
な
顧
客
接
点
に
向
け
た

考
え
方

店
舗
窓
口
を
中
心
に
利
用
す
る
高
齢

層
に
対
し
、
若
年
層
に
な
る
ほ
ど
、
複

数
の
チ
ャ
ネ
ル
を
状
況
に
応
じ
て
使
い
分

け
る
と
前
述
し
た
が
、
そ
う
で
あ
れ
ば
、

今
後
、
金
融
機
関
の
店
舗
は
、
特
に
、

若
年
層
向
け
戦
略
ほ
ど
、
店
舗
の
み
で
単

一
的
に
顧
客
を
捉
え
る
の
で
は
な
く
、
各

タ
ー
ゲ
ッ
ト
の
プ
ロ
フ
ァ
イ
ル
や
ニ
ー
ズ
を
具

体
化
し
、
そ
の
プ
ロ
フ
ァ
イ
ル
や
ニ
ー
ズ
に

即
し
た
店
舗
コ
ン
セ
プ
ト
を
策
定
す
る
。

コ
ン
セ
プ
ト
が
定
ま
れ
ば
、
そ
の
コ
ン
セ

プ
ト
を
、
外
観
・
内
装
・
レ
イ
ア
ウ
ト
等

の
ハ
ー
ド
面
、
提
供
サ
ー
ビ
ス
・
必
要
な

行
職
員
ス
キ
ル
等
の
ソ
フ
ト
面
に
反
映

し
、
新
設
店
舗
の
全
体
像
が
決
ま
る
流

れ
と
な
る（
図
表
6
）。

顧
客
目
線
の
店
舗
作
り

あ
く
ま
で
一つ
の
例
示
と
し
て
、
都
市

部
の
商
工
地
に
新
た
に
店
舗
を
出
店
す

る
と
し
、
時
間
の
な
い
現
役
世
代
の
サ
ラ

リ
ー
マ
ン
層
を
メ
イ
ン
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
す
る

と
仮
定
し
た
場
合
、
店
舗
コ
ン
セ
プ
ト
は
、

「
先
進
機
能
の
整
備
お
よ
び
積
極
的
な

情
報
発
信
等
を
通
し
て
、
エ
リ
ア
内
勤
労

者
の
キ
ャ
リ
ア
・
社
会
志
向
性
に
訴
求
、

独
自
店
舗
ブ
ラ
ン
ド
を
確
立
す
る
」と

い
っ
た
も
の
が
考
え
ら
れ
る
。

先
進
性
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
デ
ザ
イ
ナ
ブ

ル
な
外
観
を
施
し
、
レ
イ
ア
ウ
ト
は
、
セ
ル

フ
端
末
の
導
入
等
に
よ
り
執
務
ス
ペ
ー
ス

を
極
力
抑
え
る
。
来
店
顧
客
は
、
あ
ま

り
時
間
が
な
い
た
め
、
相
談
ブ
ー
ス
も
、

「
落
ち
着
い
て
」「
ゆ
っ
く
り
」相
談
で
き
る

作
り
で
は
な
く
、「
早
く
」「
的
確
に
」対

応
で
き
る
も
の
と
す
る
。
ま
た
、こ
の
方
々

チ
ャ
ネ
ル
の
特
性
を
活
か
し
、
相
互
に
関

連
す
る
こ
と
で
顧
客
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る

よ
う
な
、い
わ
ゆ
る
”
オ
ム
ニ
チ
ャ
ネ
ル
“
の

考
え
方
も
重
要
に
な
っ
て
く
る
。

単
に
、
顧
客
に
対
し
て
複
数
チ
ャ
ネ
ル

を
用
意
す
る
”マ
ル
チ
チ
ャ
ネ
ル
“
で
は
な

く
、
チ
ャ
ネ
ル
同
士
が
連
携
さ
れ
、
統
合

さ
れ
た
状
態
で
、
付
加
価
値
サ
ー
ビ
ス
を

含
ん
だ
フ
ル
バ
ン
キ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
、
例
え
ば
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン

グ
で
や
っ
て
い
た
こ
と
を
、
店
舗
に
切
り

替
え
た
と
し
て
も
、
途
中
か
ら
で
も
、シ
ー

ム
レ
ス
に
続
行
で
き
る
よ
う
な
仕
組
み
作

り
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
。

オ
ム
ニ
チ
ャ
ネ
ル
を
実
現
す
る
に
は
、

顧
客
の
行
動
・
ニ
ー
ズ
の
変
化
に
合
わ
せ

て
、
金
融
機
関
も
変
化
す
る
必
要
が
あ

る
と
さ
れ
て
お
り
、
イ
タ
リ
ア
の
商
業
銀

行
U
B
I 

B
A
N
C
A
に
よ
る
と
、
次

の
5
つ
の
要
素
を
金
融
機
関
側
も
兼
ね

備
え
る
必
要
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

① 

3
6
5
日
24
時
間
利
用
可
能
な
サ
ー

ビ
ス

② 

単一の「
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
ル
ー
ム
」か
ら

全
チ
ャ
ネ
ル
を
統
合

③ 

顧
客
満
足
度
を
高
め
る
た
め
サ
ー
ビ

ス
レ
ベ
ル
を
カ
ス
タ
マ
イ
ズ

④ 
商
品
と
チ
ャ
ネ
ル
ご
と
の
階
層
ベ
ー
ス

の
価
格
付
け
と
特
徴
付
け

⑤ 

よ
り
効
果
的
に
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
を

販
売
す
る
チ
ャ
ネ
ル
ご
と
の
ア
プ

ロ
ー
チ

最
後
に
・
・
・

今
か
ら
20
年
以
上
前
、
ま
だ
銀
行
に

勤
務
し
て
い
た
こ
ろ
、
お
世
話
に
な
っ
た

上
司
か
ら
、「
銀
行
の
店
舗
は
、
ど
こ
に

行
っ
て
も
同
じ
で
あ
る
こ
と
に
意
味
が
あ

る
。
同
じ
外
観
、
同
じ
レ
イ
ア
ウ
ト
、
同

じ
サ
ー
ビ
ス
。
そ
れ
が
お
客
様
に
安
心
感

を
与
え
、
ひ
い
て
は
、
再
来
店
を
促
す

動
機
に
も
つ
な
が
る
」と
教
わ
っ
た
こ
と
を

思
い
出
す
。

日
本
経
済
が
、ま
だ
、右
肩
上
が
り
だ
っ

た
当
時
、言
葉
は
悪
い
が
、金
融
機
関
は
、

一
定
程
度
の
業
容
拡
大
で
あ
れ
ば
、
成
り

行
き
に
任
せ
て
も
達
成
で
き
て
い
た
。
そ

の
時
代
に
あ
っ
て
は
、「
同
じ
で
あ
る
こ
と
」

が
、
ま
さ
に
、
店
舗
戦
略
そ
の
も
の
だ
っ

た
の
か
も
し
れ
な
い
。

時
代
が
変
わ
り
、
経
済
が
成
熟
化
、

人
口
減
少
に
よ
り
、
特
に
、
地
方
の
金

融
機
関
に
お
い
て
は
、
既
に
、
預
金
残
高

減
少
ま
で
見
通
さ
ざ
る
を
え
な
い
厳
し
い

経
営
環
境
に
あ
る
。「
同
じ
で
あ
る
こ
と
」

で
は
な
く
、「
違
い
が
あ
る
こ
と
」を
、
い
か

に
顧
客
に
訴
求
で
き
る
か
。
金
融
機
関

が
、
今
後
、
生
き
残
る
た
め
の
キ
ー
ワ
ー

ド
と
な
る
。	

J
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アソシエイトパートナー

大野 博堂
OONO,Hirotaka

おおの　ひろたか
大手SIerでデリバティブ取引管理システムなど
の企画に従事した後、当時の大蔵省にてマクロ
経済分析を担当。平成18年より現職。計量経
済分析や事業戦略立案を得意とするほか、BCP
や社会保障・税番号制度をキーワードに企業の
構造改革に取り組む。

は
じ
め
に

国
民
一
人
一
人
に
番
号
を
付
与
し
、

徴
税
や
社
会
保
障
給
付
な
ど
に
活
用

す
る
こ
と
を
目
的
に
導
入
予
定
の
社

会
保
障
・
税
番
号
制
度（
以
下
、「
番

号
制
度
」）だ
が
、
金
融
機
関
で
は
、

法
定
調
書
の
出
力
対
象
と
な
る
商
品

が
数
多
く
存
在
す
る
た
め
、
銀
行
、

信
託
銀
行
、
証
券
会
社
、
保
険
会
社
、

共
済
組
合
共
に
社
会
保
障
・
税
番
号

（
以
下
、「
番
号
」）情
報
の
取
得
が
必

要
と
な
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
広
範
な
業
務
に
影

響
を
与
え
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
金
融

機
関
に
お
け
る
検
討
は
思
う
よ
う
に
進

ん
で
い
な
い
。
こ
れ
に
は
、
未
だ
番
号

収
集
業
務
に
影
響
す
る
法
令
の
公
布
、

及
び
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
等
の
公
表
が
さ
れ

て
い
な
い
こ
と
も一因
と
な
って
い
る
。

他
方
、
将
来
の
民
間
開
放
を
見
据

え
れ
ば
、
制
度
対
応
で
あ
っ
て
も
金
融

機
関
と
し
て
実
現
す
べ
き
効
果
的
な
対

応
手
法
は
存
在
す
る
で
あ
ろ
う
し
、
且

つ
、
現
時
点
で
民
間
開
放
在
り
き
で
業

務
設
計
を
実
現
し
な
い
限
り
、
国
全
体

で
俯
瞰
し
た
場
合
の
制
度
対
応
コ
ス
ト

が
増
大
し
全
体
で
の
投
資
効
果
が
低
く

な
る
結
果
に
な
り
か
ね
な
い
。
つ
ま
り
、

個
々
の
金
融
機
関
任
せ
で
対
応
し
た
場

合
、
必
ず
し
も
全
体
最
適
と
は
な
ら
な

い
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
。

本
稿
で
は
、
金
融
機
関
と
し
て
の
番

号
制
度
対
応
に
お
け
る
課
題
に
つ
い
て

取
り
上
げ
、
現
状
に
つ
い
て
警
鐘
を
鳴

ら
し
た
い
。

懸
念
さ
れ
る
2
0
1
5
年
問
題

番
号
制
度
は
2
0
1
5
年
秋
頃
に

個
人
、
及
び
法
人
へ
番
号
が
通
知
さ

れ
、
2
0
1
6
年
1
月
か
ら
利
用
開

始
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
関
連
す
る

I
T
シ
ス
テ
ム
の
対
応
コ
ス
ト
は
2
兆
円

を
超
え
る
も
の
と
み
ら
れ
、
対
応
に
は

相
当
数
の
要
員
確
保
が
必
須
と
な
る
。

通
常
、
個
別
シ
ス
テ
ム
の
改
変
対
応
に

は
、
当
該
シ
ス
テ
ム
を
熟
知
し
た
S
E

が
従
事
す
る
こ
と
と
な
る
が
、
番
号
制

度
対
応
に
精
通
し
た
要
員
は
現
状
で
は

多
い
と
は
い
え
な
い
状
況
で
あ
る
。

ま
た
、
番
号
制
度
対
応
は
、
金
融

機
関
に
加
え
、
中
央
省
庁
な
ど
の
政

府
組
織
や
地
方
公
共
団
体
の
ほ
か
、

法
定
調
書
作
成
を
中
心
に一般
事
業
法

人
に
お
い
て
も
シ
ス
テ
ム
改
修
が
必
要

と
な
っ
て
く
る
。
つ
ま
り
、
各
分
野
に

て
同
時
に
多
数
の
S
E
が
需
要
さ
れ
る

こ
と
と
な
る
。そ
の
た
め
、大
手
ベン
ダ
ー

や
メ
ー
カ
ー
を
中
心
に
既
に
ス
キ
ル
の
有

特
集
レ
ポ
ー
ト

課
題
の
残
存
す
る
金
融
機
関
に
お
け
る
社
会
保
障
・
税
番
号
制
度
対
応

 
～ 
望
ま
れ
る
関
連
法
令
等
の
早
期
公
布 

～
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す
ら
、
発
注
者
側
と
な
る
金
融
機
関

か
ら
ベ
ン
ダ
ー
側
に
伝
わ
っ
て
い
な
い
の

が
現
状
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
本

来
必
要
な
ベ
ン
ダ
ー
側
に
お
け
る
対
応

稼
働
の
算
定
は
お
ろ
か
、
金
融
機
関

側
に
お
け
る
詳
細
な
要
件
定
義
も
ま

ま
な
ら
な
い
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

番
号
収
集
業
務
に
影
響
す
る
法

令
等
の
公
布
遅
れ
で
金
融
機
関

に
お
け
る
要
件
定
義
が
困
難
に

こ
れ
は
あ
く
ま
で
仮
説
で
は
あ
る

が
、
番
号
収
集
業

務
に
影
響
す
る
法

令
の
公
布
、
及
び

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
等
の

公
表
の
遅
れ
は
、

関
連
す
る
省
庁
や

そ
の
他
プ
レ
イ

ヤ
ー
、
関
連
シ
ス
テ

ム
が
多
過
ぎ
る
が

故
に
、
対
立
す
る

意
見
の
調
整
に
時

間
を
要
し
て
い
る

こ
と
に
よ
る
と
考

え
ら
れ
る
。
消
費

税
法
対
応
を
除
け

ば
、
こ
こ
ま
で
大

膨
大
な
数
の
S
E
が
需
要
さ
れ
る
こ
と

が
予
見
さ
れ
る
わ
け
だ
。

巷こ
う
か
ん間

、
こ
れ
ら
の
タ
イ
ト
な
S
E

需
給
を
指
し
て「
S
E
の
2
0
1
5

年
問
題
」な
ど
と
言
わ
れ
は
じ
め
て
い

る
状
況
で
あ
り
、I
T
ベ
ン
ダ
ー
や
メ
ー

カ
ー
に
と
っ
て
は
ま
さ
に
10
年
に一
度
の

特
需
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

そ
の
実
、
番
号
収
集
業
務
に
影
響
す

る
法
令
の
公
布
、
及
び
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

等
の
公
表
が
遅
れ
て
い
る
こ
と
も
一
因

と
な
り
、
番
号
制
度
に
対
し
て
ど
の

よ
う
な
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
か

無
を
厭
わ
ず
要
員
確
保
に
躍
起
に
な
っ

て
い
る
様
子
が
窺
え
る
。

さ
ら
に
、
番
号
制
度
対
応
の
ほ
か
、

大
手
金
融
機
関
に
お
け
る
大
規
模
な
シ

ス
テ
ム
更
改
な
ど
が
同
時
期
に
予
定
さ

れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
要
員
需
給
は

こ
れ
ま
で
に
な
く
逼
迫
の
様
相
を
呈
し

つ
つ
あ
る
。
わ
ず
か
1
年
ほ
ど
の
間
に
、

規
模
且
つ
広
範
な
プ
レ
イ
ヤ
ー
に
対

応
が
求
め
ら
れ
る
案
件
は
存
在
し
な

い
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
か
ら
だ
。

現
時
点
で
想
定
さ
れ
る
銀
行
業
で

の
対
応
範
囲
に
つ
い
て
、
仮
説
レ
ベ
ル

で
集
約
し
た
も
の
が
図
表
１
で
あ
り
、

銀
行
業
に
お
け
る
新
た
な
業
務
要
件

の
追
加
に
加
え
、
既
存
業
務
へ
の
変

更
範
囲
を
と
り
ま
と
め
て
い
る
。

番
号
法
及
び
番
号
法
整
備
法
等

の
公
布
遅
れ
に
よ
り
現
時
点
で
認
識

さ
れ
て
い
る
課
題
を
具
体
的
に
挙
げ

る
と
、
少
な
く
と
も
２
つ
の
未
確
定

事
項
が
存
在
す
る
。

ま
ず
は
番
号
収
集
対
象
者
で
あ

る
。
例
え
ば
、
生
命
保
険
の
場
合
、

契
約
者
・
被
保
険
者
・
保
険
金
受
取

人
全
て
の
番
号
を
収
集
す
る
の
か
、

が
未
確
定
の
ま
ま
と
な
っ
て
い
る
。

次
に
、
本
人
確
認
書
類
に
つ
い
て

だ
が
、
原
本
の
写
し
で
代
替
可
能
か

否
か
は
、
業
務
毎
に
決
定
さ
れ
る
よ

う
で
は
あ
る
も
の
の
、
同
様
に
現
時

点
で
は
そ
の
詳
細
が
知
ら
さ
れ
て
い
な

い
。現

在
、
全
国
銀
行
協
会
で
は
、
本

人
確
認
書
類
を
個
人
、
法
人
そ
れ

ぞ
れ
に
峻
別
し
て
定
義
し
て
い
る（
図

表
２
）。
数
多
く
存
在
す
る
本
人
確

図表2：全国銀行協会が定める本人確認書類

出所：一般社団法人　全国銀行協会を参考にＮＴＴデータ経営研究所にて作成

個
人
の
場
合

（1）次の本人確認書類の場合には、
窓口で原本を直接提示していただくこ
とによってご本人の氏名、住居および
生年月日の確認を行います。

 1. 運転免許証
 2. 運転経歴証明書（平成24年4月1日以降交付のもの）
 3. 旅券（パスポート）・乗員手帳
 4. 住民基本台帳カード（写真付） 
　　⇒　個人番号カード または 通知カード＋身分証明書（写真付）
 5. 各種年金手帳
 6. 各種福祉手帳
 7. 各種健康保険証
 8. 後期高齢者医療被保険者証
 9. 母子健康手帳
10. 身体障害者手帳
11. 在留カード・特別永住者証明書
12. 取引に実印を使用する場合の当該実印の印鑑登録証明書
13. 官公庁から発行・発給された書類で、顔写真が貼付されたもの 
     （ただし、ご本人から提示された場合などに限ります。）

（2）次の本人確認書類の場合には、
窓口で原本を提示していただくととも
に、当該取引に係る書類などをお客
さまに郵送し、到着したことを確認す
ることによってご本人の氏名、住居お
よび生年月日の確認を行います。

1. 住民票の写し
2. 住民票の記載事項証明書
3. 印鑑登録証明書（上記（1）12．を除きます。）
4. 戸籍謄本・抄本（戸籍の附票の写しが添付されているもの）
5. 官公庁から発行・発給された書類（上記（1）13．を除きます。）

法
人
の
場
合

（1）法人の本人確認書類
1. 登記事項証明書
2. 印鑑登録証明書
3. 官公庁から発行・発給された書類

（2）事業内容の確認書類

1. 定款その他法令の規定で作成が必要な書類で事業内容の記載が
あるもの

2. 登記事項証明書（上記（1）の本人確認書類との兼用も可能）
3. 官公庁から発行・発給された書類で、事業内容の記載があるも

の （法人の名称および本店または主たる事務所の所在地の記載
がある場合、上記（1）の本人確認書類との兼用も可能）

図表１：銀行業における番号制度関連業務

出所：ＮＴＴデータ経営研究所にて作成

業務への影響 影響が発生する理由 準備期間に必要な対応 制度施行後の業務

新
た
な
業
務
の
追
加 影

響
あ
り

① 個人番号 
情報収集

法定調書提出時に個人番
号付与が必要であるため

■ 法定調書提出対象となる既存
顧客に対して、個人番号情報
の届出を依頼

■ 収集した個人番号を登録でき
るよう入力ＩＦや番号ＤＢに関す
るシステム対応が必要

■ 口座単位に法定調書提出が必要な顧客：
(1)既存顧客：個人番号情報収集、及び証跡保管
(2)新規顧客：取引開始時の個人番号情報収集、及び証跡保管
■ 取引単位に法定調書提出が必要な顧客：取引時の個人番号

情報収集、及び証跡保管
■ 個人番号の届出が無い顧客へのトレース

② 個人番号の 
真正性確認

取得した個人番号が正し
いか確認する必要がある
ため

■ 真正性確認手順の整備 ■ 個人番号通知カードまたは個人番号カードを利用した真正
性確認、及び証跡保管

③ 法人番号取得 法定調書提出時に法人番
号付与が必要であるため ■ 法人番号取得手順の整備

■ 国税庁が公表する法人番号を金融機関が取得または法人
顧客が届出を行う

(1)既存顧客：法人番号取得、及び証跡保管
(2)新規顧客：取引開始時の法人番号取得

既
存
の
業
務
へ
の
変
更

④ 本人確認書類 
種類の追加

本人確認書類として、個
人番号通知カード＋身分
証明書または個人番号
カードが追加となる可能
性があるため

■ 本人確認手順の整備
■ 本人確認に利用した書類の種

類をシステム入力している場
合、個人番号関連の区分を追
加

■ 個人番号通知カードまたは個人番号カードを利用した本人
確認、及び証跡保管

⑤ 法定調書への 
番号追加

法定調書に番号を付与す
る必要があるため

■ 法定調書の作成がシステム化
されている場合、番号項目を
追加

■ 法定調書作成時に番号を記入

影
響
見
込
み

⑥ 個人番号・ 
法人番号による
税務・資産調査

顧客保有資産の照会に法
人番号が利用される可能
性があるため

■ 税務・資産調査の手順に、番
号による照会を追加

■ 番号をキーとした税務・資産状況調査対応 
（但し、個人の預貯金については番号収集対象外であるた
め、調査のキーは従来のままとなる）

⑦ 特定個人情報 
管理に関する 
監査・検査対応

個人番号を含んだ特定個
人情報の管理方法に関し
て、金融機関が監査およ
び検査対象となるため

■ 管理手順の整備
■ 特定個人情報アクセスに関す

る各種システム対応

■ 特定個人情報の管理
■ 特定個人情報の管理状況に関するヒアリング・監査・検査

対応
■ 特定個人情報に関するトラブル発生時の報告
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認
書
類
に
、
更
に
番
号
制
度
対
応
と

し
て「
個
人
番
号
カ
ー
ド
」ま
た
は

「
個
人
番
号
通
知
カ
ー
ド
＋
身
分
証

明
書
」が
追
加
さ
れ
る
格
好
だ
。
本

人
確
認
書
類
が
増
え
れ
ば
増
え
る
ほ

ど
金
融
機
関
に
お
け
る
真
正
性
確
認

な
ど
の
手
間
を
要
す
る
こ
と
と
な
り
、

今
後
は
さ
ら
に
金
融
機
関
の
店
頭
業

務
が
複
雑
に
な
り
か
ね
な
い
。

こ
れ
ら
の
ほ
か
、
本
来
は
番
号
法

等
の
政
省
令
以
外
で
明
確
化
さ
れ
る

べ
き
と
思
わ
れ
る
も
の
も
存
在
す
る
。

図
表
３
は
銀
行
業
を
中
心
と
し
た

業
務
の
関
連
当
事
者
を
プ
ロッ
ト
し
た

も
の
だ
が
、
例
え
ば
保
険
商
品
の
銀

行
窓
販
の
場
合
、
実
際
に
番
号
を
収

集
す
る
責
務
を
負
う
の
は
保
険
会
社

な
の
か
銀
行
な
の
か
。
あ
る
い
は
い
ず

れ
の
ケ
ー
ス
も
容
認
さ
れ
る
と
し
て
、

そ
の
場
合
の
責
任
分
界
点
は
ど
う
な

る
の
か
、
と
い
っ
た「
番
号
収
集
実
施

者
」に
関
し
て
の
整
理
が
必
要
だ
。

番
号
収
集
対
象
契
約
に
つ
い
て
も

明
確
に
定
義
す
る
必
要
が
あ
る
。
現

時
点
で
想
定
さ
れ
る
範
囲
内
に
お
い

て
も
、
金
融
機
関
に
お
け
る
取
扱
商

品
ご
と
の
番
号
取
得
対
象（
法
定
調

書
）は
多
岐
に
亘
る（
図
表
４
）。
と

こ
ろ
が
、「
社
会
保
障
の
安
定
財
源
の

確
保
等
を
図
る
税
制
の
抜
本
的
な
改

革
を
行
う
た
め
の
消
費
税
法
の
一
部

を
改
正
す
る
等
の
法
律（
抄
）」に
お

い
て
、
法
定
調
書
の
拡
充
を
検
討
す

る
旨
記
述
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
対

象
と
な
る
法
定
調
書
が
、
今
後
さ
ら

に
追
加
と
な
る
可
能
性
が
あ
り
、
現

時
点
で
は
作
業
範
囲
を
明
確
に
定
義

す
る
こ
と
が
困
難
と
な
っ
て
い
る
。
場

合
に
よ
っ
て
は
、
法
定
調
書
が
追
加

さ
れ
る
都
度
、
金
融
機
関
側
は
個
別

対
応
を
求
め
ら
れ
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
、将
来
的
な
二
重
投
資
に
も
な
る
。

現
状
の
ま
ま
仮
に
数
カ
月
が
経
過

し
た
場
合
、
業
務
要
件
の
定
義
が
遅

延
し
、
ひ
い
て
は
シ
ス
テ
ム
開
発
の
要

件
定
義
や
開
発
規
模
の
算
定
作
業

も
先
送
り
に
な
り
か
ね
な
い
。
ま
た
、

こ
れ
に
よ
り
開
発
の
難
易
度
や
開
発

者
の
必
要
ス
キ
ル
な
ど
も
不
明
確
と

な
る
た
め
、
シ
ス
テ
ム
開
発
の
全
体
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
や
ス
キ
ル
に
応
じ
た
要
員

確
保
、
予
算
の
見
積
り
も
困
難
と
な

る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。
最
悪
の
ケ
ー

ス
で
は
、
2
0
1
6
年
1
月
の
番
号

の
利
用
開
始
ま
で
に
シ
ス
テ
ム
対
応
が

間
に
合
わ
な
い
可
能
性
も
否
定
出
来

な
い
。

窓
販
や
代
理
店
業
務
で
番
号
収

集
責
務
を
負
う
の
は
誰
か
？

銀
行
業
に
お
け
る
昨
今
の
手
数
料

収
益
の
多
く
を
担
っ
て
い
る
窓
口
販
売

や
代
理
店
業
務
に
つ
い
て
も
不
明
点

は
多
い
。

例
え
ば
、
保
険
商
品
の
窓
口
販
売

に
際
し
て
は
、
番
号

収
集
自
体
は
銀
行
が

行
う
こ
と
に
な
る
と

思
わ
れ
る
。
こ
の
場

合
、
法
定
調
書
作
成

を
担
う
生
命
保
険
会

社
と
し
て
、
番
号
収

集
の
責
務
を
負
わ
ず

に
済
む
の
だ
ろ
う
か
。

同
様
に
、
銀
行
代

理
店
業
務
、
そ
の
他

金
融
商
品
仲
介
業
務

で
は
顧
客
接
点
が
多

種
多
様
に
及
ぶ
こ
と

が
想
定
さ
れ
る
も
の

の
、
番
号
収
集
及
び

そ
の
管
理
を
誰
が
担

う
の
か
に
つ
い
て
は
、

現
状
で
は
精
緻
に
整

理
さ
れ
て
い
な
い
。

銀
行
業
の
立
場
か
ら

す
れ
ば
、
保
険
商
品
の
販
売
会
社
で

あ
る
銀
行
と
し
て
は
番
号
を
収
集
せ

ず
、窓
口
に
お
い
て
は
来
店
客
に
対
し
、

自
身
の
番
号
を
保
険
会
社
に
別
途
届

け
る
よ
う
伝
え
る
こ
と
に
よ
り
、
銀

行
自
体
は
シ
ス
テ
ム
対
応
や
周
辺
事

務
な
ど
の
番
号
収
集
に
か
か
る
負
荷

軽
減
が
実
現
す
る
。
た
だ
し
、
保
険

課題の残存する金融機関における社会保障・税番号制度対応
 ～ 望まれる関連法令等の早期公布 ～

図表3：銀行業における番号制度関連業務と関連当事者

出所 ： ＮＴＴデータ経営研究所にて作成

顧 客 金融機関 省庁、委員会、自治体など

個人番号
カード

個人番号
通知カード

免許証 等

住基カード 
（約10年の移行
期間後廃止）

国税庁、国税局、
国税事務所、税務署

個人

銀行

保険会社

本人確認

法人番号届出
または
国税庁公表
情報より取得

窓販に関する
委託

口座情報
照会

口座情報
照会

※　社会保障・税に関する義務的対応では、激甚災害発生時の対応も想定されるが、現時点では詳細未定

監査

法定調書提出
法定調書
（紙）

法定調書
(CD-ROM)

個人番号届出

法人

⑦特定個人情報
管理に関する
監査・検査対応

⑥個人番号・
法人番号による
税務・資産調査

⑤法定調書への
番号追加

①個人番号
情報収集

②個人番号の
真正性確認

③法人番号取得

④本人確認書類
種類の追加

都道府県税事務所、
 市役所

特定個人情報保護委員会、 
日銀、金融庁
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販
売
と
同
時
に
番
号
を
収
集
し
た
う

え
で
保
険
会
社
に
通
知
す
る
こ
と
と

す
れ
ば
、
保
険
会
社
側
に
と
っ
て
は
事

務
負
担
が
緩
和
さ
れ
る
こ
と
だ
ろ
う
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
顧
客
情
報
の

取
扱
い
に
か
か
る
業
務
の
受
委
託
と

セ
ッ
ト
で
論
じ
ら
れ
る
べ
き
で
は
あ
る
も

の
の
、
未
だ
番
号
収
集
に
関
す
る
全

体
像
が
掴
め
な
い
の
が
実
態
で
あ
る
。

ま
た
、
銀
行
代
理
店
業
務
及
び
金

融
商
品
仲
介
業
務
に
つ
い
て
は
、
一
般

企
業
も
業
務
実
施
者
と
な
り
得
る
こ

と
が
想
定
さ
れ
、
要
件
は
さ
ら
に
複

雑
と
な
る
。

こ
の
よ
う
に
、
窓
口
販
売
や
代
理

店
業
務
に
つ
い
て
は
、
業
態
を
超
え
た

対
応
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
こ

れ
ま
で
の
よ
う
な
個
別
業
態
に
特
化

し
た
検
討
だ
け
で
は
解
に
辿
り
つ
け
な

い
。望

ま
れ
る
民
間
開
放
の
前
倒
し

に
よ
る
金
融
機
関
の
負
担
軽
減

番
号
制
度
対
応
を
取
り
巻
く
現
状

は
数あ

ま
た多
の
課
題
も
横
た
わ
り
、
金
融

機
関
に
と
っ
て
相
応
の
負
荷
と
な
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
る
も
の
の
、
一
方
で
ビ

ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
と
も
成
り
得
る
。

会
社
側
は
新
た
に
顧
客
か
ら
の
番
号

収
集
事
務
を
定
義
す
る
必
要
が
あ

り
、対
応
コ
ス
ト
が
増
大
す
る
。
逆
に
、

銀
行
が
窓
口
で
顧
客
へ
の
保
険
商
品

例
え
ば
、
法
人
番
号
の
利
用
に
つ

い
て
は
容
認
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
金
融

機
関
は
事
務
負
担
の
軽
減
や
法
人
向

け
営
業
活
動
の
効
率
化
が
期
待
出
来

る
。政

府
は
、
個
人
番
号
の
利
用
拡
大

（
民
間
利
用
）に
つ
い
て
、
2
0
1
8

年
秋
頃
を
目
途
に
検
討
す
る
と
し
て

い
る
。
こ
れ
に
よ
り
膨
大
な
量
の
書

類
が
飛
び
交
う
審
査
書
類
の
簡
素
化

に
よ
る
住
宅
ロ
ー
ン
手
続
き
の
効
率
化

な
ど
が
実
現
さ
れ
る
ほ
か
、
営
業
活

動
の
効
率
化
も
進
む
だ
ろ
う
。

個
人
番
号
の
民
間
利
用
の
イ
メ
ー

ジ
や
導
入
メ
リ
ッ
ト
つ
い
て
は
、
既
に

多
く
の
文
献
で
触
れ
ら
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
本
稿
で
は
こ
れ
以
上
取
り
上

げ
る
つ
も
り
は
な
い
が
、
番
号
利
用
の

民
間
開
放
は
金
融
機
関
の
ビ
ジ
ネ
ス

モ
デ
ル
を
一
変
さ
せ
る
可
能
性
を
秘
め

て
い
る
。

た
だ
し
、
金
融
機
関
に
お
け
る
番

号
制
度
対
応
に
お
け
る
負
荷
軽
減
、

ひ
い
て
は
我
が
国
全
体
で
の
対
応
コ
ス

ト
を
抑
制
す
る
う
え
で
は
、
番
号
制

度
対
応
を
単
な
る
レ
ギ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

対
応
に
終
わ
ら
せ
な
い
た
め
の
制
度

設
計
が
必
須
と
な
る
。
そ
の
た
め
に

は
、
金
融
機
関
と
し
て
民
間
開
放
の

前
倒
し
実
施
を
政
府
に
働
き
か
け
る

こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
業
界

団
体
な
ど
を
中
心
に
業
務
要
件
や
規

制
範
囲
の
集
中
的
な
検
証
作
業
期
間

を
設
け
、
各
機
関
・
業
態
に
お
け
る

重
複
作
業
を
排
除
す
る
た
め
の
横
断

的
な
連
携
が
求
め
ら
れ
る
。

お
わ
り
に

我
が
国
金
融
当
局
は
本
年
度
の
監

督
指
針
に
お
い
て
、
金
融
機
関
が
相

次
ぐ
レ
ギ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
変
更
な
ど
に

よ
り「
コ
ン
プ
ラ
疲
れ
」に
陥
っ
て
い
る

点
に
言
及
す
る
な
ど
、
金
融
機
関
に

お
け
る
負
荷
軽
減
措
置
に
加
え
、
当

局
と
金
融
機
関
と
の
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
ギ
ャ
ッ
プ
を
埋
め
る
た
め
に
も
双
方

の「
深
度
あ
る
対
話
」が
必
要
、
と
し

て
い
る
。

番
号
制
度
の
民
間
開
放
の
前
倒
し

な
ど
に
よ
る
金
融
機
関
側
に
お
け
る

将
来
の
収
益
モ
デ
ル
化
や
業
務
効
率

向
上
に
資
す
る
指
針
も
併
せ
て
検
討

が
加
え
ら
れ
る
こ
と
で
、
制
度
対
応

に
か
か
る
金
融
機
関
側
の
負
担
軽
減

に一
定
の
配
慮
が
な
さ
れ
る
こ
と
を
切

に
期
待
し
た
い
。	

J

図表4：金融機関における取扱商品ごとのおもな番号取得対象 （法定調書）
取扱商品 おもな法定調書

預貯金等 ✓利子等の支払調書（同合計表）
✓譲渡性預金の譲渡等に関する調書（同合計表）

定期積金 ✓定期積金の給付補てん金等の支払調書（同合計表）
国外送金 ✓国外送金等調書（同合計表）

証券
✓特定株式等・特定外国株式の異動状況に関する調書（同合計表）
✓利子等の支払調書（同合計表）
✓特定口座年間取引報告書（同合計表）

抵当証券 ✓定期預金の給付補てん等の支払調書（同合計表）

債券
✓利子等の支払調書（同合計表）
✓国外公社債等の利子等の支払調書（同合計表）
✓無記名割引債の償還金の支払調書（同合計表）

株式・持分等

✓株式等の譲渡の対価等の支払調書（同合計表）
✓配当等と見なす金額に関する支払調書（同合計表）
✓配当、余剰金の分配及び基金利息の支払調書（同合計表）
✓国外投資信託等又は国外株式の配当等の支払調書（同合計表）
✓株式無償割当に関する調書（同合計表）
✓交付金銭等の支払調書（同合計表）
✓特定新株予約権等・特定外国新株予約権の付与に関する調書（同合計表）

信託

✓信託に関する受益者別（委託者別）調書（同合計表）
✓信託受益権の譲渡の対面の支払調書（同合計表）
✓利子等の支払調書（同合計表）
✓投資信託又は特定受益証券発行信託収益の分配の支払調書（同合計表）
✓国外投資信託等又は国外株式の配当等の支払調書（同合計表）
✓株式等の譲渡の対価等の支払調書（同合計表）

取扱商品 おもな法定調書

投資信託

✓利子等の支払調書（同合計表）
✓国外公社債等の利子等の支払調書（同合計表）
✓投資信託又は特定受益証券発行信託収益の分配の支払調書（同合計表）
✓オープン型証券投資信託収益の分配の支払調書（同合計表）
✓株式等の譲渡の対価等の支払調書（同合計表）
✓上場証券投資信託等の償還金等の支払調書（同合計表）

デリバティブ ✓先物取引に関する調書（同合計表）
金投資・ 
取引

✓定期積金の給付補てん金等の支払調書（同合計表）
✓金地金等の譲渡の対価の支払調書（同合計表）

生命保険・ 
共済

✓生命保険契約等の一時金の支払調書（同合計表）
✓生命保険契約等の年金の支払調書（同合計表）
✓生命保険金・共済金受取人別支払調書（同合計表）
✓保険等代理報酬の支払調書（同合計表）
✓非居住者等に支払われる給与、報酬、年金及び賞金の支払調書（同合計
表）
✓公的年金等の源泉徴収票（同合計表）

損害保険・ 
共済

✓損害保険契約等の満期返戻金等の支払調書（同合計表）
✓損害保険契約等の年金の支払調書（同合計表）
✓損害（死亡）保険金・共済金受取人別支払調書（同合計表）
✓保険等代理報酬の支払調書（同合計表）
✓非居住者等に支払われる給与、報酬、年金及び賞金の支払調書（同合計
表）

出所：ＮＴＴデータ経営研究所にて作成
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NTTデータ経営研究所
金融コンサルティング本部

シニアマネージャー

河原 陽一
KAWARA, Yoichi

かわら　よういち
大手損害保険会社にてリテール営業、自動車保
険契約管理システムの開発・運用業務に携わる。
2008年より現職。金融機関の内部統制構築や
システムリスク管理などのＩＴガバナンス、業務Ｂ
ＰＲやシステムグランドデザイン、障害分析によ
るシステム開発・運用プロセスの見直しなどの
システムコンサルティングを得意とする。

デ
ジ
タ
ル
革
命
で
加
速
す
る

近
未
来
の
到
来

デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
る
I
C
T
の
進

化
は
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
モ
ノ
・
コ
ト

を
革
命
的
な
ス
ピ
ー
ド
で
変
え
て
し

ま
っ
た
。
長
年
主
役
だ
っ
た
紙
や
磁

気
テ
ー
プ
に
よ
る
ア
ナ
ロ
グ
情
報
は

デ
ジ
タ
ル
に
取
っ
て
変
わ
ら
れ
、
光

の
網
で
覆
わ
れ
た
地
球
上
の
ど
こ
で

も
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
情
報
を
得
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。「
本
や

口
コ
ミ
で
情
報
を
集
め
」「
取
捨
選

択
し
」、「
自
分
の
知
見
と
合
わ
せ
」

「
判
断
す
る
」と
い
う
ヒ
ト
の一
連
の

判
断
プ
ロ
セ
ス
は
既
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
上
の
検
索
エ
ン
ジ
ン
や
評
価
サ
イ

ト
、
S
N
S
に
取
っ
て
代
わ
ら
れ
て

し
ま
っ
た
と
言
っ
て
過
言
で
は
な
い

だ
ろ
う
。

さ
ら
に
、
デ
ジ
タ
ル
化
さ
れ
た
情

報
を
ハ
ン
ド
リ
ン
グ
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
や
C
P
U
の
処
理
速
度
の
向
上

と
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
の
進
化
は
、
情
報

を
コ
ア
と
し
た
モ
ノ
・
コ
ト
と
ヒ
ト
の

関
係
性
も
変
え
つ
つ
あ
る
。
一
昔
前

だ
っ
た
ら
夢
か
冗
談
で
し
か
な
か
っ
た

ク
ル
マ
の
自
動
運
転
の
実
用
化
は
目

の
前
に
迫
っ
て
い
る
し（
そ
の
基
礎

技
術
と
い
う
べ
き
自
動
ブ
レ
ー
キ
や

自
動
追
従
機
能
は
こ
の
1
～
2
年

で
急
激
に
コ
モ
デ
ィ
テ
ィ
化
し
つ
つ
あ

る
）、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
よ
る
家
の

空
調
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
や
施
錠
状
態
の

確
認
、
カ
メ
ラ
や
感
圧
セ
ン
サ
に
よ

る
橋
梁
や
ト
ン
ネ
ル
な
ど
コ
ン
ク

リ
ー
ト
構
造
物
の
劣
化
状
況
の
リ

モ
ー
ト
監
視
も
既
に
実
用
化
さ
れ

て
い
る
。

ヒ
ト
の
認
知
や
運
動
能
力
の
限

界
を
超
え
た
領
域
、
あ
る
い
は
目

が
届
か
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
発
生
し

て
い
た
事
故
の
リ
ス
ク
は
I
C
T
で

回
避
、
あ
る
い
は
低
減
で
き
る
世

の
中
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
保
険
商
品

や
サ
ー
ビ
ス
に
対
す
る
顧
客
ニ
ー
ズ

も
変
わ
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
か
。

保
険
会
社
は
I
C
T
に
よ
る
モ
ノ
・

コ
ト
・
ヒ
ト
の
関
係
の
変
化
を
見
極

め
て
、
顧
客
視
点
で
自
社
商
品
・

サ
ー
ビ
ス
を
定
義
し
直
す
こ
と
が
必

要
と
な
ろ
う
。

本
稿
で
は
、
デ
ジ
タ
ル
革
命
が
顧

客
の
価
値
観
に
ど
の
よ
う
な
イ
ン
パ

ク
ト
を
与
え
る
か
と
い
う
視
点
か
ら

近
未
来
の
保
険
会
社
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ

デ
ル
の
再
定
義
を
試
み
る
。

特
集
レ
ポ
ー
ト

デ
ジ
タ
ル
革
命
に
迫
ら
れ
る

保
険
会
社
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
再
定
義



図表1：顧客が欲しいのは・・・

出所 ： NTTデータ経営研究所にて作成

顧客が欲しいのは ドリルか？ 穴か？

顧客が欲しいのは 保険か？ 安全か？
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み
よ
う（
図
表
１
）。

例
え
ば
、
自
動
車
保
険
に
加
入

す
る
顧
客
は
保
険
そ
の
も
の
が
欲

し
い
わ
け
で
は
な
い
。
ク
ル
マ
を
所

有
・
使
用
す
る
に
あ
た
っ
て
受
容
で

き
な
い
と
予
想
し
た
リ
ス
ク
を
転
嫁

す
る
た
め
の
手
段
が
欲
し
い
の
だ
。

極
端
な
話
だ
が
、
無
限
の
資
産
を

持
っ
て
い
れ
ば
リ
ス
ク
を
受
容
し
う

る
わ
け
で
、
必
ず
し
も
自
動
車
保

険
と
い
う
手
段
に
頼
る
必
要
は
な

い
。手

段
と
い
う
観
点
で
深
堀
り
し
て

み
よ
う
。
リ
ス
ク
に
対
応
す
る
手
段

に
は「
回
避
」「
低
減
」「
転
嫁
」

「
受
容
」の
４
つ
が
あ
る
。
も
し
も
リ

ス
ク
を
確
実
に
回
避
す
る
現
実
的

な
手
段
が
あ
れ
ば
、
顧
客
は
こ
れ

を
選
択
す
る
だ
ろ
う
。
ク
ル
マ
の
自

動
運
転
は
リ
ス
ク
回
避
の
有
力
な

手
段
だ
。
既
にG

oogle

は
48
万
キ

ロ
を
無
事
故
で
走
行
し
た
と
い
う
実

績
を
作
っ
て
い
る
し（
一
度
事
故
を

起
こ
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
皮
肉
に

も
自
動
運
転
で
は
な
く
ド
ラ
イ
バ
ー

が
関
与
し
て
の
不
注
意
に
よ
る
も

の
）、
国
内
外
の
自
動
車
メ
ー
カ
ー

各
社
も
自
律
運
転
あ
る
い
は
他
車

保
険
を
買
う
人
が
本
当
に
欲
し

い
も
の
は
何
か

「
ド
リ
ル
を
買
い
に
来
た
人
が
欲

し
い
の
は
ド
リ
ル
で
は
な
く
穴
で
あ

る
」と
い
う
ビ
ジ
ネ
ス
寓
話
が
あ
る
。

こ
れ
は「
顧
客
が
本
当
に
欲
し
い
モ

ノ
は
何
か
？
」と
い
う
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
の
本
質
を
物
語
る
優
れ
た
寓
話

で
あ
る
。

こ
の
寓
話
を
保
険
に
当
て
は
め
て

と
の
双
方
向
通
信
に
よ
る
自
動
制

御
の
実
証
実
験
を
行
っ
て
い
る
。

自
動
化
は
ク
ル
マ
だ
け
で
は
な
い
。

工
場
の
製
造
ラ
イ
ン
や
建
設
機
器
の

操
作
や
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
必
要
な
診

断
も
I
C
T
に
よ
る
自
動
化
が
進

み
つ
つ
あ
る
。
ア
ク
シ
デ
ン
ト
に
よ
る

ヒ
ト
の
怪
我
を
回
避
・
低
減
し
た
り
、

そ
の
モ
ノ
自
体
の
ト
ラ
ブ
ル
＝
破
損

や
故
障
を
未
然
防
止
で
き
る
と
い

う
点
で
、
自
動
化
は
リ
ス
ク
に
対
す

る
有
効
な
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
手
法
で
あ

る
。
損
失
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
高
い
精

度
で
、
か
つ
低
コ
ス
ト
で
可
能
と
い

う
こ
と
に
な
れ
ば
、
顧
客
は
保
険

よ
り
も
こ
れ
ら
自
動
化
へ
の
投
資
の

ほ
う
が
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
な
選
択
、
あ

る
い
は
優
先
す
べ
き
と
い
う
判
断
を

す
る
だ
ろ
う
。
こ
う
な
る
と
、
保

険
会
社
に
と
っ
て
の
ラ
イ
バ
ル
は
他
の

保
険
会
社
だ
け
で
は
な
く
、

I
C
T
で
進
化
し
た
モ
ノ
・
コ
ト
の

全
て
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
技
術
で
カ
バ
ー
し

得
な
い
経
済
損
失
＝
残
余
リ
ス
ク
が

保
険
に
残
さ
れ
た
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
い

う
時
代
が
到
来
す
る
の
は
そ
う
遠
い

未
来
で
は
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。



I
C
T
活
用
に
よ
る
新
た
な

ア
プ
ロ
ー
チ

で
は
、
近
未
来
の
保
険
の
ビ
ジ
ネ

ス
は
ど
う
あ
る
べ
き
な
の
だ
ろ
う
か
。

仮
説
を
展
開
す
る
。

ア
プ
ロ
ー
チ
１
：

「
モ
ノ
・
コ
ト
へ
の
内
包
化
」

I
C
T
に
よ
っ
て
モ
ノ
・
コ
ト
の
絶

対
的
な
リ
ス
ク
が
低
く
な
っ
て
い
く

と
、
そ
こ
で
発
生
す
る
事
故
は
相

対
的
に「
大
き
な
事
故
」と
し
て
顧

客
に
認
知
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
こ
う
な

る
と
モ
ノ
・
コ
ト
を
提
供
し
た
メ
ー

カ
ー
や
販
売
店
の
評
判
が
下
が
っ
て

し
ま
う
た
め
、
モ
ノ
・
コ
ト
に
保
険

を
溶
け
こ
ま
せ
る（
商
品
付
帯
契

約
）と
い
っ
た
ケ
ー
ス
が
増
加
す
る
と

想
定
さ
れ
る
。し
か
し
、こ
れ
ら
ケ
ー

ス
で
は
顧
客
は
保
険
の
存
在
を
意

識
し
に
く
い
た
め
に
請
求
忘
れ
や
漏

れ
の
可
能
性
が
あ
る
。
こ
れ
を
防

ぐ
た
め
に
は
メ
ー
カ
ー
や
販
売
店
が

カ
ス
タ
マ
ー
登
録
を
促
し
、
利
用
期

間
中
に
事
故
の
有
無
や
保
証
・
保

険
サ
ー
ビ
ス
を
顧
客
に
プ
ッ
シ
ュ
サ
ー

ビ
ス
で
周
知
す
る
よ
う
な
手
厚
い

サ
ー
ビ
ス
が
必
要
と
な
る
だ
ろ
う
。

既
に
W
e
b
上
で
の
プ
ッ
シ
ュ
型
の

情
報
サ
ー
ビ
ス
は
メ
ル
マ
ガ
、

S
N
S
、
各
種
ア
プ
リ
で
容
易
に

構
築
で
き
る
。
メ
ー
カ
ー
や
販
売
店

に
と
っ
て
は
自
社
に
顧
客
を
ロッ
ク
イ

ン
す
る
た
め
の
施
策
と
し
て
も
有
効

で
あ
る
。

保
険
会
社
は
こ
れ
ら
メ
ー
カ
ー
や

販
売
店
の
サ
ー
ビ
ス
と
自
社
の
保
険

金
請
求
の
フ
ロ
ー
や
、
カ
ス
タ
マ
ー

サ
ー
ビ
ス
を
繋
ぐ
仕
組
み
が
必
要
と

な
る
だ
ろ
う
。
メ
ー
カ
ー
や
販
売
店

に
対
す
る
顧
客
か
ら
の
モ
ノ
・
コ
ト

に
対
す
る
リ
ク
エ
ス
ト
か
ら
保
険
金

請
求
や
付
帯
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
可

能
性
を
検
出
で
き
る
よ
う
な
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
が
あ
れ
ば
、
メ
ー
カ
ー
や

販
売
店
の
ブ
ラ
ン
ド
力
を
向
上
さ
せ

る
だ
け
で
な
く
、
自
社
の
顧
客
認

知
度
も
高
ま
る
。
こ
の
ア
プ
ロ
ー
チ

に
お
け
る
保
険
会
社
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ

デ
ル
は「
メ
ー
カ
ー
、
販
売
店
の
顧

客
価
値
の
向
上
を
目
的
と
し
た
安

心
・
安
全
の
仕
組
み
の
提
供
」と
定

義
で
き
る
だ
ろ
う
。

ア
プ
ロ
ー
チ
２
：

「
リ
ス
ク
情
報
の
商
品
化
」

保
険
商
品
の
設
計
・
販
売
・
支

払
い
お
よ
び
商
品
に
付
帯
す
る
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る
と
い
う
の
が
基
本

的
な
保
険
会
社
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル

だ
が
、
先
に
も
述
べ
た
通
り
、
顧
客

は
保
険
そ
の
も
の
が
欲
し
い
わ
け
で

は
な
い
。
保
険
事
故
が
発
生
せ
ず

保
険
金
請
求
を
し
な
い
で
済
む
な
ら

そ
れ
が
最
善
な
の
だ
。
保
険
会
社

も
現
在
ま
で
事
故
防
止
の
た
め
の
啓

蒙
活
動
に
腐
心
し
て
き
た
。
が
、
保

険
会
社
の
提
供
す
る
事
故
防
止
の

ノ
ウ
ハ
ウ
の
詰
ま
っ
た
冊
子
や
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
機
材
な
ど
に
よ
る
事
故
防
止

の
啓
蒙
活
動
は
顧
客
の
行
動
に
リ
ア

ル
タ
イ
ム
に
寄
り
添
う
こ
と
は
で
き

な
い
。
情
報
伝
達
を
ア
ナ
ロ
グ
に
頼

ら
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
時
代
の
限
界

で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、高
速
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
が
整
備
さ
れ
、
G
P
S
や

各
種
セ
ン
サ
、
高
精
度
な
カ
メ
ラ
を

搭
載
し
た
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
が
普
及
し

た
こ
と
で
状
況
は
変
わ
り
つ
つ
あ
る
。

保
険
事
故
に
か
か
わ
る
イ
ン
シ
デ
ン

ト
情
報
を
検
知
す
る
と
と
も
に
、

こ
れ
ら
大
量
の
情
報
を
C
E
P※
１

で

超
高
速
処
理
し
、
大
量
の
情
報
を

顧
客
に
ア
イ
コ
ン
や
イ
ン
フ
ォ
グ
ラ

フ
ィ
ッ
ク
ス
な
ど
の
わ
か
り
や
す
い
表

現
で
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
リ
ア
ル
タ
イ
ム

に
配
信
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の

だ
。
既
に
先
進
的
な
保
険
会
社
は
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
加
速
度
セ
ン
サ
や
カ

メ
ラ
を
使
っ
て
の
安
全
運
転
サ
ポ
ー

ト
や
災
害
時
の
避
難
場
所
な
ど
を

A
R
で
導
く
と
い
っ
た
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
向
け
の
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
提
供

し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
I
C
T
や
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
進
化
で
さ
ら
に
高
機

能
化
が
望
め
る
。
ま
た
、
生
活
空

間
を
共
有
す
る
契
約
者
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
提
供
も
有
益
で
あ
ろ
う
。
地

域
で
の
防
犯
情
報
や
災
害
情
報
を

顧
客
と
保
険
会
社
社
員
、
代
理
店

と
い
っ
た
情
報
活
用
に
イ
ン
セ
ン
テ
ィ

ブ
が
あ
る
者
だ
け
で
共
有
す
る
環
境

を
作
れ
ば
、
ス
パ
ム
や
偽
情
報
を
排

除
で
き
る
。
精
度
が
高
く
有
益
な

情
報
は
顧
客
に
と
っ
て
魅
力
的
に
映

る
は
ず
だ
。
こ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
お
け

る
保
険
会
社
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
は

「
顧
客
の
生
活
品
質
の
向
上
を
目
的

と
し
た
リ
ス
ク
情
報
の
提
供
」と
定

義
で
き
る
だ
ろ
う
。

デジタル革命に迫られる 
保険会社のビジネスモデル再定義

Info-Future® No.42 February 2014　16

※1 Complex Event Processing（複合イベント処理）。大量に発生するデータをリアルタイムに処理し、予め定義したシナリオに従ってア
クションを起こす。



総
合
リ
ス
ク
情
報
産
業
へ

保
険
会
社
は
、
以
上
２
つ
の
ア
プ

ロ
ー
チ
を
同
時
に
進
行
せ
ね
ば
な
ら

な
い
だ
ろ
う
。
I
C
T
進
化
は
企

業
の
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
と
い
う
モ
ノ

だ
け
で
な
く
、
そ
れ
ら
を
使
用
す

る
顧
客
の
暮
ら
し
ぶ
り
＝
コ
ト
ま
で

同
時
に
変
え
て
い
く
か
ら
だ
。
２
つ

の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
要
求
さ
れ
る
ポ
イ

ン
ト
は
次
の
２
つ
に
集
約
さ
れ
る
だ

ろ
う
。

①	

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
再
定
義

代
理
店
を
単
に
保
険
の
販
売
者

と
し
て
定
義
す
る
の
で
な
く
、
顧

客
を
取
り
巻
く
モ
ノ
・
コ
ト
に
潜
む

リ
ス
ク
を
検
知
し
、
こ
れ
ら
情
報
を

保
険
会
社
、
顧
客
と
共
有
で
き
る

仕
組
み
を
開
発
・
運
営
で
き
る
パ
ー

ト
ナ
ー
と
し
て
定
義
す
る
必
要
が

あ
る
。
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
の
あ
り
方

も
再
定
義
が
必
要
だ
ろ
う
。

②	
業
務
プ
ロ
セ
ス
と
ス
キ
ル
の
再

定
義

現
在
の
業
務
プ
ロ
セ
ス
は
、「
契
約

引
き
受
け
」「
保
全
」「
支
払
い
」と

い
う
会
社
の
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
ベ
ー

ス
で
設
計
さ
れ
て
い
る
が
、
顧
客
目

線
の
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
ド
リ
ブ
ン
型
で

再
定
義
し
て
い
く
必
要
が
あ
る（
図

表
２
）。
災
害
が
予
想
さ
れ
る
場

合
の
プ
ッ
シ
ュ
通
知
に
よ
る
被
害
低

減
や
災
害
発
生
後
の
請
求
勧
奨
の

仕
組
み
は
ま
だ
充
分
で
は
な
い
と

思
わ
れ
る
。
ま
た
、
事
故
防
止
の

ノ
ウ
ハ
ウ
を
顧
客
に
提
供
す
る
に

は
、
保
険
金
支
払
い
時
の
事
故
の

有
無
責
判
定
の
ス
キ
ル
だ
け
で
な

く
、
事
故
が「
何
故
起
き
た
か
？
」

と
い
う
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
解
明
す
る
ス

キ
ル
と
、
こ
れ
を
記
録
す
る
仕
組

み
が
要
求
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

米
国
の
鉄
道
業
が
衰
退
し
た
理

由
は「
自
ら
の
事
業
を
輸
送
事
業
で

な
く
、
鉄
道
事
業
と
定
義
し
た
か

ら
だ
」と
言
わ
れ
て
い
る
。
事
業
定

義
を
誤
っ
た
故
に
、
飛
行
機
や
ク
ル

マ
に
顧
客
を
奪
わ
れ
て
も
有
効
な

対
策
が
打
て
な
か
っ
た
の
だ
。
リ
ス

ク
回
避
や
低
減
が
I
C
T
進
化
に

裏
付
け
ら
れ
た
モ
ノ
・
コ
ト
で
も
可

能
に
な
り
つ
つ
あ
る
今
、
保
険
会
社

も
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
定
義

が
必
要
な
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。	

J

図表2：総合リスク情報産業へ

出所 ： NTTデータ経営研究所にて作成

現在のビジネスモデル

顧客 代理店

保険会社

総合リスク情報産業

自動車保険
火災保険

傷害保険
医療保険
生命保険

設計 販売 保全 支払 情報提供

設計 販売 保全 支払

代理店

顧客衣 学
健

食 働

保険会社
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NTTデータ経営研究所
金融コンサルティング本部

シニアマネージャー

小出 俊行
KOIDE, Toshiyuki

こいで　としゆき
大手情報システム会社にて、セキュリティーポリ
シーの策定、ICカード関連、カード決済インフ
ラシステムの構築等に従事。カード＆ペイメント
分野を専門領域とし、情報システム関連プロジェ
クトのほか、業務改革、経営戦略策定、新規ビ
ジネス創出等のコンサルティングに従事。

は
じ
め
に

「
2
0
1
3
年
は
リ
テ
ー
ル
決
済

サ
ー
ビ
ス
が
金
融
の
表
舞
台
に
立
っ

た
年
」、
今
後
そ
う
言
わ
れ
る
に

違
い
な
い
。
米
国
初
の
新
た
な
決

済
手
段
の
日
本
へ
の
本
格
導
入
や
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
活
用
し
た
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
決
済
端
末
の
世
界

的
な
広
が
り
と
い
っ
た
状
況
の
な
か

で
、
リ
テ
ー
ル
決
済
の
分
野
は
非

常
に
注
目
を
浴
び
て
い
る
。

本
稿
で
は
、
日
本
に
お
け
る
リ

テ
ー
ル
決
済
サ
ー
ビ
ス
の
多
様
化
・

高
度
化
に
つ
い
て
、
諸
外
国
の
事

例
を
交
え
な
が
ら
述
べ
て
い
く
。
そ

し
て
今
後
金
融
機
関
の
ビ
ジ
ネ
ス

に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
る
の

か
考
察
し
て
い
く
。

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
決
済
の

動
向日

本
で
は
非
現
金
決
済
比
率

（
現
金
以
外
の
決
済
手
段
で
の
決

済
率
）が
低
い
。
し
か
し
最
近
で
は

非
現
金
決
済
サ
ー
ビ
ス
の
促
進
に

向
け
た
動
き
が
目
覚
ま
し
い
。
最

も
目
に
つ
く
動
き
と
し
て
は
、
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の

イ
ヤ
フ
ォ
ン
ジ
ャ
ッ
ク
部
分
に
、
簡

易
型
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
リ
ー

ダ
ー
を
装
着
し
、
無
料
の
ア
プ
リ

ケ
ー
シ
ョ
ン
と
連
動
さ
せ
て
決
済
端

末
と
し
て
利
用
す
る「
ド
ン
グ
ル
タ

イ
プ
」の
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
決
済

端
末
の
出
現
で
あ
る
。

2
0
1
2
年
5
月
に
ソ
フ
ト
バ
ン

ク
株
式
会
社
と
米
国P

ayP
al

が

合
弁
会
社「P

ayP
al Japan

」を

設
立
し
、
同
年
9
月
に「P

ayP
al 

H
ere

」の
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
た
。

同
じ
く
米
国Square

は
2
0
1
3

年
5
月
に
三
井
住
友
カ
ー
ド
と
戦

略
的
業
務
提
携
を
行
い
、
同
月
か

ら
日
本
国
内
に
お
い
てS

quare

を

利
用
し
た
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
決
済

サ
ー
ビ
ス
の
取
り
扱
い
を
開
始
し
て

い
る
。
日
本
国
内
企
業
で
も
、

2
0
1
2
年
12
月
に
楽
天
株
式

会
社
が「
楽
天
ス
マ
ー
ト
ペ
イ
」
を

開
始
し
、
コ
イ
ニ
ー
株
式
会
社
が

2
0
1
3
年
4
月
に「C

oiney

」を

開
始
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
サ
ー
ビ
ス
は
、
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
決
済
端
末
に
か
か
る
初

期
費
用
を
大
幅
に
低
減
し
た
点

と
、
加
盟
店
手
数
料
率
を
オ
ー
プ

特
集
レ
ポ
ー
ト

近
年
の
リ
テ
ー
ル
決
済
サ
ー
ビ
ス
の
多
様
化
・
高
度
化
と

金
融
機
関
へ
の
影
響
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を
提
供
す
る
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
も

急
成
長
し
て
い
る
。

日
本
に
お
い
て
は
、
ク
レ
デ
ィ
セ

ゾ
ン
が
2
0
1
3
年
6
月
に
、
ベ

ン
チ
ャ
ー
企
業
の
カ
ン
ム
と「
セ
ゾ
ン

C
L
O
」
を
開
始
し
て
お
り
、
日

本
で
は
初
の
事
例
と
な
っ
て
い
る
。

C
L
O
が
一
般
的
な
サ
ー
ビ
ス
と

し
て
利
用
さ
れ
る
た
め
の
最
大
の

課
題
は
、
C
L
O
に
参
加
す
る
魅

力
的
な
加
盟
店
数
を
い
か
に
増
や

せ
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

C
L
O
に
参
加
す
る
加
盟
店
が
増

え
れ
ば
、
カ
ー
ド
会
員
に
と
っ
て
魅

力
的
で
、
使
い
た
い
と
思
わ
せ
る

よ
う
な
特
典
を
提
供
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
決
済

の
今
後

E
C
市
場
の
拡
大
に
伴
い
、
ク

レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
決
済
金
額
、
決
済

件
数
共
に
増
加
傾
向
に
あ
る
と
言

わ
れ
る
。
実
際
、
平
成
25
年
度

情
報
通
信
白
書（
総
務
省
）に
よ

る
と
、
平
成
24
年
度
に
お
け
る
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
購
買
時
の
決

ン
に
し
た
点
、
加
盟
店
へ
の
売
上

金
の
入
金
を
短
期
間
に
し
た
点
で
、

こ
れ
ま
で
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
決

済
に
か
か
る
常
識
を
壊
し
た
エ
ポ
ッ

ク
メ
イ
キ
ン
グ
な
サ
ー
ビ
ス
と
な
っ
て

い
る
。

ま
た
、米
国
に
お
い
て
は
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
の
利
用
に
応
じ
た
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
手
法
で
あ
る

「C
L
O
(C
ard L

inked O
ffer)

」

の
普
及
が
進
ん
で
い
る
。
こ
れ
は

「
カ
ー
ド
連
携
特
典
」と
訳
さ
れ
、

典
型
的
な
活
用
例
は
、
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
決
済
の
購
買
履
歴
か
ら
顧

客
1
人
ひ
と
り
に
合
っ
た
ク
ー
ポ
ン

を
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
画

面
等
に
出
す
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

一
般
的
に
は
、
銀
行（
カ
ー
ド
会
社
）

が
、
C
L
O
の
仕
組
み
を
提
供
す

る
C
L
O
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
と
組

ん
で
、
カ
ー
ド
加
盟
店
の
依
頼
に

基
づ
き
、
顧
客
購
買
履
歴
情
報
な

ど
を
分
析
し
、
特
典
を
提
供
す

る
。
米
国
で
は
、
現
在
約
40
万
店

以
上
の
加
盟
店
が
こ
の
C
L
O
に

参
加
し
て
い
る
と
言
わ
れ
、
カ
ー
ド

リ
テ
ィ
ッ
ク
ス
や
、
エ
ド
・
イ
ン
タ
ラ

ク
テ
ィ
ブ
な
ど
、
C
L
O
サ
ー
ビ
ス

済
手
段
の
60
％
が
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
取
引
と
な
っ
て
い
る
。
E
C
市

場
の
伸
び
に
つ
い
て
も
、「
平
成
24

年
度
我
が
国
情
報
経
済
社
会
に
お

け
る
基
盤
整
備
報
告
書（
経
済
産

業
省
）」に
よ
る
と
、B

toB
-E
C

市
場
規
模
、B

toC
-E
C

市
場
規

模
共
に
、
右
肩
上
が
り
を
続
け
て

お
り
、
各
種
レ
ポ
ー
ト
で
も
今
後

も
当
面
E
C
市
場
の
拡
大
が
見
込

ま
れ
て
い
る
。

ド
ン
グ
ル
タ
イ
プ
の
端
末
の
広
が

り
や
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
利
用
に

伴
う
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
手
法
の
拡
大

と
、
実
店
鋪
で
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
決
済
に
よ
る
決
済
金
額
、
決
済

件
数
の
増
加
も
見
込
ま
れ
る
。

さ
ら
に
観
光
庁
に
よ
る
、
日
本

へ
の
外
国
人
観
光
客
向
け
の
ア
ン

ケ
ー
ト
結
果
か
ら
、
日
本
で
の
旅

行
中
に
最
も
困
っ
た
こ
と
の
4
位

に
、「
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
利
用
可

能
店
舗
数
が
少
な
い
」と
い
う
結
果

が
出
て
い
る
。
2
0
2
0
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

も
決
ま
り
、
外
国
人
観
光
客
数
の

増
加
が
見
込
ま
れ
る
な
か
で
、
省

庁
主
導
で
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
決
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済
可
能
店
舗
数
の
増
加
が
広
ま
る

可
能
性
も
あ
る
。

デ
ビ
ッ
ト
カ
ー
ド
決
済
の
動
向

日
本
で
は
2
0
0
0
年
に

J-D
ebit

サ
ー
ビ
ス
が
開
始
さ
れ
、

サ
ー
ビ
ス
開
始
当
初
は
、
積
極
的

に
マ
ス
向
け
の
広
告
を
う
ち
、
認

知
度
向
上
、
利
用
率
向
上
を
目

指
し
た
。
そ
の
結
果
2
0
1
2
年

に
お
け
る
、
日
本
国
内
で
の
デ
ビ
ッ

ト
カ
ー
ド
利
用
件
数
は
年
間
約

1
3
0
0
万
件
・
利
用
金
額
は
年

間
約
5
6
0
0
億
円
程
度
で
あ

り
、
一
定
の
利
用
が
進
ん
で
い
る※

１

。

一
方
で
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
に
お

け
る
ブ
ラ
ン
ド(V

isa, M
aster 

C
ard W

orldW
ide)

が
導
入
を

進
め
て
い
る「
ブ
ラ
ン
ド
デ
ビ
ッ
ト
」

を
発
行
す
る
金
融
機
関
が
日
本
国

内
に
お
い
て
増
加
し
て
い
る
。
楽

天
銀
行
、
り
そ
な
銀
行
、
ス
ル
ガ

銀
行
、
あ
お
ぞ
ら
銀
行
、
ジ
ャ
パ
ン

ネ
ッ
ト
銀
行
が
ブ
ラ
ン
ド
デ
ビ
ッ
ト

を
発
行
し
て
い
た
が
、
2
0
1
3

年
11
月
20
日
よ
り
三
菱
東
京

U
F
J
銀
行
が
w
e
b
サ
イ
ト
に

お
い
て
ブ
ラ
ン
ド
デ
ビ
ッ
ト
の
取
り

扱
い
を
開
始
し
た
。
さ
ら
に
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
国
際
ブ
ラ
ン
ド
で

あ
る
J
C
B
で
も
、
2
0
1
4
年

秋
を
目
処
に
、
全
世
界
の
J
C
B

加
盟
店
に
お
い
て
利
用
可
能
な
デ

ビ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
展
開
を
開
始
す
る

予
定
で
あ
り
、
既
に
千
葉
銀
行
と

の
提
携
に
合
意
し
て
い
る
。

日
本
に
お
い
て
はJ-D

ebit

が
あ

る
に
も
関
わ
ら
ず
、
な
ぜ
ブ
ラ
ン
ド

デ
ビ
ッ
ト
の
発
行
を
進
め
る
金
融

機
関
が
増
え
て
い
る
の
で
あ
ろ
う

か
。
そ
の
理
由
と
し
て「
決
済
手

数
料
体
系
の
違
い
」と「
キ
ャ
ッ
シ
ュ

ポ
イ
ン
ト
と
し
て
の
A
T
M
戦
略
へ

の
貢
献
の
可
能
性
」の
2
点
が
あ

げ
ら
れ
る
。

1
.
決
済
手
数
料
体
系
の
違
い

J-D
ebit

も
ブ
ラ
ン
ド
デ
ビ
ッ
ト

も
、
利
用
に
あ
た
り
加
盟
店
が
手

数
料
を
負
担
す
る
と
い
う
ビ
ジ
ネ

ス
モ
デ
ル
は
同
じ
で
あ
る
。
し
か
し

手
数
料
体
系
が
大
き
く
異
な
る
。

J-D
ebit

の
場
合
は
、
利
用
金
額

に
よ
ら
ず
一
律
固
定
で
あ
り
、
ブ
ラ

ン
ド
デ
ビ
ッ
ト
の
場
合
に
は
、
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
と
同
様
に
利
用
金
額

に
対
す
る
料
率
で
の
手
数
料
と
な

る
。
そ
の
結
果
、
手
数
料
収
入
を

目
論
む
金
融
機
関
に
と
っ
て
は
金

額
に
応
じ
た
料
率
で
の
手
数
料
体

系
で
あ
る
ブ
ラ
ン
ド
デ
ビ
ッ
ト
の
方

が
手
数
料
収
入
が
多
く
な
る
可
能

性
が
高
い
た
め
、
サ
ー
ビ
ス
推
進
へ

の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
が
働
き
易
い
。

2
.
キ
ャ
ッ
シ
ュ
ポ
イ
ン
ト
と
し
て

の
A
T
M
戦
略
へ
の
貢
献
の
可

能
性

金
融
機
関
の
重
要
な
顧
客
チ
ャ

ネ
ル
の
1
つ
で
あ
る
A
T
M
に
つ
い

て
は
、
金
融
機
関
毎
に
様
々
な
戦

略
を
持
っ
て
い
る
が
、
総
じ
て
そ
の

設
置
・
運
用
コ
ス
ト
に
つ
い
て
は
課

題
を
持
っ
て
い
る
。
デ
ビ
ッ
ト
カ
ー

ド
は
現
金
を
引
き
出
す
か
わ
り
に

加
盟
店
に
て
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
で

支
払
い
が
で
き
る
と
い
う
サ
ー
ビ
ス

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
金
融
機
関
か

ら
す
れ
ば
キ
ャ
ッ
シ
ュ
ポ
イ
ン
ト
と

し
て
の
A
T
M
の
設
置
を
削
減
さ

せ
る
こ
と
が
可
能
な
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ

ン
と
し
て
も
考
え
ら
れ
る
。
し
か

も
ブ
ラ
ン
ド
デ
ビ
ッ
ト
を
発
行
す
れ

ば
、
ブ
ラ
ン
ド
デ
ビ
ッ
ト
イ
シ
ュ
ア

（
発
行
者
）と
し
て
新
た
な
手
数
料

収
入
が
期
待
で
き
る
こ
と
か
ら
、

金
融
機
関
に
と
っ
て
は
コ
ス
ト
削
減

と
売
上
拡
大
が
見
込
め
る
、
一
石

二
鳥
に
成
り
得
る
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。

デ
ビ
ッ
ト
カ
ー
ド
決
済
の
今
後

デ
ビ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
今
後
の
日
本

で
の
広
が
り
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、

J-D
ebit

は
残
念
な
が
ら
、
取
引

金
額
、
取
引
件
数
共
に
減
少
傾
向

に
あ
り
、
発
行
金
融
機
関
が
享
受

す
る
メ
リ
ッ
ト
が
少
な
い
が
た
め
、

積
極
的
な
利
用
促
進
は
考
え
に
く

い
。
一
方
で
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
が
利

用
可
能
な
加
盟
店
で
あ
れ
ば
ど
こ

で
も
利
用
可
能
な
ブ
ラ
ン
ド
デ
ビ
ッ

ト
に
つ
い
て
は
、
手
数
料
収
入
の
面

な
ど
で
発
行
す
る
金
融
機
関
の
メ

リ
ッ
ト
も
高
い
こ
と
か
ら
、
金
融
機

関
が
積
極
的
な
利
用
促
進
を
行
う

可
能
性
が
高
い
。
利
用
者
に
と
っ

て
も
日
本
国
内
だ
け
で
は
な
く
、

近年のリテール決済サービスの多様化・高度化と 
金融機関への影響

※1 日本デビットカード推進協議会資料より
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に
、
全
国
各
地
で
展
開
す
る
交
通

系
I
C
カ
ー
ド
の
全
国
相
互
利
用

が
ス
タ
ー
ト
し
た（
一
部
制
限
あ

り
）。
こ
れ
に
よ
り
旅
行
や
出
張

で
他
地
域
に
行
っ
た
場
合
で
も
、

通
常
通
勤
で
利
用
し
て
い
る
電
子

マ
ネ
ー
が
そ
の
ま
ま
使
え
る
こ
と
に

な
り
、
利
便
性
が
大
き
く
向
上
し

た
。

電
子
マ
ネ
ー
の
今
後

小
売
各
社
が
発
行
す
る
電
子
マ

ネ
ー
は
、
元
々
顧
客
囲
い
込
み
手

段
と
し
て
の
側
面
が
強
か
っ
た
が
、

今
年
4
月
の
消
費
税
ア
ッ
プ
を
見

越
し
、
さ
ら
な
る
顧
客
囲
い
込
み

に
活
用
し
よ
う
と
い
う
動
き
が
活

発
化
し
て
き
て
お
り
、
電
子
マ
ネ
ー

利
用
件
数
、
決
済
金
額
の
さ
ら
な

る
増
大
が
見
込
ま
れ
る
。

nanaco

を
発
行
す
る
セ
ブ
ン
＆

ア
イ
・
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
は
、

2
0
1
3
年
11
月
5
日
に
三
井

住
友
カ
ー
ド
株
式
会
社
と
加
盟
店

開
拓
に
関
し
て
業
務
提
携
を
行

い
、
グ
ル
ー
プ
外
の
企
業
で
の

nanaco

加
盟
店
獲
得
に
力
を
入

全
世
界
で
利
用
可
能
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
を「
利

用
し
た
く
な
い
」や「
利
用
で
き
な

い
」と
い
う
顧
客
層
に
と
っ
て
の
決

済
手
段
の
一つ
の
選
択
肢
と
し
て
、

今
後
選
ば
れ
る
可
能
性
が
高
い
。

電
子
マ
ネ
ー
の
動
向

日
本
に
お
け
る
主
要
6
電
子
マ

ネ
ー（Suica, P

A
SM
O
, nanaco, 

W
A
O
N
, 

楽
天E

dy, IC
O
C
A

）

の
発
行
枚
数
、
年
間
決
済
金
額
、

決
済
件
数
、
利
用
可
能
拠
点
数

共
に
増
加
傾
向
を
続
け
て
い
る
。

特
に
流
通
小
売
業
社
発
行
の

nanaco,W
A
O
N

の
各
指
標
の
増

加
傾
向
は
著
し
い
。nanaco, 

W
A
O
N

は
決
済
手
段
と
し
て
の
側

面
よ
り
も
、
顧
客
囲
い
込
み
、
顧

客
購
買
情
報
収
集
手
段
と
し
て
の

側
面
が
強
い
。
本
業
の
小
売
業
へ

の
貢
献
も
想
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

利
用
に
伴
う
ポ
イ
ン
ト
還
元
な
ど
、

消
費
者
が「
持
ち
た
い
」「
使
い
た

い
」と
思
わ
せ
る
施
策
を
実
施
し
、

利
用
者
を
増
や
し
て
い
る
。

ま
た
2
0
1
3
年
3
月
23
日

れ
よ
う
と
し
て
い
る
。nanaco

の

発
行
枚
数
は
2
0
1
3
年
9
月
末

時
点
で
2
5
0
5
万
枚
、nanaco

加
盟
店
数
は
約
1
3
5
5
0
0

店
舗
に
の
ぼ
っ
て
い
る
。
今
回
の
三

井
住
友
カ
ー
ド
株
式
会
社
と
の
提

携
に
よ
り
、
加
盟
店
数
が
さ
ら
に

拡
大
し
、nanaco

ユ
ー
ザ
ー
の
利

便
性
向
上
に
繋
が
る
こ
と
が
想
定

さ
れ
る
。

今
後
も
小
売
各
社
が
発
行
す
る

電
子
マ
ネ
ー
が
国
内
の
電
子
マ
ネ
ー

市
場
を
牽
引
し
て
行
く
だ
ろ
う
。

金
融
機
関
へ
の
影
響

リ
テ
ー
ル
決
済
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

に
伴
う
手
数
料
収
入
を
、
金
融
機

関
以
外
の
決
済
サ
ー
ビ
ス
事
業
者

（
カ
ー
ド
会
社
、
電
子
マ
ネ
ー
サ
ー

ビ
ス
提
供
者
な
ど
）に
奪
わ
れ
た
と

し
て
も
影
響
は
限
定
的
で
あ
る
。

問
題
は
、
決
済
サ
ー
ビ
ス
事
業
者

が
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
の
分

野
に
手
を
広
げ
だ
し
た
こ
と
に
あ

る
。顧

客
購
買
履
歴
を
活
用
し
た

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
実
現
の

た
め
、
決
済
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
は
、

あ
ら
ゆ
る
決
済（
支
払
い
）を
自
分

で
提
供
し
て
い
る
決
済
手
段
に
集

約
さ
せ
よ
う
と
す
る
。
そ
う
な
れ

ば
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
金
融
機
関

は
消
費
者
の
消
費
行
動
を
把
握
す

る
こ
と
が
難
し
く
な
る
。

金
融
機
関
は
顧
客
接
点
と
し
て

の
リ
テ
ー
ル
決
済
へ
の
取
り
組
み
を

再
考
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
に
来
て
い
る

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。	

J
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NTTデータ経営研究所
金融コンサルティング本部

マネージャー

西原 正浩
NISHIHARA, Masahiro

にしはら　まさひろ
都市銀行、外資系コンサルティング会社を経て
現在に至る。金融機関の事業戦略の立案や提言、
業務改革案の作成等に従事。

は
じ
め
に

低
成
長
下
に
お
い
て
、
企
業

は
自
社
独
力
で
の
成
長（
オ
ー
ガ

ニ
ッ
ク
・
グ
ロ
ー
ス
）を
求
め
つ
つ

も
、
企
業
買
収
や
資
本
提
携
を

通
じ
た
成
長（
ノ
ン
・
オ
ー
ガ
ニ
ッ

ク
・
グ
ロ
ー
ス
）を
求
め
て
い
る
。

近
年
、
M
&
A
は
特
異
な
イ
ベ

ン
ト
で
は
な
く
日
常
の
業
務
に
な

り
つ
つ
あ
る
。
し
か
し
、
M
&
A

を
日
常
の
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
ま

で
落
と
し
こ
ん
で
対
応
し
て
い
る

事
例
は
な
か
な
か
見
ら
れ
な
い
。

本
稿
で
は
、
弊
社
が
30
名
以
上

の
方
々
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た
結

果
を
踏
ま
え
て
、
い
か
に
企
業

買
収
を
行
っ
て
い
く
べ
き
か
、
企

業
の
戦
略
と
M
&
A
の
プ
ロ
セ
ス

の
分
類
に
応
じ
て
論
じ
て
い
き
た

い
。

戦
略
の
差
異
に
よ
る

M
&
A
実
施
体
制
へ
の
影
響

企
業
の
戦
略
の
差
異
は

M
&
A
実
施
体
制
に
も
影
響
を

与
え
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

本
稿
で
は
プ
ロ
セ
ス
と
組
織
の
軸

に
分
け
、
企
業
戦
略
の
差
異
の

影
響
に
つ
い
て
考
察
を
行
い
た

い
。プ

ロ
セ
ス
と
し
て
は
、
M
&
A

の
出
資
前
段
階
を
担
う「
出
資

案
件
に
関
す
る
体
制
」と
、
出

資
後
ど
の
よ
う
に
統
合
し
て
い
く

か
、
経
営
や
事
業
面
の
戦
略
の

立
案
・
実
行
を
司
る「
P
M
I※１

に
関
す
る
体
制
」、
加
え
て

M
&
A
以
降
の
評
価
や
、
場
合

に
よ
っ
て
は
撤
退
の
判
断
を
行
う

「
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
・
撤
退
方
法
」の

3
点
に
分
け
て
捉
え
る
こ
と
が

で
き
る
。

こ
れ
ら
の
プ
ロ
セ
ス
を
行
う
実

施
主
体
は
、
集
権
的
な
組
織
形

態
と
分
権
的
な
組
織
形
態
の
二

種
類
に
分
け
て
考
え
る
こ
と
が

で
き
る
。
集
権
的
な
組
織
形
態

と
は
、
持
株
制
を
採
用
し
て
い

る
場
合
は
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
会
社

の
中
の
組
織
が
、
そ
う
で
な
い
場

合
は
親
会
社
の
経
営
企
画
部
門

が
担
っ
て
い
る
形
態
が
多
い（
本

特
集
レ
ポ
ー
ト

企
業
の
戦
略
の
差
異
に
よ
る
M
&
A
社
内
実
施
体
制
と

実
施
プ
ロ
セ
ス
へ
の
影
響

※1 Post Merger Integrationの略
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M
&
A
を
通
じ
て
実
現
さ
せ
よ

う
と
す
る
タ
イ
プ
で
あ
る
。
こ
の

タ
イ
プ
の
出
資
案
件
に
関
す
る

体
制
は
中
央
集
権
的
に
な
る
場

合
が
多
い
。
理
由
と
し
て
は
、

M
&
A
が
企
業
グ
ル
ー
プ
全
体

の
方
向
性
を
大
き
く
変
え
る
も

の
で
あ
り
現
業
が
携
わ
る
こ
と

が
適
し
て
い
な
い
こ
と
。
迅
速
な

意
思
決
定
の
た
め
に
は
C
E
O

直
属
組
織
が
担
っ
た
方
が
ふ
さ

わ
し
い
こ
と
。
ま
た
、場
合
に
よ
っ

て
は
新
規
領
域
の
た
め
、
現
業

側
が
被
買
収
企
業
の
事
業
領
域

に
対
し
て
相
応
の
知
見
を
有
し

て
い
な
い
た
め
判
断
し
づ
ら
い
場

合
が
あ
る
た
め
の
三
点
が
挙
げ

ら
れ
る
。
M
&
A
の
検
討
す
る

人
材
を
グ
ル
ー
プ
内
で
集
約
す

る
こ
と
に
よ
り
、
M
&
A
に
対

す
る
知
見
が
た
ま
り
や
す
く
、

過
去
の
案
件
か
ら
の
学
習
効
果

が
高
い
こ
と
が
メ
リ
ッ
ト
で
あ
る
。

こ
の
タ
イ
プ
の
場
合
、
出
資
案

件
の
発
掘
か
ら
最
終
契
約
ま
で

は
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
組
織
が
主
体
的

に
デ
ィ
ー
ル
実
施
を
行
う
が
、
経

稿
で
は「
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
組
織
」と

定
義
す
る
）。
一
方
で
、
分
権
的

な
組
織
形
態
と
は
、
持
株
制
の

場
合
は
傘
下
の
事
業
会
社
、
そ

う
で
な
い
場
合
は
各
企
業
の
事

業
部（
カ
ン
パ
ニ
ー
制
を
敷
い
て
い

る
場
合
は
各
カ
ン
パ
ニ
ー
）を
指

し
、
よ
り
現
業
に
近
い
ポ
ジ
シ
ョ

ン
で
実
施
す
る
体
制
を
指
す

（
本
稿
で
は「
カ
ン
パ
ニ
ー
組
織
」

と
定
義
す
る
）。

本
稿
で
は
、
企
業
の
戦
略
を

「
新
規
領
域
開
拓
型
」、「
技
術

開
発
型
」、「
既
存
事
業
拡
張

型
」、「
事
業
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
整

理
型
」
の
四
分
類
に
分
け
、

M
&
A
の
そ
れ
ぞ
れ
の
プ
ロ
セ
ス

に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
組
織
形

態
が
取
ら
れ
て
い
る
か
考
察
し
て

い
き
た
い
。

新
規
領
域
開
拓
型

こ
の
タ
イ
プ
の
特
徴
は
、
海
外

で
の
売
上
比
率
を
急
激
に
高
め

た
り
、
ま
た
は
既
存
事
業
の
垂

直
統
合
を
行
う
た
め
に
、

営
統
合
以
降
の
P
M
I
計
画
の

立
案
と
実
行
に
関
し
て
は
現
業

に
近
い
と
こ
ろ
と
協
力
し
な
が
ら

行
う
こ
と
が
多
い
。
こ
の
よ
う
な

場
合
、
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
組
織
か
ら

カ
ン
パ
ニ
ー
組
織
に
出
資
時
の
経

緯
等
を
引
き
継
ぐ
際
に
問
題
が

発
生
す
る
こ
と
が
多
く
、
各
企

業
が
問
題
意
識
を
抱
え
て
い
る
。

実
務
上
の
解
決
手
段
と
し
て
は
、

被
買
収
企
業
を
引
き
継
ぐ
カ
ン

パ
ニ
ー
組
織
が
、
出
資
完
了
の
前

段
階
か
ら
関
与
し
、
段
階
的
な

コ
ー
ポ
レ
ー
ト
組
織
か
ら
の
移
譲

を
行
っ
た
り
、
買
収
後
の
被
買

収
企
業
の
経
営
陣
を
早
期
に
選

定
し
、
そ
の
経
営
陣
が
出
資
完

了
前
か
ら
P
M
I
計
画
の
立
案

に
関
与
さ
せ
る
手
法
が
取
ら
れ

て
い
る
。
P
M
I
に
関
し
て
こ
の

類
型
で
発
生
し
や
す
い
他
の
問

題
点
は
、
新
規
領
域
の
た
め
既

存
の
カ
ン
パ
ニ
ー
組
織
が
対
応
で

き
な
い
場
合
が
あ
る
こ
と
で
あ

る
。
こ
の
場
合
、
被
買
収
企
業

の
経
営
は
旧
来
か
ら
の
経
営
陣

に
お
ま
か
せ
状
態
に
な
っ
て
し
ま
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い
、
買
収
企
業
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

が
薄
く
、
資
本
が
一
体
化
し
た
だ

け
で
実
質
的
な
経
営
の
統
合
や

シ
ナ
ジ
ー
の
創
出
が
行
わ
れ
な
い

こ
と
が
発
生
す
る
。
こ
の
よ
う

な
状
況
は
買
収
前
か
ら
見
通
せ

る
類
の
問
題
で
あ
り
、
出
資
決

定
前
か
ら
対
策
を
検
討
し
て
お

く
必
要
が
あ
る
。

M
&
A
案
件
に
関
す
る
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
で
は
、
買
収
し
た
企
業

向
け
に
特
殊
な
ル
ー
ル
が
作
ら
れ

る
わ
け
で
は
な
く
、
通
常
の
グ

ル
ー
プ
企
業
に
対
す
る
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
と
同
じ
ス
キ
ー
ム
・
体
制
で

あ
る
こ
と
が
多
い
。
ま
た
、
事

業
撤
退
に
関
し
て
は
、
こ
の
カ
テ

ゴ
リ
ー
の
企
業
は
売
上
拡
大
志

向
の
た
め
、
重
要
視
し
て
い
な
い

企
業
が
多
く
見
ら
れ
る
。

技
術
開
発
型

こ
の
タ
イ
プ
は
、
製
造
業
を

中
心
に
新
た
な
技
術
を
獲
得
す

る
た
め
に
M
&
A
を
用
い
る
企

業
が
該
当
す
る
。
こ
の
タ
イ
プ
の

企
業
の
場
合
、
投
資
判
断
に
お

け
る
最
重
要
要
素
は
被
買
収
企

業
の
技
術
力
で
あ
り
、
そ
の
見

極
め
の
た
め
に
は
コ
ー
ポ
レ
ー
ト

組
織
が
主
導
す
る
よ
り
も
、
よ

り
現
業
に
近
い
カ
ン
パ
ニ
ー
組
織

が
担
う
こ
と
が
望
ま
し
い
と
考
え

て
い
る
企
業
が
多
数
で
あ
る
。

よ
っ
て
、
持
株
会
社
制
を
敷
い
て

い
る
企
業
グ
ル
ー
プ
に
お
い
て

も
、
持
株
機
能
は
M
&
A
の
法

務
や
財
務
と
い
っ
た
ト
ラ
ン
ザ
ク

シ
ョ
ン
処
理
領
域
で
補
佐
的
な

役
割
を
果
た
す
か
、
ま
た
は

M
&
A
に
対
す
る
審
査
機
能
を

担
う
場
合
が
多
く
、
戦
略
立
案

や
相
手
方
と
の
交
渉
等
は
カ
ン
パ

ニ
ー
組
織
が
行
う
こ
と
が
ほ
と
ん

ど
で
あ
る
。
特
に
技
術
の
移
り

変
わ
り
が
激
し
い
業
態
の
場
合
、

技
術
の「
た
ね
」を
出
資
を
通
じ

て
得
よ
う
と
す
る
た
め
、
対
象

企
業
発
掘
等
の
案
件
創
出
が
カ

ン
パ
ニ
ー
組
織
に
よ
っ
て
常
時
行

わ
れ
る
。
ま
た
、
出
資
ス
キ
ー

ム
の
特
色
と
し
て
、
マ
イ
ノ
リ

テ
ィ
ー
出
資（
少
額
出
資
）や
ジ
ョ

イ
ン
ト
ベ
ン
チ
ャ
ー
的
な
出
資
に

よ
る
ス
モ
ー
ル
ス
タ
ー
ト
が
多
い
。

P
M
I
計
画
の
立
案
と
実
行

に
つ
い
て
も
現
業
部
門
が
中
心
に

な
り
、
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
組
織
の
関

与
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
。

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に
関
し
て
は
、

財
務
的
な
指
標
値
も
確
認
す
る

が
、
よ
り
重
要
で
あ
る
の
は
出

資
先
企
業
の
技
術
力
の
評
価
に

な
る
。
よ
っ
て
、
他
の
タ
イ
プ
に

比
べ
て
定
性
的
な
技
術
評
価
が

大
き
な
比
重
を
占
め
て
い
る
企

業
が
多
い
。
ま
た
、
マ
イ
ノ
リ

テ
ィ
ー
出
資
の
場
合
、
得
よ
う

と
し
て
い
た
技
術
の
動
向
に
よ
っ

て
、
出
資
比
率
を
引
き
上
げ
て

メ
ジ
ャ
ー
出
資
に
切
り
替
え
た

り
、
逆
に
マ
ー
ケ
ッ
ト
動
向
と
合

わ
な
く
な
っ
た
場
合
等
に
は
、
イ

グ
ジ
ッ
ト（
撤
退
）す
る
ケ
ー
ス
が

多
く
見
ら
れ
る
。

既
存
事
業
拡
張
型

こ
の
タ
イ
プ
は
既
存
事
業
を

拡
張
さ
せ
る
手
段
と
し
て
M
＆

A
を
用
い
る
企
業
が
該
当
す

る
。
既
存
事
業
を
拡
張
さ
せ
る

と
は
、
同
種
の
企
業
に
出
資
を

行
い
マ
ー
ケ
ッ
ト
シ
ェ
ア
を
高
め
た

り
、
既
存
事
業
の
周
辺
領
域
の

企
業
に
出
資
を
行
う
こ
と
に
よ

り
、
シ
ナ
ジ
ー
効
果
を
狙
う
こ

と
を
指
す
。
出
資
を
行
う
体
制

と
し
て
は
、
現
場
の
カ
ン
パ
ニ
ー

組
織
の
関
与
が
非
常
に
大
き
く

分
権
的
に
な
る
。
一
方
で
コ
ー
ポ

レ
ー
ト
組
織
の
関
与
は
技
術
開

発
型
と
同
様
に
限
定
的
な
も
の

で
あ
り
、
デ
ィ
ー
ル
の
ト
ラ
ン
ザ

ク
シ
ョ
ン
処
理
が
業
務
の
中
心
と

な
る
。
こ
の
組
織
形
態
の
問
題

点
は
、
M
&
A
に
関
す
る
知
見

が
グ
ル
ー
プ
内
で
散
逸
し
、
過
去

の
案
件
か
ら
の
学
習
効
果
を
享

受
し
づ
ら
い
こ
と
が
挙
げ
ら
れ

る
。
ま
た
、
出
資
ス
キ
ー
ム
そ
の

も
の
も
、
検
討
主
体
と
な
る
組

織
の
職
掌
に
応
じ
た
も
の
に
陥

り
が
ち
で
あ
る
。
被
買
収
企
業

の
事
業
領
域
全
体
が
検
討
主
体

と
な
る
組
織
で
対
応
で
き
る
も

の
で
あ
れ
ば
問
題
は
生
じ
な
い

企業の戦略の差異によるM&A社内実施体制と 
実施プロセスへの影響
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グ
す
る
こ
と
も
あ
る
。
一
方
で
問

題
が
発
生
し
、
立
て
直
し
等
の

事
態
が
発
生
し
た
場
合
は
、
現

業
に
近
い
カ
ン
パ
ニ
ー
組
織
が
対

応
す
る
こ
と
に
な
る
。

事
業
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ

整
理
型

こ
の
タ
イ
プ
の
事
業
は
、
グ
ル
ー

プ
全
体
の
立
て
直
し
の
た
め
に
、

M
&
A
と
事
業
売
却
を
セ
ッ
ト
に

し
て
事
業
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
の
整

理
を
試
行
す
る
企
業
が
合
致
す

る
。
こ
の
タ
イ
プ
に
属
す
る
企
業

は
、
当
初
は
前
述
の
三
分
類
に

当
て
は
ま
っ
て
い
た
企
業
が
ほ
と

ん
ど
で
あ
る
が
、
企
業
の
財
務

状
況
に
よ
っ
て
こ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー

に
属
す
る
こ
と
に
な
る
。

こ
の
タ
イ
プ
の
企
業
の
出
資
案

件
検
討
体
制
は
、
中
央
集
権
的

で
あ
る
こ
と
が
多
い
。
こ
れ
は
、

企
業
の
立
て
直
し
の
た
め
に
は
司

令
塔
が
必
要
で
あ
り
、
分
権
的

な
意
思
決
定
体
制
は
な
じ
ま
な

が
、
そ
う
で
な
い
場
合
は
、
買

収
後
ど
の
よ
う
に
対
処
す
る
か

あ
ら
か
じ
め
検
討
し
て
お
か
な
い

と
、
買
収
後
に
問
題
を
引
き
起

こ
す
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
。

買
収
戦
略
の
立
案
が
個
別
の

カ
ン
パ
ニ
ー
組
織
に
依
存
す
る
た

め
、
買
収
後
の
P
M
I
に
関
し

て
も
中
心
と
な
っ
て
行
わ
れ
る
。

よ
っ
て
、
新
規
領
域
開
拓
型
の

よ
う
に
買
収
の
前
後
で
担
当
部

署
が
変
わ
り
、
引
き
継
ぎ
に
問

題
が
生
じ
る
と
い
う
こ
と
は
発
生

し
づ
ら
い
が
、
個
別
の
カ
ン
パ
ニ
ー

組
織
が
主
導
す
る
こ
と
に
よ
り
、

他
の
カ
ン
パ
ニ
ー
組
織
が
関
与
す

る
余
地
が
な
く
、
グ
ル
ー
プ
全
体

の
シ
ナ
ジ
ー
効
果
創
出
に
苦
慮

す
る
場
合
が
問
題
視
さ
れ
る
。

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に
関
し
て
は
、
一

定
の
定
量
的
基
準（
特
に
P
/

L
関
連
指
標
）に
依
る
と
こ
ろ
が

大
き
く
、
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
組
織
が

判
断
す
る
こ
と
が
多
い
。
ま
た
、

企
業
に
よ
っ
て
は
親
会
社
の
カ
ン

パ
ニ
ー
組
織
と
被
買
収
企
業
を

疑
似
的
に
連
結
し
て
モ
ニ
タ
リ
ン

い
か
ら
で
あ
る
。
当
初
は
既
存
事

業
型
で
分
権
的
な
検
討
組
織
を

有
し
て
い
た
企
業
に
お
い
て
も
、

企
業
戦
略
の
変
更
に
よ
り
中
央

集
権
的
な
体
制
に
移
行
す
る

ケ
ー
ス
が
多
い
。

P
M
I
の
立
案
、
実
施
に
つ
い

て
は
事
業
育
成（
シ
ナ
ジ
ー
創

出
）と
グ
ル
ー
プ
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
部

分
を
切
り
分
け
て
、
現
業
と
コ
ー

ポ
レ
ー
ト
組
織
が
分
担
す
る
場
合

が
多
く
み
ら
れ
る
。
特
に
こ
の
タ

イ
プ
の
企
業
で
は
グ
ル
ー
プ
ガ
バ
ナ

ン
ス
を
重
要
視
す
る
傾
向
に
あ

り
、
グ
ル
ー
プ
内
共
通
の
仕
組
み

を
早
期
に
導
入
し
て
、
企
業
の

基
本
的
な
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
部
分

の
経
費
削
減
効
果
を
早
期
に
得

よ
う
と
す
る
動
き
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
。

こ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
企
業
で
は
、

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
手
法
を
高
度
化
し

よ
う
と
す
る
動
き
が
よ
く
見
ら

れ
る
。
企
業
に
依
っ
て
は

E
V
A※２
を
自
社
用
に
カ
ス
タ
マ
イ

ズ
を
行
い
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に
用
い
て

い
る
場
合
が
あ
る
。
ま
た
、
こ
の

カ
テ
ゴ
リ
ー
の
企
業
は
撤
退
に
関

す
る
基
準
が
厳
格
に
適
用
さ
れ

て
い
る
場
合
が
多
く
、
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
の
際
に
基
準
に
抵
触
し
た

場
合
、
改
善
の
余
地
が
な
い
と

判
断
さ
れ
る
と
売
却
・
清
算
に

入
る
場
合
が
多
い
。
他
の
カ
テ
ゴ

リ
ー
に
属
す
る
企
業
で
は
、
シ
ナ

ジ
ー
創
出
な
ど
を
目
指
し
て
事

業
撤
退
に
つ
い
て
慎
重
に
な
っ
て

い
る
場
合
が
多
い
が
、
こ
の
カ
テ

ゴ
リ
ー
の
企
業
は
躊
躇
し
な
い
場

合
が
多
い
。

ま
と
め

本
稿
で
は
企
業
の
経
営
戦
略

を
4
分
類
し
た
上
で
、
M
&
A

の
プ
ロ
セ
ス
に
応
じ
て
ど
の
よ
う

な
検
討
組
織
形
態
が
選
好
さ
れ

て
い
る
か
考
察
を
行
っ
た
。
前
述

の
考
察
は
あ
く
ま
で
も
経
験
則

に
よ
っ
て
導
か
れ
た
結
果
で
は
あ

る
が
、
各
社
が
試
行
錯
誤
し
た

結
果
で
あ
り
、
有
意
義
な
示
唆

で
あ
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る

の
で
は
な
い
か
。	

J
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ら
れ
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こ
こ
最
近
、
銀
行
の
I
T
担
当

や
I
T
ベ
ン
ダ
ー
の
金
融
担
当
の

方
々
と
お
会
い
し
、
将
来
の
金
融

機
関
の
I
T
を
議
論
す
る
な
か

で
、
必
ず
と
言
っ
て
も
い
い
ほ
ど

話
題
に
挙
が
る
キ
ー
ワ
ー
ド
が
あ

る
。 
”
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ 

“
と
い
う
言

葉
だ
。
シ
ス
テ
ム
系
の
専
門
誌
や

新
聞
等
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ

と
も
多
い
言
葉
で
あ
る
が
、
本
稿

で
は
、
こ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
が
金
融
機

関
の
I
T
部
門
や
I
T
人
材
に
ど

の
よ
う
な
変
化
を
及
ぼ
す
か
を
考

え
て
み
た
い
。

金
融
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
の
現
状

ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
と
い
う
言
葉
は
、

「
多
種
多
様
か
つ
高
速
度
で
発
生
・

更
新
さ
れ
る
大
量
の
デ
ー
タ
」と
定

義
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
よ
う
だ
が
、

定
義
だ
け
を
見
る
と
、
金
融
業
界

に
お
い
て
も
以
前
か
ら
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
や
C
R
M※
１

を
語
る
際
に
登
場

す
る
E
B
M※
２

や
D
W
H※３
、
B
I※４
と

い
っ
た
仕
組
み
の
中
で
、
概
念
と
し

て
既
に
存
在
し
て
い
た
言
葉
で
あ

る
。
し
か
し
、
こ
こ
数
年
に
お
け

る
特
定
の
顧
客
情
報
が
限
り
な
く

リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
大
量
に
発
生
・
更

新
さ
れ
る
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
の

拡
散
と
、
そ
れ
ら
情
報
の
発
生
装

置
と
な
る
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ

レ
ッ
ト
等
の
モ
バ
イ
ル
機
器
の
利
便

性
向
上
に
よ
り
、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ

は
”
概
念 
“
か
ら 

”
言
葉 

“
に
変

化
し
、
今
で
は
最
も
旬
な
経
営
用

語
の
1
つ
に
な
っ
た
。

実
際
の
事
例
に
基
づ
き
な
が
ら
、

金
融
業
界
に
お
け
る
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ

活
用
の
取
組
み
を
俯
瞰
す
る
と
、

ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
等
か
ら
得
ら

れ
る
膨
大
な
消
費
者
の 

”
つ
ぶ
や

き 

“
を「
①
情
報
収
集
」す
る
取
組

み
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
の
情
報

と
金
融
機
関
内
部
で
生
成
さ
れ
る

顧
客
デ
ー
タ
を
結
び
付
け
将
来
の

ニ
ー
ズ
を「
②
情
報
分
析
」す
る
取

組
み
、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
の
分
析
結
果

に
基
づ
き
経
営
改
善
に
つ
な
げ
る

「
③
情
報
活
用
」の
取
組
み
に
分
け

る
こ
と
が
で
き
、
大
量
情
報
が
価

値
情
報
に
生
ま
れ
変
わ
る
ま
で
の

3
つ
の
流
れ
を
見
て
取
れ
る
。

① 

情
報
収
集
：

S
B
I
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

※１：Customer Relationship Managementの略。取引情報等を活用しながら、企業と顧客の関係をより親密にするための管理手法。
※2：Event Based Marketingの略。顧客の取引履歴等の大量のデータをもとに、新しいイベントの発生を捉え、顧客が望む商品やサービスの販売活動を行うこと。
※3：Data Ware Houseの略。時系列に蓄積された大量の業務データの中から、あらかじめ定義付けられた項目間の関連性を分析するシステム。
注4：Business Intelligenceの略。業務システム等で生成される情報を蓄積・分析・加工して、企業の意思決定等に活用する手法。
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企
業
内
部
に
消
費
者
自
身
が
情
報

生
成
す
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

（M
oneyL

ook

）を
保
有
し
て
い

る
こ
と
や
、
そ
こ
で
蓄
積
さ
れ
た

情
報
を
個
人
が
特
定
さ
れ
な
い
よ

う
に
情
報
展
開
で
き
る
統
計
処
理

の
技
術
・
ノ
ウ
ハ
ウ
を
保
有
し
て
い

る
こ
と
、
さ
ら
に
、
情
報
の
受
け

皿
と
な
る
体
制
を
整
備
し
て
い
る

こ
と
は
、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
の
情
報
収

集
に
お
い
て
重
要
な
示
唆
と
な
る

の
で
は
な
い
か
。

② 

情
報
分
析
：

カ
ブ
ド
ッ
ト
コ
ム
証
券

カ
ブ
ド
ッ
ト
コ
ム
証
券
で
は
、
1

日
当
た
り
約
9
0
0
万
件
の

T
w
itter

やF
acebook

の
情
報

を
収
集
し
た
う
え
で
、
そ
の
膨
大

な
情
報
を
銘
柄
ご
と
に
定
め
た

キ
ー
ワ
ー
ド
で
絞
り
込
み
を
行
い
、

株
価
デ
ー
タ
や
顧
客
デ
ー
タ
と
の
相

関
を
分
析
し
て
い
る
。
キ
ー
ワ
ー
ド

の
数
は
、
1
銘
柄
に
対
し
1
0
0
0

程
度
、
全
体
で
4
万
3
0
0
0
に

及
び
、
1
カ
月
間
で
1
億
件
の
情

報
の
分
析
を
繰
り
返
し
行
っ
て
い

る
。
株
価
デ
ー
タ
の
変
化
や
顧
客

S
B
I
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
で
は
、

グ
ル
ー
プ
企
業
の
イ
ー
・
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
が
運
営
す
る
資
産
管
理
サ
ー

ビ
ス「M

oneyL
ook

」を
通
じ
て
、

ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
の
情
報
収
集
を
行
っ

て
い
る
。「M

oneyL
ook

」は
、
利

用
者
数
が
約
70
万
人
に
及
び
、
登

録
で
き
る
銀
行
口
座
や
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
等
の
数
も
約
7
0
0
以
上

に
も
な
る
ア
カ
ウ
ン
ト
ア
グ
リ
ゲ
ー

シ
ョ
ン
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
。

情
報
収
集
ま
で
の
流
れ
は
、
ま

ず
消
費
者
自
身
が「M

oney 

L
ook

」の
サ
イ
ト
上
で
、
利
用
金

融
機
関
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ

ス
の
I
D
と
パ
ス
ワ
ー
ド
を
入
力
・

登
録
し
、
各
金
融
機
関
の
サ
イ
ト

か
ら
の
資
産
情
報
の
取
得
操
作
を

行
う
こ
と
か
ら
始
ま
る
。
次
に
、

イ
ー
・
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が「M

oney 
L
ook

」
上
で
取
得
さ
れ
た
情
報

を
、
個
人
が
特
定
で
き
な
い
形
で

統
計
処
理
し
、
S
B
I
ホ
ー
ル
デ
ィ

ン
グ
ス
の
グ
ル
ー
プ
企
業
約
30
社
の

中
に
あ
る「
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
室
」に
、

情
報
展
開
す
る
形
で
情
報
収
集
が

実
現
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
事
例
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、

属
性
ご
と
の
売
買
行
動
と
の
相
関

関
係
の
強
い
キ
ー
ワ
ー
ド
を
厳
選
し

て
絞
り
込
ん
で
い
く
こ
と
で
、
分

析
の
精
度
を
高
め
て
い
る
。

カ
ブ
ド
ッ
ト
コ
ム
証
券
の
ビ
ッ
グ

デ
ー
タ
分
析
に
は
、
分
散
処
理
ソ

フ
ト「H

adoop

」を
ベ
ー
ス
に
し
た

分
析
ソ
フ
ト
と
テ
キ
ス
ト
マ
イ
ニ
ン
グ

ツ
ー
ル
を
導
入
し
、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ

の
活
用
基
盤
を
開
発
し
て
い
る
。

こ
の
事
例
で
見
ら
れ
た
よ
う
に
、

膨
大
な
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
か
ら
不
要
な

情
報
を
排
除
し
価
値
あ
る
情
報
を

絞
り
込
む
キ
ー
ワ
ー
ド
を
厳
選
し

て
い
る
こ
と
、
株
価
デ
ー
タ
等
、

相
関
関
係
を
分
析
す
る
対
象
を

明
確
に
し
て
い
る
こ
と
、
分
析
に

必
要
な
シ
ス
テ
ム
基
盤
を
構
築
し

て
い
る
こ
と
は
、
情
報
分
析
に
お
い

て
必
須
の
取
組
み
と
な
る
だ
ろ
う
。

③ 

情
報
活
用
：
東
邦
銀
行

東
邦
銀
行
で
は
2
0
1
3
年
4

月
よ
り
、
振
込
取
引
、
A
T
M

取
引
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン

グ
取
引
等
か
ら
年
間
数
億
件
以
上

も
発
生
し
て
い
る
内
部
ビ
ッ
グ
デ
ー

タ
を
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
上
で
統
合
し
、



不
正
取
引
や
事
務
ミ
ス
が
起
こ
る

パ
タ
ー
ン
、
事
務
量
が
増
加
す
る
パ

タ
ー
ン
等
と
の
相
関
関
係
等
を
分

析
し
、
内
部
組
織
の
業
務
改
善
や

リ
ス
ク
管
理
高
度
化
に
活
用
し
て

い
る
。

取
り
扱
う
情
報
は
、
営
業
店
・

本
店
が
保
有
し
て
い
る
反
社
会
的

取
引
、
A
M
L
（
ア
ン
チ
マ
ネ
ー
ロ

ン
ダ
リ
ン
グ
）、
事
務
事
故
、
苦
情
、

外
部
不
正
監
視
、
内
部
不
正
監

視
、
自
店
検
査
、
事
務
量
管
理
の

9
種
類
の
管
理
情
報
に
分
か
れ
、

複
数
部
署
に
跨ま

た
がる

こ
れ
ら
情
報
を

多
角
的
に
分
析
し
て
い
る
。

東
邦
銀
行
の
事
例
か
ら
、
ビ
ッ
グ

デ
ー
タ
の
情
報
活
用
は
ソ
ー
シ
ャ
ル

情
報
等
の
外
部
情
報
だ
け
に
依
存

す
る
わ
け
で
は
な
く
、
内
部
に
潜

む
取
引
情
報
・
事
務
情
報
を
内
部

ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
と
し
て
利
用
す
る
こ

と
で
、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
の
分
析
結
果

を
内
部
の
複
数
部
署
に
還
元
す
る 

”
組
織
連
携
ツ
ー
ル 

“
と
し
て
機

能
し
得
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
東
邦
銀
行
の
よ
う
に
対

内
部
へ
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
活
用
す
る

一
方
で
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
情
報
を
収
集
・

分
析
し
、
特
定
の
顧
客
に
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
告
知
す
る
等
、
効
果
的

な
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
施
策
と
し
て
対

外
部
に
活
用
す
る
金
融
機
関
事

例
も
多
数
存
在
し
て
お
り
、
対
外

部
と
対
内
部
の
両
方
に
ビ
ッ
グ
デ
ー

タ
が
活
か
せ
る
こ
と
も
重
要
な
示

唆
と
判
断
さ
れ
る
。

金
融
機
関
に
お
け
る
I
T
部
門
・

I
T
人
材
の
現
状
と
課
題

紹
介
し
た
事
例
の
全
て
に
共
通

し
て
言
え
る
こ
と
だ
が
、ビ
ッ
グ
デ
ー

タ
は
情
報
変
換
、
情
報
抽
出
、
情

報
分
析
、
情
報
統
合
等
の
I
T

技
術
を
駆
使
し
て
活
用
さ
れ
て
お

り
、
そ
し
て
そ
の
I
T
技
術
が
、

対
外
部
、
対
内
部
の
両
方
に
価
値

情
報
を
も
た
ら
し
て
い
る
。
も
し

今
後
も
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
が
急
拡
大
し

続
け
た
場
合
、
金
融
機
関
に
お
い

て
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
の
活
用
は
、
重
要

な
I
T
施
策
の
位
置
付
け
に
置
か

れ
る
こ
と
も
予
見
さ
れ
、
さ
ら
に

そ
の
担
い
手
と
な
る
I
T
部
門
や

I
T
人
材
の
重
要
性
も
高
ま
る
こ

と
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
現
状
の

I
T
部
門
や
I
T
人
材
を
見
た

時
、
I
T
技
術
を
駆
使
し
な
が
ら

対
外
部
・
対
内
部
に
対
し
価
値
情

報
を
展
開
し
て
い
く
だ
け
の
力
が

あ
る
だ
ろ
う
か
。

当
社
は
、
複
数
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
通
じ
て
I
T
を
管
轄
す
る
金
融

機
関
の
経
営
層
の
方
々
と
接
す
る

こ
と
も
多
い
が
、
そ
の
経
営
層
の

方
々
か
ら
は
、
I
T
部
門
や
I
T

人
材
が
期
待
さ
れ
る
価
値
を
提
供

で
き
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
っ

た
不
安
視
す
る
声
も
多
く
聞
こ
え

て
い
る
。

● 

経
営
層
か
ら
期
待
さ
れ
る
企
画

や
I
T
を
活
用
し
た
事
業
提
案

等
を
担
う
人
材
が
い
な
い

● 

I
T
企
画
や
I
T
活
用
を
自
分

た
ち
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
だ
と
思
っ
て

い
な
い

● 

I
T
部
門
に
は
内
弁
慶
が
多
い
。

外
に
目
を
向
け
て
物
事
を
動
か

し
て
い
く
メ
ン
バ
ー
が
い
な
い

● 
今
の
I
T
部
門
は
、
自
ら
問
題

意
識
を
持
っ
て
ど
う
い
う
動
き
方

を
す
れ
ば
い
い
か
理
解
で
き
な

い
● 

外
部
委
託
が
進
展
し
た
結
果
、

外
部
へ
の
依
存
心
が
高
ま
り
管

理
業
務
が
形
式
化
し
て
い
る
。

た
だ
、
項
目
を
チ
ェ
ッ
ク
す
れ
ば

い
い
と
思
っ
て
い
る

こ
の
よ
う
に
経
営
層
か
ら
不
安

視
す
る
声
が
挙
が
る
の
は
、
金
融

機
関
の
I
T
部
門
が
1
9
6
0
年

代
か
ら
1
9
9
0
年
代
に
入
る
ま

で
の
間
、
勘
定
系
シ
ス
テ
ム
を
中

心
と
し
た
開
発
・
運
用
を
主
体
的

に
担
う
部
署
で
あ
っ
た
が
、

2
0
0
0
年
代
以
降
に
シ
ス
テ
ム

の
共
同
化
・
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
が

急
速
に
進
展
し
た
こ
と
で
こ
れ
ま

で
積
み
上
げ
て
き
た
30
年
間
も
の

開
発
・
運
用
の
ノ
ウ
ハ
ウ
が
形
骸
化

し
、
逆
に
急
速
に
I
T
戦
略
策
定
・

I
T
企
画
と
い
っ
た
よ
り
上
流
の
ノ

ウ
ハ
ウ
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
た
め
に
、
I
T
部
門
や
I
T
人

材
が
進
む
べ
き
方
向
性
を
見
出
せ

ず
に
い
る
こ
と
が
原
因
と
推
察
さ

れ
る
。

ビッグデータ時代における金融機関の成功要因
～IT部門とIT人材に求められる新しい役割～
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ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
時
代
に
お
け
る

I
T
部
門
・
I
T
人
材
の
進
化

で
は
、も
し
こ
れ
か
ら
ビ
ッ
グ
デ
ー

タ
の
活
用
が
今
以
上
に
進
展
し
た

場
合
、
こ
れ
か
ら
の
I
T
部
門
・

I
T
人
材
が
担
う
I
T
戦
略
策

定
、
I
T
企
画
と
は
何
か
。
そ
の

答
え
と
し
て
、
先
に
挙
げ
た
ビ
ッ
グ

デ
ー
タ
の
活
用
事
例
の
示
唆
か
ら
、

I
T
部
門
・
I
T
人
材
自
ら
が
、

既
存
顧
客
囲
い
込
み
・
新
規
顧
客

獲
得
に
繋
が
る
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
施

策
を
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
の
情
報
収
集
・

情
報
分
析
に
基
づ
き
検
討
・
実
行

す
る
こ
と
、
そ
し
て
コ
ス
ト
削
減
・

リ
ス
ク
管
理
強
化
に
資
す
る
組
織

連
携
を
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
で
検
討
・
実

行
す
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
、
こ
れ

こ
そ
が
金
融
機
関
に
お
け
る
I
T

戦
略
策
定
・
I
T
企
画
の
一
角
と

な
り
、
I
T
部
門
・
I
T
人
材
が

金
融
機
関
経
営
に
貢
献
す
る
役
割

と
な
り
得
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。参

考
ま
で
に
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
に

よ
っ
て
求
め
ら
れ
る
、
将
来
の
金

融
機
関
に
お
け
る
I
T
部
門
の
機

能
と
I
T
人
材
の
ス
キ
ル
に
つ
い

て
、
先
に
紹
介
し
た
大
量
情
報
が

価
値
情
報
に
生
ま
れ
変
わ
る
ま
で

の
①
情
報
収
集
、
②
情
報
分
析
、

③
情
報
活
用
の
3
つ
の
流
れ
に

沿
っ
て
、
図
表
1
に
て
将
来
像
を

紹
介
し
た
い
。（
図
表
1
）

最
後
に

情
報
技
術
革
新
が
金
融
機
関
に

与
え
る
イ
ン
パ
ク
ト
は
計
り
知
れ
な

い
。
こ
の
革
新
は
、
既
存
の
金
融

商
品
・
サ
ー
ビ
ス
を
安
さ
と
利
便

性
で
包
み
込
み
、
金
融
機
関
に
競

争
力
を
与
え
て
き
た
。
ビ
ッ
グ
デ
ー

タ
と
い
う
新
し
い
情
報
技
術
革
新

が
、
装
置
産
業
と
呼
ば
れ
て
久
し

い
金
融
機
関
に
、
ど
の
よ
う
な
新

し
い
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
て
い
け
る

か
、
金
融
機
関
の
I
T
部
門
と

I
T
人
材
に
求
め
ら
れ
る
役
割
は

大
き
い
。	

J

図表1：ビッグデータ時代のIT部門とIT人材の将来像

出所：ＮＴＴデータ経営研究所にて作成

ビッグデータ時代の将来像
IT部門の機能例 IT人材のスキル例

● 販売促進策の企画等のマーケ
ティング機能

● 経営陣や業務部門への分析結
果のレポーティング

● 各種メディアとの連携・管理

● ソーシャルIDと組織内の顧客
ID・取引データとの連携管理

● 分析システムの運用・管理
● 分析結果データの格納・管理

● 顧客が集まるコミュニティ
（SNS、掲示板/等）の運営

● 組織内ビッグデータの集約
● 市場調査の企画・実行
● ポイントプログラムの運営

③ 情報活用

② 情報分析

ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
の
活
用
プ
ロ
セ
ス

① 情報収集

● 戦略策定・企画スキル
● 投資効果測定スキル
● Web開発スキル
● コミュニケーションスキル

● 仮説構築スキル
● 統計分析スキル
● システム開発技術
● 金融業務、マネジメントの業務

の理解

● 市場調査スキル
● データの可視化スキル
● 戦略策定・企画スキル
● Web開発スキル
● コミュニケーションスキル
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NTTデータ経営研究所
金融コンサルティング本部

マネージャー

堤 大輔
TSUTSUMI, Daisuke

つつみ　だいすけ
大手国内ベンダー、外資系金融情報ベンダー勤
務を経て、08年NTTデータ経営研究所入社。
主に金融機関リテール分野における店舗・渉外・
インターネット等のチャネル戦略、住宅ローン等
の商品戦略を対象としたコンサルティング・調
査研究に従事。

は
じ
め
に

90
年
代
以
降
、
金
融
機
関
を
取

り
巻
く
環
境
は
、
大
き
く
変
化
し

て
い
る
。
中
小
企
業
向
け
貸
出
の

減
少
か
ら
従
来
の
法
人
向
け
貸
出

中
心
の
モ
デ
ル
が
頭
打
ち
と
な
っ
て

い
る
こ
と
に
起
因
し
、
金
融
機
関

が
今
後
継
続
し
て
収
益
を
確
保
す

る
に
あ
た
り
、
リ
テ
ー
ル
の
存
在
感

が
増
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

た
だ
し
、
個
人
向
け
取
引
を
伸

ば
す
こ
と
を
志
向
し
た
と
し
て
も
、

長
ら
く
続
く
少
子
高
齢
化
に
伴
う

人
口
・
世
帯
数
の
減
少
等
に
よ
り
、

市
場
規
模
は
今
後
縮
小
す
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
る
た
め
、
一
層
厳
し
い

競
争
環
境
と
な
る
こ
と
は
ほ
ぼ
確

実
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
下

お
け
る
差
別
化
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
、

顧
客
と
の
接
触
を
よ
り
密
な
も
の

に
す
る
こ
と
に
よ
る
正
確
な
ニ
ー
ズ

察
知
、
最
適
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
行
う

こ
と
等
に
よ
る
機
会
最
大
化
と
考

え
ら
れ
る
。

本
稿
で
は
、
特
に
最
近
国
内
に

お
い
て
伸
長
著
し
い
ス
マ
ー
ト
デ
バ
イ

ス
を
活
用
し
た
顧
客
接
点
強
化
の

方
法
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

1 

国
内
外
に
お
け
る
ス
マ
ー
ト

デ
バ
イ
ス
の
普
及
状
況

米
国
調
査
会
社
I
D
C
に
よ
る

と
、
2
0
1
3
年
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
の
年
間
世
界
出
荷
台
数
は
約

10
億
台※

１
で
あ
り
、
パ
ソ
コ
ン
の
出
荷

台
数
約
3
・
1
億
台※

２

を
上
回
っ
て

い
る
。
グ
ロ
ー
バ
ル
レ
ベ
ル
で
見
る
と
、

こ
こ
数
年
で
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ア

ク
セ
ス
の
主
役
が
パ
ソ
コ
ン
か
ら
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
へ
急
速
に
シ
フ
ト
し
て

い
る
傾
向
が
読
み
取
れ
る
。

国
内
で
も
、
2
0
1
0
年
時
点

で
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
利
用
率
は
モ
バ
イ

ル
全
体
の
9
％
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
、

2
0
1
1
年
に
約
23
％
、
直
近
で

は
約
40
％
と
な
っ
て
お
り
、
普
及
が

加
速
化
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る※

３

。

こ
の
ト
レ
ン
ド
は
今
後
更
に
拡
大

し
、
2
0
1
7
年
に
は
モ
バ
イ
ル
契

約
全
体
の
約
7
割
が
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
に
な
る
と
見
込
ま
れ
て
い
る
。

ま
た
、
2
0
1
0
年
に
国
内
出

荷
台
数
が
90
万
台
だ
っ
た
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
は
、
2
0
1
6
年
に
は

1
0
0
0
万
台
を
上
回
り※

４

、
金
融

特
集
レ
ポ
ー
ト

ス
マ
ー
ト
デ
バ
イ
ス
が
も
た
ら
す

金
融
機
関
の
次
世
代
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

※1 Source: Worldwide Smartphone Shipments Top One Billion Units for the First Time, According to IDC,27 Jan 2014
※2 Source: Holiday PC Shipments on Target as Lenovo Expansion Continues, According to IDC,09 Jan 2014
※3 2012年インプレスR&D調べ
※4 ICT総研「2013年度 タブレット端末市場に関する需要動向調査」
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2 

リ
テ
ー
ル
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

に
お
け
る
課
題

顧
客
の
属
性（
年
代
／
性
別
／
居

住
地
域
／
職
業
等
）・
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル（
就
職
／
結
婚
／
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

利
用
／
趣
味
等
）・
金
融
行
動
特
性

（
金
融
資
産
保
有
状
況
／
住
宅
ロ
ー

ン
借
入
／
金
融
機
関
チ
ャ
ネ
ル
利
用

等
）が
複
雑
化
す
る
な
か
、
金
融
機

関
は
、
よ
り
多
様
な
特
徴
を
有
す

る
顧
客
と
対
峙
し
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
の
金
融
機
関
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
は
、
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
や
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
のE

-m
ail

、
店
舗
周
辺

の
ロ
ー
ラ
ー
営
業
等
の
不
特
定
多
数

の
顧
客
に
対
す
る「
プ
ッ
シ
ュ
型
マ
ス

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
」を
中
心
に
推
進
さ

れ
て
き
た
。
し
か
し
、
顧
客
に
と
っ

て
興
味
が
な
い
情
報
で
あ
る
ケ
ー
ス

が
多
い
た
め
、
実
際
の
取
引
に
繋
が

る
割
合
が
低
い
と
い
う
難
点
が
あ
っ

た
。最

近
で
は
、
顧
客
特
性
を
分
析

し
て
セ
グ
メ
ン
ト
化
し
、
よ
り
興
味

度
が
高
い
と
想
定
さ
れ
る
顧
客
を

タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
て
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
等

を
展
開
す
る「
セ
グ
メ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

機
関
で
の
利
用
も
30
万
台
を
超
え

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い
る
。

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
」が
、
金
融
機
関
に

お
い
て
一
定
に
進
展
し
て
き
て
い
る
。

こ
の
手
法
は
プ
ッ
シ
ュ
型
マ
ス
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
と
比
べ
ヒ
ッ
ト
率
向
上
が
見

込
め
る一
方
で
、
顧
客
に
と
っ
て
最
適

な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
の
提
案
、
と
い
っ
た

レ
ベ
ル
に
達
す
る
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
る

と
、
今
後
、
多
様
化
し
た
顧
客
と
の

取
引
機
会
を
最
大
化
す
る
た
め
に
、

一
人
一
人
の
状
況
に
合
わ
せ
たO

ne to 

O
ne

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
実
現
が
、
リ

テ
ー
ル
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
重
要
課
題

と
認
識
さ
れ
る
。
実
施
に
あ
た
っ
て

の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
、
次
の
二
点
が

挙
げ
ら
れ
る
。

①
顧
客
の
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
や
金

融
取
引
需
要
を
タ
イ
ム
リ
ー
に
把
握

し
、
そ
れ
ら
を
属
性
等
の
金
融
機
関

が
保
有
す
る
顧
客
情
報
と
併
せ
て

分
析
す
る
こ
と
で
、
顧
客
に
お
け
る

「
最
適
な
タ
イ
ミ
ン
グ
」を
逃
さ
な

い
。②

顧
客
に
お
け
る
最
適
な
タ
イ
ミ

ン
グ
に
お
い
て
、
実
際
に
取
引
に
繋

が
る
効
果
的
な
提
案
を
実
施
す
る
。

（
図
表
１
）

こ
う
し
た
コ
ン
セ
プ
ト
は
、
こ
れ
ま

図表1：金融機関におけるマーケティング手法の変化

出所 ： NTTデータ経営研究所にて作成

販
売
促
進
等
の
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
度

ITの進化により、より低コストで、
より大規模に実施できるように
変化しつつある

対象人数小
低

高

大

●各顧客の潜在的な金融ニーズを把握・推定し、
最適な販売手法で、商品を提供
●高頻度でキャンペーンを実施可能

●セグメント別に顧客アプローチ方法を構築

●広い範囲の顧客に対してセールス

one to one
マーケティング

one to oneマーケティング

セグメンテーション 
マーケティング

セグメンテーションマーケティング

プッシュ型マス 
マーケティング

プッシュ型マスマーケティング
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※5 NTTアド「金融インターネットサービスに関する全国1万人調査」（2012年）

で
も
一
定
に
語
ら
れ
て
き
た
も
の
の
、

実
現
に
は
な
か
な
か
至
ら
な
か
っ
た
の

が
実
態
で
あ
る
。
今こ

ん
ぱ
ん般

、
前
述
の
通

り
普
及
が
進
む
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ

ブ
レ
ッ
ト
端
末
等
の
ス
マ
ー
ト
デ
バ
イ

ス
は
、
そ
の
手
軽
さ
や
高
機
能
さ
に

よ
り
、
状
況
を
打
開
す
る
ト
リ
ガ
ー

と
な
る
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
と
考

え
ら
れ
る
。

3 

「
顧
客
の
最
適
な
タ
イ
ミ
ン

グ
把
握
」へ
の
ス
マ
ー
ト
デ
バ
イ

ス
活
用

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
利
用
シ
ー
ン

は
、
外
出
先
で
の
情
報
収
集
等
に

加
え
、
自
宅
で
の
く
つ
ろ
ぎ
中
・
就

寝
前
等
に
広
が
り
を
見
せ
て
お
り
、

顧
客
の
日
常
生
活
に
寄
り
添
う
存

在
と
し
て
確
立
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
そ

の
た
め
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
通
し
た

顧
客
と
の
接
触
頻
度
拡
大
は
、
金

融
機
関
が
顧
客
の
状
況
を
効
果
的

に
察
知
す
る
有
力
な
手
段
と
な

る
。金

融
取
引
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
上

で
提
供
す
る
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
バ
ン
キ

ン
グ
は
、
こ
れ
ま
で
パ
ソ
コ
ン
上
で

行
っ
て
い
た
金
融
取
引（
残
高
・
入

出
金
明
細
照
会
、
振
込
・
振
替
、

投
資
信
託
等
の
資
産
運
用
系
取
引 

等
）を
提
供
す
る
場
合
が
主
で
あ
っ

た
。
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
、
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
バ
ン
キ
ン
グ
の
利
用
率
は

6
％
程
度
、
今
後
の
利
用
意
向
は

17
％
程
度
と
な
っ
て
い
る※

５

。

顧
客
と
の
接
触
時
間
を
極
大
化

す
る
た
め
に
は
、
既
存
の
金
融
取

引
中
心
の
機
能
に
加
え
、
顧
客
日

常
生
活
と
金
融
機
関
を
リ
ン
ク
さ

せ
る
機
能
を
提
供
す
る
こ
と
が
必

要
と
な
る
。
海
外
金
融
機
関
等
で

の
先
行
事
例
等
を
踏
ま
え
る
と
、

「
多
様
な
決
済
機
能
」「
情
報
提
供

等
の
直
接
的
な
メ
リ
ッ
ト
」「
利
用

し
た
い
と
感
じ
る
楽
し
さ
」と
い
っ
た

手
法
が
考
え
ら
れ
る
。

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
の
多
様
な
決

済
機
能
は
、
非
接
触
I
C
の
国
際

標
準
規
格
で
あ
る「
N
F
C

（N
ear F

ield C
om
m
uni-

cation

）」の
普
及
を
背
景
に
、
特

に
海
外
金
融
機
関
に
お
い
て
導
入

が
進
ん
で
い
る
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

大
手
金
融
機
関
で
あ
る
コ
モ
ン
ウ
ェ

ル
ス
銀
行
は
、
決
済
サ
ー
ビ
ス
業
者

と
連
携
し
た
決
済
、E

m
ail

ア
ド
レ

ス
やF

acebook

ア
カ
ウ
ン
ト
等
を

利
用
し
た
個
人
間
決
済
機
能
等
を

N
F
C
ベ
ー
ス
で
提
供
し
て
お
り
、

顧
客
基
盤
拡
大
に
成
功
し
て
い
る
。

直
接
的
な
メ
リ
ッ
ト
提
供
の
事
例

と
し
て
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
カ
メ

ラ
機
能
を
利
用
し
た
不
動
産
物
件

の
価
格
情
報
提
供
を
通
し
て
顧
客

の
住
宅
購
入
ニ
ー
ズ
を
把
握
す
る

ケ
ー
ス
、
金
融
機
関
店
舗
周
辺
の

小
売
店
と
提
携
し
た
ク
ー
ポ
ン
サ
ー

ビ
ス
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。

昨
今
そ
の
効
果
が
注
目
さ
れ
る

ゲ
ー
ミ
フ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン（
サ
ー
ビ
ス
に

ゲ
ー
ム
デ
ザ
イ
ン
手
法
や
仕
組
み
を

導
入
す
る
こ
と
）の
要
素
を
取
り
入

れ
た
施
策
は
、「
楽
し
さ
」を
提
供

す
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
。
例
え

ば
、
米
国
で
の
新
興
ネ
ッ
ト
銀
行
で

あ
るG

oB
ank

で
は
、
支
出
の
前
に

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
に
お
伺
い
を

立
て
て
可
否
を
決
め
る
ユ
ニ
ー
ク
な

P
F
M
（P

ersonal F
inance 

M
anagem

ent

）サ
ー
ビ
ス
を
提
供

す
る
こ
と
で
、
顧
客
が
興
味
を
持

つ
き
っ
か
け
作
り
に
取
り
組
ん
で
い

る
。

4 

「
実
際
に
取
引
に
繋
が
る
効

果
的
な
提
案
」へ
の
ス
マ
ー
ト
デ

バ
イ
ス
活
用

来
店
し
た
顧
客
に
対
し
て
効
果
的

な
提
案
を
実
施
す
る
た
め
の
手
段

と
し
て
、
金
融
機
関
に
お
け
る
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
へ
の
注
目
が
高
ま
り
つ
つ

あ
る
。
F
I
S
C
が
2
0
1
2
年

に
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ

る
と
、
都
市
銀
行
の
約
3
割
、
地

方
銀
行
の
約
2
割
が
タ
ブ
レ
ッ
ト
端

末
を
導
入
済
と
回
答
し
た
。

顧
客
提
案
シ
ー
ン
に
お
け
る
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
活
用
は
、
次
の
3
段
階

の
レ
ベ
ル
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

・
レ
ベ
ル
1
：
営
業
担
当
の
分
か
り

や
す
い
商
品
説
明
等
を
支
援
す
る

機
能

・
レ
ベ
ル
2
：
顧
客
に
関
し
て
分
析

し
た
結
果
と
連
携
す
る
機
能

・
レ
ベ
ル
3
：
勘
定
系
シ
ス
テ
ム
と

連
携
し
て
取
引
実
行
が
可
能
な
機

能タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
利
用
す
る
こ

と
に
よ
り
、
レ
ベ
ル
1
で
は
商
品
説

明
に
お
け
る
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
等
を

図
れ
、レ
ベ
ル
2
で
は
顧
客
の
ス
テ
ー

スマートデバイスがもたらす 
金融機関の次世代マーケティング
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タ
ス
参
照
や
顧
客
の
特
徴
に
合
致

し
た
ア
プ
ロ
ー
チ
手
法
を
ナ
ビ
ゲ
ー

ト
す
る
等
に
よ
り
、
分
か
り
や
す
い

提
案
が
可
能
と
な
る
。
レ
ベ
ル
3
ま

で
実
装
さ
れ
れ
ば
、
相
談
し
て
い
る

場
で
速
や
か
に
契
約
す
る
こ
と
で
、

顧
客
の
契
約
へ
の
意
思
決
定
か
ら

取
引
完
了
ま
で
の
時
間
が一
層
短
時

間
化
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

ま
た
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
利
用
し

て
顧
客
に
提
案
す
る
こ
と
で
、
取

引
プ
ロ
セ
ス
に
お
け
る
顧
客
の
反
応

や
コ
メ
ン
ト
を
容
易
に
記
録
す
る
こ

と
も
可
能
と
な
る
。

5 

金
融
機
関
に
お
け
る
次
世

代
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

こ
こ
ま
で
記
載
し
た
通
り
、ス
マ
ー

ト
デ
バ
イ
ス
を
活
用
す
る
こ
と
で
、

金
融
機
関
が
収
集
す
る
こ
と
が
で

き
る
顧
客
情
報
は
大
幅
に
拡
大
す

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
具
体
的

に
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
タ
ー
ゲ
ッ

ト
と
し
た
サ
ー
ビ
ス
で
顧
客
の
日
常

生
活
と
の
接
触
頻
度
拡
大
が
、
顧

客
の
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
や
金
融
取
引

需
要
に
関
連
す
る
情
報
獲
得
を
も

た
ら
す
。
ま
た
、
取
引
段
階
に
お

い
て
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
有
効
活
用

す
る
こ
と
で
、
顧
客
の
取
引
ス
テ
ー

タ
ス
や
提
案
に
対
す
る
反
応
等
に

関
す
る
情
報
を
収
集
す
る
こ
と
も

可
能
と
な
る
。

金
融
機
関
に
お
け
る
次
世
代

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
と
は
、
顧
客
に
関

連
す
る
情
報
を
最
大
限
収
集
し
、

加
え
て
精
緻
な
分
析
を
実
施
し
、

顧
客
ロ
イ
ヤ
ル
テ
ィ
向
上
、
収
益
に

直
結
す
る
取
引
の
活
性
化
を
実
現

す
る
こ
と
で
あ
る（
図
表
2
）。
分

析
手
法
と
し
て
、
最
近
で
は
、
顧

客
に
発
生
す
る
イ
ベ
ン
ト
を
分
析

す
る
イ
ベ
ン
ト
・
ベ
ー
ス
ト
・
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
と
い
っ
た
考
え
方
も
金
融

機
関
に
て
検
討
さ
れ
始
め
て
い
る
。

ス
マ
ー
ト
デ
バ
イ
ス
は
、
情
報
を

収
集
す
る
手
段
と
し
て
の
役
割
、

分
析
し
た
結
果
を
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

す
る
媒
体
と
し
て
の
役
割
の
双
方

を
担
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
次
世
代

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
推
進
に
あ
た
っ
て
欠

か
す
こ
と
の
で
き
な
い
存
在
と
い
え

よ
う
。	

J

図表2：金融機関における次世代マーケティング

出所 ： NTTデータ経営研究所にて作成

リアルチャネルでの顧客取引情報

顧客との接点を強化し、収集する顧客情報を最大化 情報を分析し、顧客一人一人に最適な提案・相談対応

リモートチャネルでの顧客取引情報

顧客 顧客

店舗取引
渉外取引

インターネット
バンキング

スマホ
バンキング

日常の決済 ホームページ
アクセス

ATM取引

顧客情報分析

チャネルに
フィードバック

取引活性化！
ロイヤルティ向上！

分析結果

顧客一人一人を
意識した質の高い
提案・相談
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MATSUKAWA, Ayumi

まつかわ　あゆみ
SIerにて損害保険システム・事業計画管理シス
テム・製造管理システム等の企画・開発・運用
に従事した後、現職。金融機関の内部統制構築・
システムリスク管理などITガバナンスの強化、及
び開発・運用プロセスや障害実績の分析による
課題解決など、システムコンサルティングを得
意とする。

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
活
況
の

ニ
ッ
ポ
ン

2
0
2
0
年
|
半
世
紀
ぶ
り
の

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
日
本
は
世
界
中
の

人
々
か
ら
注
目
を
浴
び
て
い
る
。

街
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
時
計
型
・

サ
ン
グ
ラ
ス
型
な
ど
多
種
多
様
な

情
報
端
末
を
身
に
付
け
た
各
国
の

人
々
で
溢
れ
、
皆
あ
た
か
も
自
国

で
過
ご
す
か
の
よ
う
に
迷
う
こ
と

な
く
電
車
や
バ
ス
を
乗
り
こ
な
し
、

言
葉
の
壁
を
感
じ
る
こ
と
な
く
ホ

テ
ル
に
宿
泊
し
、
食
事
や
買
物
を

楽
し
ん
で
い
る
。A

pple

のS
iri

に
代
表
さ
れ
る
様
な
自
然
言
語
エ

ン
ジ
ン
の
性
能
向
上
に
よ
る
エ
ー

ジ
ェ
ン
ト
機
能※

１
の
実
用
化
や
リ
ア
ル

タ
イ
ム
翻
訳
な
ど
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

の
進
化
に
加
え
、
音
声
や
身
振
り

手
振
り
に
よ
る
デ
ー
タ
入
力
な
ど

入
力
装
置
の
進
化
や
、
ア
イ
コ
ン
・

映
像
表
現
に
よ
る
出
力
な
ど

U
I
デ
ザ
イ
ン
面
で
の
急
激
な
進

化
が
国
境
を
越
え
た
自
由
な
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
大
き
く
貢
献

し
て
い
る
の
だ
。

I
T
の
進
化
は
快
適
さ
や
便
利

さ
を
提
供
す
る
一
方
で
、
作
る
人
・

使
う
人
に
新
た
な
ス
キ
ル
を
要
求

す
る
。
時
代
と
と
も
に
必
要
と
な

る
I
T
リ
テ
ラ
シ
ー
は
ま
す
ま
す

高
度
化
・
複
雑
化
し
て
き
て
い
る
。

本
稿
で
は
、
I
T
の
ビ
ジ
ネ
ス
利

用
が
進
ん
だ
1
9
6
0
年
代
か
ら
現

在
ま
で
を
振
り
返
り
、
2
0
2
0

年
に
求
め
ら
れ
る
I
T
リ
テ
ラ

シ
ー
を
予
測
す
る
。

I
T
進
化
と
I
T
リ
テ
ラ
シ
ー

の
変
遷

1
9
6
0
～
1
9
7
0
年
代
：

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
導
入
期

1
9
6
4
年
の
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
を
契
機
に
新
幹
線
・
高
速

道
路
な
ど
交
通
イ
ン
フ
ラ
や
経
済

活
動
の
拠
点
で
あ
る
ビ
ル
建
設
な

ど
で
都
市
の
近
代
化
が
一
気
に
進

ん
だ
。
人
の
流
れ
や
物
流
は
拡
大

し
、
モ
ノ
の
需
要
は
増
加
し
続
け

た
。
こ
れ
に
応
え
る
べ
く
、
製
品

設
計
工
程
や
製
造
工
程
管
理
の

切
り
札
と
し
て
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
導

入
さ
れ
た
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
関
わ

る
人
は
こ
れ
ら
工
程
に
限
ら
れ
て

お
り
、
当
時
の
I
T
リ
テ
ラ
シ
ー
は

「
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
の
上
流
に
所

特
集
レ
ポ
ー
ト

金
融
リ
テ
ラ
シ
ー
2
0
2
0　

～
進
化
す
る
Ｉ
Ｔ
と
深
化
す
る
I
T
リ
テ
ラ
シ
ー
～

※１：ユーザの意思に応じた判断、システム処理を行う機能。ここで挙げたSiriでは、ユーザーの音声を受けてメッセージを送る・電話をかける・質問に答えるなどの機能が用
意されている。データ収集と高度なアルゴリズム開発が必須機能であるため、Google・マイクロソフト・アップルをはじめとするIT企業のホットな開発案件となっている。
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C
P
U
や
メ
モ
リ
な
ど
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
の
エ
ン
ジ
ン
部
分
、
液
晶
モ
ニ
タ

な
ど
の
イ
ン
タ
フ
ェ
ー
ス
が
急
激
に

安
価
に
な
っ
た
こ
と
で
パ
ソ
コ
ン
が

個
人
の
手
の
届
く
も
の
と
な
っ
た
。

ま
る
で
70
年
代
か
ら
80
年
代
の
電

卓
戦
争
の
如
く
高
機
能
化
と
低
コ

ス
ト
化
が
進
ん
だ
こ
と
に
よ
り
、

あ
っ
と
い
う
間
に
家
庭
に
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
が
普
及
し
た
。
こ
れ
に
呼

応
し
て
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
や
ス
キ
ャ

ナ
ー
な
ど
の
周
辺
機
器
の
普
及
も

一
気
に
進
み
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
扱

う
デ
ー
タ
は
テ
キ
ス
ト
や
数
字
だ
け

で
な
く
、
音
声
や
静
止
画
、
動
画

と
い
っ
た
い
わ
ゆ
る
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア

と
な
っ
た
。
こ
れ
ら
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
方
法
と
質
を
大
き
く
変

化
さ
せ
、
テ
キ
ス
ト
で
は
伝
え
ら

れ
な
い
ニ
ュ
ア
ン
ス
ま
で
伝
え
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
時
代
の
Ｉ

Ｔ
リ
テ
ラ
シ
ー
は
、「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

を
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
と
し

て
使
い
こ
な
す
能
力
」と
定
義
で

き
る
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
に

よ
り
、
ウ
イ
ル
ス
感
染
や
デ
ー
タ

漏
洩
リ
ス
ク
が
高
ま
っ
た
た
め
、
リ

ス
ク
リ
テ
ラ
シ
ー
が
極
め
て
重
要
な

属
す
る
人
の
一
部
に
求
め
ら
れ
る
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
操
作
技
術
」と
定
義
で

き
る
。

1
9
8
0
年
代
：

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
普
及
期

1
9
8
0
年
代
に
入
っ
て
か
ら

は
、
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
の
下
流
工

程
に
あ
た
る
事
務
や
物
流
で
の
Ｉ

Ｔ
活
用
が
盛
ん
に
な
っ
た
。
製
品

開
発
ス
ピ
ー
ド
が
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
導

入
で
高
速
化
さ
れ
た
結
果
、
製
品

ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
が
短
く
な
り
、
こ

れ
に
伴
っ
て
社
内
事
務
や
在
庫
管

理
な
ど
の
リ
ア
ル
タ
イ
ム
性
が
求
め

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
で
あ

る
。
オ
フ
コ
ン
が
社
内
回
線
で
結

ば
れ
、
事
務
の
効
率
化
が
急
速
に

進
め
ら
れ
た
。
こ
の
当
時
の
I
T

リ
テ
ラ
シ
ー
は「
業
務
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ

ン
に
必
要
な
キ
ー
ボ
ー
ド
操
作
や

プ
リ
ン
タ
ー
操
作
技
術
」と
定
義

で
き
る
。

1
9
9
0
年
代
：

パ
ー
ソ
ナ
ル
化
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

の
時
代

1
9
9
0
年
代
に
入
っ
て

要
素
と
な
っ
た
こ
と
も
こ
の
時
代

の
大
き
な
特
徴
で
あ
る
。

2
0
0
0
年
代
：

ユ
ビ
キ
タ
ス
社
会
の
到
来

2
0
0
0
年
代
は
C
P
U
や
メ

モ
リ
の
高
密
度
化
や
バ
ッ
テ
リ
ー
の

高
性
能
化
に
よ
っ
て
I
T
機
器
の

驚
異
的
な
小
型
化
が
実
現
さ
れ

た
。
ま
た
、
高
機
能
携
帯
電
話
の

普
及
、
ワ
イ
ヤ
レ
ス
通
信
の
高
速

化
と
サ
ー
ビ
ス
提
供
エ
リ
ア
の
拡

大
も
一
気
に
進
ん
だ
。
こ
れ
に
よ
っ

て
I
T
の
利
用
は
場
所
と
時
間
の

制
約
か
ら
解
放
さ
れ
、
ユ
ビ
キ
タ

ス
社
会
が
到
来
し
た
。
更
に
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
の
商
用
利
用
が
急
激

に
進
み
、
電
子
決
済
を
狙
っ
た
ネ
ッ

ト
詐
欺
や
騙
し
リ
ン
ク
へ
の
誘
導

に
よ
る
I
D
盗
難
な
ど
が
急
増
し

た
。
こ
の
時
代
の
I
T
リ
テ
ラ
シ
ー

は
、
マ
ル
チ
デ
バ
イ
ス
の
活
用
、
及

び
場
所
と
時
間
の
制
約
か
ら
解
放

さ
れ
た
ゆ
え
の
リ
ス
ク
リ
テ
ラ
シ
ー

と
定
義
す
る
こ
と
が
で
き
る
。



2
0
1
0
年
代
：

S
N
S
の
隆
盛
・
デ
ー
タ
爆
発
の

予
兆次

々
登
場
す
る
S
N
S
や

M
2
M
の
普
及
な
ど
に
よ
り
、

ネ
ッ
ト
上
の
デ
ー
タ
は
増
加
の
一
途

を
辿
っ
て
い
る
。
更
に
S
E
O

（
サ
ー
チ
エ
ン
ジ
ン
最
適
化
）な
ど

の
技
術
に
よ
っ
て
、
優
秀
な
検
索

エ
ン
ジ
ン
を
も
っ
て
し
て
も
、
欲
し

い
情
報
に
な
か
な
か
リ
ー
チ
で
き
な

い
と
い
っ
た
状
況
に
な
り
つ
つ
あ

る
。
現
代
に
必
要
な
リ
テ
ラ
シ
ー

は
、
有
益
な
情
報
を
識
別
し
て
取

り
出
す
技
術
と
そ
の
情
報
の
確
か

ら
し
さ
を
検
証
す
る
技
術
と
い
え

る
。
ま
た
、T

w
itter

や
フ
ェ
イ
ス

ブ
ッ
ク
な
ど
の
S
N
S
で
公
開
し

た
情
報
が
本
人
の
意
思
や
思
惑
を

超
え
て
悪
意
を
持
っ
て
広
め
ら
れ

る
＝
い
わ
ゆ
る「
炎
上
」も
こ
の
数

年
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
だ
。
ネ
ッ
ト
上
で

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
マ
ナ
ー
も

I
T
リ
テ
ラ
シ
ー
の
一つ
で
あ
る
と

い
え
よ
う
。

こ
こ
ま
で
を
整
理
し
よ
う
。
技

術
進
化
に
よ
っ
て
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
は

計
算
機
か
ら
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
へ
と
進
化

し
て
き
た
。
求
め
ら
れ
る
I
T
リ

テ
ラ
シ
ー
も
情
報
イ
ン
プ
ッ
ト
／
ア

ウ
ト
プ
ッ
ト
の
方
法
と
い
っ
た
基
本

的
な
操
作
技
術
か
ら
、
メ
デ
ィ
ア

の
使
い
方
、
ネ
ッ
ト
、
S
N
S
の

使
い
方
と
マ
ナ
ー
と
い
う
よ
う
に

社
会
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

仕
方
・
あ
り
方
に
そ
の
軸
足
が
移

り
変
わ
り
つ
つ
あ
る
と
い
え
る
。

複
雑
・
高
度
な
金
融
機
関
の

I
T
リ
テ
ラ
シ
ー

こ
こ
で
金
融
機
関
に
求
め
ら
れ

る
I
T
リ
テ
ラ
シ
ー
を
考
え
て
み

よ
う
。
銀
行
、
保
険
、
証
券
な

ど
い
ず
れ
の
業
態
に
お
い
て
も
、

商
品
や
サ
ー
ビ
ス
が
目
に
見
え
な

い
こ
と
が
特
徴
だ
。
少
々
大
胆
な

表
現
だ
が「
文
字（
約
款
）と
数
字

か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
」と
言
っ
て

良
い
だ
ろ
う
。
預
金
や
保
険
金
額

と
い
っ
た
数
字
そ
の
も
の
が
商
品
で

あ
る
た
め
、
本
質
的
に
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
と
の
親
和
性
が
高
い
の
だ
。
実

際
、
金
融
機
関
に
お
け
る
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
導
入
は
1
9
6
0
年
代

初
め
で
あ
り
、
既
に
こ
の
時
代
に

オ
ン
ラ
イ
ン
化
ま
で
さ
れ
て
い
る
。

顧
客
が
I
T
化
の
恩
恵
に
預

か
っ
た
の
は
ず
っ
と
後
年
で
あ
る
。

パ
ソ
コ
ン
が
普
及
し
て
も
な
お
、
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
や
約
款
類
は
紙
の
ま
ま

で
あ
っ
た
し
、
申
込
書
も
紙
に
印

鑑
と
い
う
時
代
が
長
く
続
い
た
。

金
融
機
関
の
I
T
活
用
の
基
本

方
針
が
顧
客
サ
ー
ビ
ス
よ
り
、
自

社
の
事
務
効
率
化
に
重
き
を
置
い

て
い
た
た
め
と
思
わ
れ
る
。
画
像

や
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
リ
ッ
チ
コ

ン
テ
ン
ツ
を
使
っ
て
商
品
を
分
か
り

や
す
く
紹
介
す
る
と
か
、
顧
客
参

加
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
提
供
す
る
こ
と

で
顧
客
の
金
融
リ
テ
ラ
シ
ー
の
向

上
を
図
る
と
い
っ
た
取
組
み
は
こ

の
数
年
で
急
激
に
増
加
し
て
き
た

が
、
発
展
途
上
に
あ
る
。
ネ
ッ
ト

と
金
融
サ
ー
ビ
ス
の
融
合
に
は
、

ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
の
使
い
勝
手
、
ソ
フ

ト
ウ
ェ
ア
の
使
い
易
さ
、
コ
ン
テ
ン

ツ
の
わ
か
り
易
さ
、
顧
客
参
加
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
提
供
な
ど
、
あ
ら
ゆ

る
工
夫
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、

商
品
が
顧
客
の
資
産
そ
の
も
の
で

あ
る
た
め
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
は
万
全

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
を

担
保
す
る
た
め
の
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン

や
技
術
は
最
高
の
も
の
を
求
め
ら

れ
る
。
金
融
機
関
に
求
め
ら
れ
る

I
T
リ
テ
ラ
シ
ー
は
商
品
が
目
に

見
え
な
い
ゆ
え
に
幅
広
く
、
高
度

で
あ
る
と
い
え
る
。

お
も
て
な
し
を
実
現
す
る

I
T
リ
テ
ラ
シ
ー

冒
頭
で
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
沸
く

日
本
の
街
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
。
こ

れ
を
支
え
る
I
T
と
必
要
と
な
る

I
T
リ
テ
ラ
シ
ー
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。

ム
ー
ア
の
法
則※

２

は
相
変
わ
ら
ず

続
い
て
い
る
だ
ろ
う
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

の
性
能
も
ど
ん
ど
ん
向
上
す
る
が
、

デ
ー
タ
も
指
数
関
数
的
に
増
え
続

け
、
遂
に「
デ
ー
タ
爆
発
」を
起
こ

す
。
ネ
ッ
ト
に
残
る
古
い
デ
ー
タ
や

S
N
S
に
展
開
さ
れ
る
ス
パ
ム
な

ど
無
意
味
な
大
量
デ
ー
タ
に
よ
っ
て

人
々
は
本
当
に
必
要
な
デ
ー
タ
に

辿
り
つ
け
ず
、
I
T
の
力
は
皮
肉

に
も
こ
れ
ら
の
無
価
値
な
デ
ー
タ

金融リテラシー2020　
～進化するＩＴと深化するITリテラシー～

※2 米インテル社の共同創業者であるゴードン・ムーアが1965年に発表した「半導体の集積密度は18～24ヶ月で倍増し、チップは処理能
力が倍になっても更に小型化が進む」という法則。「集積密度」を「性能」と読み換えると、現在でも通用する。コンピュータの性能に関す
る予測などで指標とされている。 Info-Future® No.42 February 2014　36



を
選
り
分
け
る
こ
と
に
使
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
状
態
に
陥
っ
て
い
る

か
も
し
れ
な
い
。
情
報
が
タ
ダ
で
あ

る
と
い
う
時
代
は
過
去
の
も
の
に

な
り
、
情
報
革
命
の
負
の
遺
産
な

ど
と
言
わ
れ
て
い
る
こ
と
も
想
像

で
き
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
で
は
、

精
度
の
高
い
情
報
を
保
有
し
提
供

で
き
る
企
業
の
価
値
は
大
変
高
い

も
の
に
な
っ
て
い
る
だ
ろ
う
。
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
で
情
報
は
タ
ダ

の
時
代
と
言
わ
れ
て
久
し
い
が
、

こ
こ
で「
情
報
は
買
う
も
の
」と
い

う
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト
が
起
き
て
も

不
思
議
で
は
な
い
。

金
融
機
関
に
お
い
て
は
顧
客
に

質
の
高
い
情
報
を
提
供
す
る
こ
と

が
命
題
と
な
っ
て
い
よ
う
。
こ
れ

を
実
現
す
る
た
め
に
は
金
融
機

関
が
情
報
の
目
利
き
で
あ
る
必
要

が
出
て
く
る
。
自
社
内
の
情
報
だ

け
で
は
顧
客
の
ニ
ー
ズ
は
満
た
さ

れ
な
い
。
顧
客
の
経
済
行
動
圏
内

（
現
実
社
会
と
ネ
ッ
ト
）を
く
ま

な
く
歩
い
て
選
り
抜
き
の
情
報
を

提
供
す
る「
情
報
ソ
ム
リ
エ
」と
も

言
う
べ
き
ス
キ
ル
が
要
求
さ
れ
る

だ
ろ
う
。
多
様
化
す
る
顧
客
の
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
や
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル

を
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
す
る
の
は
容
易

で
は
な
い
。
さ
ら
に
、
こ
れ
ら
情

報
を
ス
マ
ー
ト
に
見
せ
る
技
術
も

必
要
と
な
る
。
い
く
ら
良
質
な
情

報
で
あ
っ
て
も
、
例
え
ば
テ
キ
ス

ト
や
写
真
を
雑
然
と
配
置
し
た

だ
け
で
は
情
報
価
値
が
顧
客
に
伝

わ
ら
な
い
か
ら
だ
。
情
報
価
値
を

分
か
り
や
す
く
・
美
し
く
見
せ
る

た
め
の
イ
ン
フ
ォ
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ス

技
術
や
イ
ン
タ
フ
ェ
ー
ス
デ
ザ
イ
ン

の
ス
キ
ル
が
要
求
さ
れ
る
だ
ろ
う
。

こ
れ
ら
２
つ
の
ス
キ
ル
は
一
朝
一
夕

で
は
身
に
付
か
な
い
。
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
が
助
け
て
く
れ
は
す
る
が
、

基
本
的
に
は
ヒ
ト
の
セ
ン
ス
そ
の

も
の
だ
か
ら
だ
。

金
融
機
関
が
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
で
お
も
て
な
し
を
提
供
す
る
に

は「
新
鮮
で
良
質
な
情
報
を
美
し

く
加
工
」で
き
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
保
有
す
る
情
報
価
値
の
向

上
と
情
報
の
加
工
技
術
の
向
上
の

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
今
か
ら
取
り
組
ん

だ
金
融
機
関
が
表
彰
台
で
顧
客

の
喝
采
を
浴
び
て
い
る
に
違
い
な

い
。	

J

図表1：年代別IT環境とエポック

出所 ： NTTデータ経営研究所にて作成

?

2020年代2010年代2000年代1990年代

「企業の業務効率化」
■ 企業内
■ 限られた職種
■ プログラミング能力

■ 企業内
■ 多くの職種
■ 入力技術

■ 家庭に普及
■ マルチメディア
■ インターネット

1980年代1960～1970年代

「個人生活への浸透」

■ ワイヤレス
■ マルチデバイス
■ セキュリティ

「ユビキタス社会」

■ スマートフォン
■ M2M
■ SNS
■ ビッグデータ

「全てがネットに
　つながる時代」

10111111100001
01101011111100
0101010100001
0
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特
集
レ
ポ
ー
ト

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
の
現
状
と
あ
る
べ
き
姿

～
中
小
企
業
の
ビ
ジ
ネ
ス
活
性
化
に
向
け
た
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
の
活
用
～
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NTTデータ経営研究所
金融コンサルティング本部 

シニアコンサルタント

大中　純
OONAKA, Jun
おおなか　じゅん

NTTデータ経営研究所
金融コンサルティング本部

コンサルタント

西村 美峰
NISHIMURA, Miho

にしむら　みほ

都市銀行の市場ALM部門において、ALMマーケッ
ト担当者に従事したのち、コンサルティングファー
ムを経て現在に至る。主にBPR、システム導入に関
するコンサルティング業務やリサーチ業務に従事。

大手証券会社を経て現在に至る。
金融機関を対象とした新規ビジネスの検討、金融
機関におけるBCP整備・訓練支援、金融機関子会
社向けシステムリスク管理態勢構築支援等に従事。

国
内
経
済
の
成
熟
化
、
後
継
者

不
足
、
雇
用
問
題
等
、
中
小
企

業
を
取
り
巻
く
経
営
環
境
が
厳
し

く
な
る
な
か
、
中
小
企
業
か
ら
ビ

ジ
ネ
ス
マッ
チ
ン
グ
に
対
す
る
ニ
ー
ズ

が
高
ま
っ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
中

小
企
業
の
活
性
化
の
た
め
に
中
小

企
業
に
対
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン

グ
業
務
の
現
場
か
ら
問
題
点
を
明

ら
か
に
し
、
そ
の
解
決
案
に
つ
い
て

論
じ
る
。

１
．
中
小
企
業
を
取
り
巻
く

外
部
環
境
変
化
に
つ
い
て

○
金
融
庁
に
よ
る
リ
レ
ー
シ
ョ
ン

シ
ッ
プ
バ
ン
キ
ン
グ
の
強
化

金
融
庁
は
、「
地
域
密
着
型
金

融
の
機
能
強
化
の
推
進
に
関
す
る

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム（
平
成
17
～

18
年
度
）」に
お
い
て
、
情
報
開
示

に
よ
る
規
律
付
け
の
も
と
、
地
域

密
着
型
金
融（
リ
レ
ー
シ
ョ
ン
シ
ッ

プ
バ
ン
キ
ン
グ
）の
機
能
強
化
を
確

実
に
図
る
た
め
、
中
小
・
地
域
金

融
機
関
に
対
し
、「
地
域
密
着
型

金
融
推
進
計
画
」（
以
下「
推
進

計
画
」と
い
う
。）を
策
定
・
公
表

す
る
こ
と
を
要
請
し
た
。 

ま
た
、

推
進
計
画
の
策
定
に
当
た
っ
て
は
、

地
域
密
着
型
金
融
の一
層
の
推
進

に
向
け
、
各
金
融
機
関
は
、
①

事
業
再
生
・
中
小
企
業
金
融
の

円
滑
化
、
②
経
営
力
の
強
化
、

③
地
域
の
利
用
者
の
利
便
性
向

上
に
つ
い
て
の
具
体
的
な
取
り
組

み
を
記
載
す
る
こ
と
を
求
め
ら
れ

て
い
る
。

○
企
業
ニ
ー
ズ

中
小
企
業
を
取
り
巻
く
経
営

環
境
が
厳
し
く
な
る
な
か
、「
営
業

力
・
販
売
力
の
強
化
」が
企
業
経

営
上
の
最
大
の
課
題
と
な
っ
て
お
り

（
図
表
１
）、
金
融
機
関
に
対
し
て

も
、
通
常
の
金
融
サ
ー
ビ
ス
に
加

え
、
販
売
先
・
仕
入
先
の
紹
介

等
を
求
め
る
傾
向
が
高
ま
っ
て
い
る

（
図
表
２
）。

今
後
は
、
金
融
円
滑
化
法
終

了
を
受
け
、
中
小
企
業
に
対
す

る
経
営
支
援
の
ニ
ー
ズ
も
高
ま
り
、

当
局
や
顧
客
の
ニ
ー
ズ
の
視
点
か

ら
も
、
金
融
機
関
に
お
け
る
サ
ー
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ビ
ス
と
し
て
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
が

よ
り
注
目
さ
れ
る
と
考
え
る
。
そ

の
よ
う
な
状
況
下
、
中
小
企
業
の

活
性
化
を
目
的
と
し
た
ビ
ジ
ネ
ス

マ
ッ
チ
ン
グ
を
よ
り
活
用
で
き
る
仕

組
み
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
と
い

う
問
い
に
つ
い
て
考
え
た
い
。
本
稿

で
は
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
の
現
状

を
把
握
し
、
そ
こ
か
ら
見
え
た
問

題
点
を
整
理
す
る
。
そ
の
後
に
問

題
解
決
の
た
め
の
施
策
を
検
討
す

る
。

２
．
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
の

現
状
把
握

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
の
現
状
を

把
握
す
る
た
め
に
、
現
状
の
ビ
ジ

ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
業
務
の
取
り
組
み

状
況
の
把
握
と
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン

グ
に
お
け
る
重
点
ポ
イ
ン
ト
や
問

題
点
を
洗
い
出
す
こ
と
を
目
的
と

し
、
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
を
積
極

的
に
行
っ
て
い
る
金
融
機
関
や
商

工
会
議
所
、
財
団
法
人
等
を
対

象
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
実
施
し
た
。

（
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
概
要
）

期
間
：
2
0
1
3
年
7
月
～
9

月対
象
：
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
を

積
極
的
に
行
っ
て
い
る
全
国
の
金
融

機
関
、
商
工
会
議
所
、
財
団
法
人

内
容
：
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
の

現
状
、
業
務
プ
ロ
セ
ス
、
今
後
の

取
組
方
針	

等

○
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
結
果

①
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
の
現
状

①
|
１ 

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
の
取

組
状
況

・
単
な
る
お
見
合
い
で
は
な
く
、
企

業
の
内
外
分
析
を
含
め
た
コ
ン
サ

ル
テ
ィ
ン
グ
レ
ベ
ル
の
支
援
に
取

り
組
ん
で
い
る

・ 

他
行
と
の
差
別
化
を
図
る
ツ
ー
ル

の一つ
で
あ
り
、
人
事
評
価
項
目

に
取
り
入
れ
て
い
る

・
中
小
企
業
の
マ
ッ
チ
ン
グ
は
規
模

が
大
き
く
な
い
た
め
、
資
金
ニ
ー

ズ
が
発
生
す
る
ケ
ー
ス
は
少
な
い

①
|
２ 

直
近
の
取
り
扱
い
件
数
、

ボ
リ
ュー
ム
の
増
減

・
商
談
/
成
約
件
数
は
増
加
傾
向

図表1：中小企業における経営課題 図表2：中小企業が金融機関に求めるサービス

営業力・販売力の強化
人材の確保・育成

販売価格引上げ、コストダウン
財務体質の強化（借入金返済等）

技術・研究開発の強化
新商品・サービスの開発、新事業立上げ

自社ブランドの育成・強化
海外事業展開

供給能力の拡充（設備増強等）
既存事業の絞り込み

資金調達方法の多様化

販売先の紹介
新規参入分野の情報提供

仕入先企業の紹介
経営セミナーの開催

財務相談
事業承継への助言

立地場所等の情報提供
税務・法務相談

社内制度等改革への助言
戦略立案等への助言

M&Aに関する情報提供
研究者の紹介
専門家の紹介

出所 ： 金融庁HP 金融庁委託調査「地域経済における
 金融機能の向上に関する調査研究」（2012年2月）

出所 ： 日本政策金融公庫HP 2013年の中小企業の景況見通し
 ～『中小企業景況感調査』（2012年11月）の付帯調査結果～
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に
あ
る

・
取
引
先
の
廃
業
等
で
販
路
開
拓

ニ
ー
ズ
が
高
ま
っ
て
い
る

①
|
３ 

他
金
融
機
関
、
他
団
体
等

と
の
連
携

・
金
融
機
関
間
で
連
携
す
る
こ
と

で
マ
ッ
チ
ン
グ
の
質
を
向
上
し
、

企
業
に
付
加
価
値
を
提
供
し
た

い
・
自
行
で
対
応
で
き
て
お
り
、
一
定

の
評
価
も
得
て
い
る
た
め
、
他
の

連
携
は
考
え
て
い
な
い

②
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
の
業
務
プ

ロ
セ
ス

②
|
１ 

マッ
チ
ン
グ
業
務
の
運
営

・ 

商
談
の
場
の
み
の
提
供
や
、
商

談
に
立
ち
会
い
、
商
談
後
の
ア
フ

タ
ー
フ
ォ
ロ
ー
ま
で
実
施
す
る
な

ど
様
々
な
態
勢
が
あ
る

・ 

ア
フ
タ
ー
フ
ォ
ロ
ー
ま
で
対
応
で

き
て
い
な
い
こ
と
が
多
い

・ 

ト
ラ
ブ
ル
時
の
責
任
回
避
の
意

味
を
含
み
、
無
償
で
マ
ッ
チ
ン
グ

を
行
っ
て
い
る

②
|
２ 

情
報
の
運
用
・
管
理
方
法

・ 

担
当
者
が
得
た
情
報
は
本
部
で

エ
ク
セ
ル
管
理
し
て
い
る

・ 

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
常
に
最
新
化
し

て
お
く
こ
と
が
難
し
い

・ 

収
集
情
報
を
有
効
活
用
す
る
に

は
専
門
知
識
が
求
め
ら
れ
る

②
|
３ 

担
当
者
の
業
務
負
担

・
取
引
先
の
商
品
価
値
を
適
切
に

目
利
き
す
る
力（
専
門
知
識
・
ノ

ウ
ハ
ウ
）が
必
要

・ 

デ
ー
タ
化
が
難
し
い
経
営
者
の
方

針
、
性
格
等
の
定
性
情
報
を
把

握
し
、
活
用
す
る
必
要
が
あ
る

・ 

通
常
業
務
と
並
行
す
る
た
め
、

担
当
者
の
業
務
負
担
は
大
き

く
、
企
業
や
業
界
の
知
識
を
習

得
す
る
時
間
的
余
裕
が
な
い

③
今
後
の
取
組
方
針

③
|
１ 

マッ
チ
ン
グ
の
成
功
要
素

・ 

情
報
量
の
多
さ
：
よ
り
ニ
ー
ズ

に
合
致
す
る
紹
介
先
を
抽
出
で

き
、
商
談
/
成
約
率
が
高
く
な

る
・ 

情
報
の
質
の
高
さ
：
正
確
か
つ

鮮
度
が
高
く
、
よ
り
具
体
的
な

情
報
が
あ
れ
ば
、
マ
ッ
チ
ン
グ
時

の
認
識
齟
齬
を
回
避
で
き
る

・ 

企
業
自
身
が
自
社
の
強
み
や
弱

み
を
把
握
し
、
効
果
的
に
相
手

に
伝
え
る
技
術
を
持
つ
こ
と
が

重
要

③
|
２ 

顧
客
か
ら
の
要
望
・
ニ
ー
ズ

・ 

企
業
は
、
地
元
以
外
の
企
業
や

大
企
業
と
の
商
談
機
会
を
得
る

た
め
に
商
談
会
に
参
加
す
る

・  

受
注
ニ
ー
ズ
は
多
い一
方
、
発
注

ニ
ー
ズ
の
収
集
に
苦
労
す
る

・ 「
営
業
担
当
→
営
業
店
内
→
本

部
」と
情
報
伝
達
の
過
程
で
、

情
報
の
正
確
さ
と
鮮
度
が
失
わ

れ
る
た
め
最
適
な
マ
ッ
チ
ン
グ
が

で
き
な
い

③
|
３ 

今
後
の
強
化
ポ
イ
ン
ト

・ 

情
報
の
量
や
質
を
高
め
、
内
部

の
イ
ン
ト
ラ
や
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の

活
用
率
を
向
上
さ
せ
る

・ 

本
部
を
介
さ
な
い
営
業
店
間
の

マッ
チ
ン
グ
を
増
加
さ
せ
、
マッ
チ

ン
グ
機
会
の
増
加
、
ス
ピ
ー
ド
の

向
上
、
精
緻
な
情
報
連
携
を
実

現
す
る

・ 
専
門
知
識
を
有
す
る
人
材
が
必

要
と
な
る

３
．
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
か
ら
得
ら

れ
た
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
の

あ
る
べ
き
姿
と
現
状
の
問
題
点

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
よ
り
、
ビ
ジ
ネ
ス

マ
ッ
チ
ン
グ
の
あ
る
べ
き
姿
は
、
有

益
な
情
報
を
取
得
し
て
管
理
し
、

適
切
な
マッ
チ
ン
グ
先
を
効
率
よ
く

選
定
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ

と
が
確
認
で
き
た
。
そ
の
一
方
で
、

現
状
で
は
問
題
点
が
い
く
つ
か
存

在
す
る
こ
と
か
ら
、
最
適
な
マッ
チ

ン
グ
が
実
現
で
き
て
い
な
い
と
考
え

ら
れ
る
。

（
あ
る
べ
き
姿
）

① 

情
報
の
質
が
高
く
、
十
分
な
量

の
受
発
注
情
報
を
担
当
者
が
取

得
で
き
る
こ
と

② 

取
得
し
た
情
報
を
確
実
に
正
確

に
内
部
シ
ス
テ
ム
へ
入
力
し
、
蓄

積
し
た
情
報
を
内
部
で
共
有
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
蓄

積
し
た
情
報
を
最
新
化
し
た
状

態
に
保
つ
こ
と
が
で
き
る
こ
と

③ 

定
性
/
定
量
的
な
内
外
分
析
等

を
行
い
、
最
適
な
マ
ッ
チ
ン
グ
先

が
抽
出
で
き
る
こ
と

ビジネスマッチングの現状とあるべき姿
～中小企業のビジネス活性化に向けたビジネスマッチングの活用～
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者
に
対
し
、「
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ

業
務
に
関
す
る
支
援
ス
キ
ー
ム
の

構
築
」や「
時
間
的
余
裕
の
不
足
の

解
消
」を
検
討
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
。

①
の
解
決
手
段
案

〈
担
当
者
の
業
界
知
識
理
解
促
進
〉

・ 

定
期
的
な
勉
強
会
や
セ
ミ
ナ
ー
、

e
ラ
ー
ニ
ン
グ
等
の
実
施

・ 

業
界
・
企
業
レ
ポ
ー
ト
の
定
期
的

な
配
信

・ 

人
事
評
価
制
度
へ
の
組
込
み

〈
専
門
ノ
ウ
ハ
ウ
・
ナ
レ
ッ
ジ
の
高
度

化
〉

・ 

業
界
ノ
ウ
ハ
ウ
・
知
見
等
を
保
有

す
る
有
識
者（
業
界
出
身
者
等
）

を
採
用
し
た
専
門
部
署
を
設
置

し
、
営
業
店
を
サ
ポ
ー
ト

・ 

ナ
レ
ッ
ジ
D
B
（
過
去
事
例
の
蓄

積
）等
の
積
極
的
活
用

②
の
解
決
手
段
案

〈
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
業
務
の
負
荷

軽
減
〉

・ 

シ
ス
テ
ム
サ
ポ
ー
ト
等
に
よ
る
業

務
効
率
化
、
情
報
入
力
/
検
索

④ 

商
談
時
の
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

や
企
業
の
ア
ピ
ー
ル
方
法
の
教
授

等
に
よ
り
、
商
談
時
の
サ
ポ
ー
ト

を
行
え
る
こ
と

⑤ 

商
談
か
ら
商
談
後
の
フ
ェ
ー
ズ
に

お
い
て
、
顧
客
満
足
度
を
向
上

さ
せ
、
今
後
の
取
引
機
会
を
創

出
さ
せ
る
リ
レ
ー
シ
ョ
ン
構
築
を

行
え
る
こ
と

（
問
題
点
）

① 

担
当
者
に
専
門
知
識
や
ノ
ウ
ハ
ウ

が
な
い
た
め
、
企
業
の
受
発
注

ニ
ー
ズ
が
理
解
で
き
な
い

② 

受
注
ニ
ー
ズ
は
比
較
的
収
集
し
や

す
い一
方
、
発
注
ニ
ー
ズ
が
十
分

に
取
得
で
き
て
い
な
い

③ 

担
当
者
は
通
常
業
務
に
時
間
を

取
ら
れ
、
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ

に
割
く
時
間
的
な
余
裕
が
な
い

④ 

収
集
し
た
情
報
を
更
新
・
管
理

で
き
て
い
な
い

⑤ 

担
当
者
に
業
界
知
識
が
な
い
た

め
、
収
集
情
報
を
も
と
に
最
適

な
紹
介
先
を
選
定
で
き
な
い

⑥ 

経
営
方
針
や
経
営
者
の
性
格
等

の
定
性
的
な
情
報
に
つい
て
、
担

当
者
の
経
験
と
勘
に
依
存
し
属

人
化
し
て
い
る
た
め
、
活
用
し
き

れ
て
い
な
い

⑦ 

企
業
の
自
社
商
品
/
サ
ー
ビ
ス
の

ア
ピ
ー
ル
に
対
す
る
十
分
な
サ

ポ
ー
ト
が
で
き
て
お
ら
ず
、
企
業

が
効
果
的
に
自
社
を
ア
ピ
ー
ル
で

き
て
い
な
い

⑧ 

マ
ッ
チ
ン
グ
後
の
各
企
業
に
対
す

る
ア
フ
タ
ー
フ
ォ
ロ
ー
が
で
き
て
い

な
い

４
．
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
の

壁
と
そ
の
解
決
手
段

こ
れ
ら
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
結
果
か

ら
抽
出
さ
れ
た
問
題
点
を
解
消
さ

せ
、
あ
る
べ
き
姿
の
条
件
を
満
た

す
た
め
に
は
2
つ
の
壁
が
あ
る
と
考

え
る
。

① 

担
当
者
に
お
け
る
業
界
知
識
、

専
門
ノ
ウ
ハ
ウ
・
ナ
レ
ッ
ジ
等
の

不
足

② 

担
当
者
の
通
常
業
務
繁
忙
に
よ

る
時
間
的
な
制
約

そ
れ
ぞ
れ
の
解
決
方
針
と
し
て
、

経
営
支
援
の
一つ
の
サ
ー
ビ
ス
で
あ

る
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
は
、
担
当

の
負
荷
軽
減

・ 

企
業
ア
ピ
ー
ル
力
を
向
上
さ
せ
る

セ
ミ
ナ
ー
等
の
実
施

・ 

金
融
機
関
を
横
断
し
た
ビ
ジ
ネ

ス
マ
ッ
チ
ン
グ
の
仕
組
み
を
構
築

し
、
各
行
の
負
荷
を
分
散

〈
通
常
業
務
の
効
率
化
〉

・ 

業
務
プ
ロ
セ
ス
改
善
等
の
B
P
R

推
進

５
．
結
び

本
稿
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
し
て
は
、
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
か
ら
現
状
の
問
題
点
を

抽
出
し
、
そ
の
問
題
点
の
対
応
案

を
考
え
た
。
一
方
学
術
的
に
も
、
経

済
学
の
観
点
か
ら
マ
ー
ケ
ッ
ト
デ
ザ
イ

ン
と
い
う
分
野
で
最
適
な
組
み
合
わ

せ
を
実
現
す
る
仕
組
み
を
設
計
す

る
研
究
が
さ
れ
て
い
る
。
社
会
的
に

必
要
と
な
って
い
る
ビ
ジ
ネ
スマッ
チ
ン

グ
の
活
性
化
の
た
め
に
も
、
今
回
の

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
結
果
の
み
で
は
な
く
、

学
術
的
な
観
点
を
加
え
な
が
ら
、

引
き
続
き
有
効
で
最
適
な
解
決
案

を
考
え
て
い
き
た
い
。	

J
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金融コンサルティング本部

シニアコンサルタント

土田 真子
TSUCHITA, Mako

つちた　まこ
大手システムインテグレータにて、金融機関の
勘定系システム開発に従事の後、現職。 
リテール金融におけるマーケティング戦略、カー
ド＆ペイメント分野における新規ビジネス創出等
のコンサルティングに従事。

は
じ
め
に

「
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
現
金
レ
ス

に
」。
ビ
ザ
・
ワ
ー
ル
ド
ワ
イ
ド
・
ジ
ャ

パ
ン（
以
下V

isa

）は
、
2
0
2
0

年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
て
、

国
内
の
個
人
消
費
に
お
け
る
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
化
の
推
進
を
掲
げ
た
。
岡

本
社
長
は「
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で

日
本
に
来
る
観
光
客
が
キ
ャ
ッ
シ
ュ

レ
ス
で
買
い
物
で
き
る
よ
う
に
す
る

の
が『
お
も
て
な
し
』に
つ
な
が
る
」

と
語
り
、
日
本
で
も
デ
ビ
ッ
ト
、
プ

リ
ペ
イ
ド
を
普
及
さ
せ
た
い
と
い
う

意
気
込
み
を
示
し
て
い
る
。

日
本
人
は
現
金
決
済
の
傾
向
に

あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
図
表
1
の

日
本
の
民
間
最
終
消
費
支
出
に
お

け
る
決
済
手
段
の
内
訳
を
見
る
と
、

現
金
決
済
比
率
は
約
79
・
9
%
に

も
上
っ
て
お
り
、
こ
の
数
字
は
先
進

国
で
見
て
も
高
い
水
準
と
な
っ
て
い

る
。
残
り
の
20
・
1
%
が
非
現
金
決

済
に
該
当
す
る
が
、
そ
の
大
部
分
、

17
・
7
%
は
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
に
よ

る
決
済
で
あ
る
。
近
年
利
用
が
広

ま
っ
て
い
るS

uica

や
W
A
O
N
な

ど
に
代
表
さ
れ
る
電
子
マ
ネ
ー
は

1
・
3
%
。V

isa

が
普
及
を
掲
げ

た
デ
ビ
ッ
ト
、
プ
リ
ペ
イ
ド
決
済
の

比
率
は
、
残
り
の
わ
ず
か
1
・
1
%

の
枠
内
に
留
ま
っ
て
い
る
。

本
稿
で
は
、
欧
米
に
お
け
る
非

現
金
決
済
の
う
ち
、
プ
リ
ペ
イ
ド

カ
ー
ド
決
済
に
フ
ォ
ー
カ
ス
を
当
て
、

事
例
を
織
り
交
ぜ
な
が
ら
見
て
い

き
、
日
本
に
お
け
る
非
現
金
決
済

の
今
後
の
展
望
に
つ
い
て
探
っ
て
い

き
た
い
。

欧
米
に
お
け
る
プ
リ
ペ
イ
ド

カ
ー
ド
決
済
の
拡
大

日
本
で
は
未
だ
利
用
率
の
低
い
デ

ビ
ッ
ト
・
プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド
で
あ
る

が
、
欧
米
で
は
状
況
が
異
な
る
。

米
国
に
お
け
る
民
間
最
終
消
費
支

出
に
対
す
る
決
済
比
率
は
、
デ
ビ
ッ

ト
カ
ー
ド
が
17
・
2
%
、
プ
リ
ペ
イ
ド

カ
ー
ド
が
4
・
5
%※
１

と
、
日
本
よ
り

も
は
る
か
に
高
い
比
率
を
示
し
て
い

る
。そ
の
規
模
は
、両
者
合
計
で
ト
ッ

プ
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
比
率

（
21
・
0
%
）を
上
回
る
ほ
ど
だ
。

特
に
今
後
高
い
成
長
が
見
込
ま

れ
て
い
る
の
が
プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド

で
、
2
0
1
6
年
に
は
米
国
で

特
集
レ
ポ
ー
ト

非
現
金
決
済
市
場
の
展
望

 
―― 
プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド
決
済
の
可
能
性

※1 Committee on Payment and Settlement Systems “Statistics o payment, clearing and settlement systems in 
the CPSS countries” Figures for 2011、国連統計

Info-Future® No.42 February 2014　42



て
い
る※

３

。

プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド
決
済
拡
大
を

牽
引
す
る
ブ
ラ
ン
ド
プ
リ
ペ
イ
ド

こ
の
高
い
成
長
を
牽
引
す
る
の
が
、

国
際
ブ
ラ
ン
ド
付
プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド
、

2
9
2
0
万
枚
の
普
及
が
予
測※

２

さ

れ
て
い
る
。
ボ
ス
ト
ン
コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ
グ
ル
ー
プ
は
、
世
界
の
プ
リ
ペ
イ

ド
カ
ー
ド
市
場
は
2
0
1
0
年
か

ら
年
率
22
・
0
%
で
成
長
し
、

2
0
1
7
年
に
は
約
80
兆
円
と
い

う
大
規
模
市
場
に
な
る
と
予
測
し

ブ
ラ
ン
ド
プ
リ
ペ
イ
ド
の
存
在
で
あ

る
。
ブ
ラ
ン
ド
プ
リ
ペ
イ
ド
と
は
、

国
際
ブ
ラ
ン
ド（V

isa, M
aster 

C
ard

な
ど
）加
盟
店
で
使
え
る
プ
リ

ペ
イ
ド
カ
ー
ド
の
こ
と
を
指
す
。
い
わ

ば
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
前
払
版
で

あ
る
。

米
国
で
の
ブ
ラ
ン
ド
プ
リ
ペ
イ
ド
普

及
に
は
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョッ
ク
後
の
経

済
の
急
降
下
に
よ
る
延
滞
や
貸
倒
れ

の
増
加
が
大
き
く
影
響
し
て
い
る
。

2
0
1
0
年
に
制
定
さ
れ
た
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
関
連
法
は
、
21
歳
未

満
の
利
用
者
に
対
し
、
連
帯
保
証
人

や
全
面
返
済
で
き
る
十
分
な
収
入
額

の
確
保
を
義
務
付
け
た
が
、
こ
れ
に

よ
り
若
者
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
離
れ

が
進
み
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
を
保
有

し
て
い
な
い
若
者（
18
～
29
歳
の
米

国
人
）
は
、
2
0
1
3
年
に
は

2
0
0
7
年
の
倍
の
約
16
・
0
%
に

増
加※

４

し
た
。
親
が
リ
ー
マ
ン
シ
ョッ
ク

で
債
務
に
苦
し
む
様
子
を
見
て
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
を
持
つ
こ
と
を
や
め
た

と
い
う
若
者
の
声
も
多
く
、
米
国
で

は
、
債
務
を
背
負
う
こ
と
に
対
す
る

抵
抗
感
が
以
前
よ
り
も
強
ま
っ
て
い

る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
加
え
て
、

図表1：日本における決済手段別民間最終消費支出の割合

出所：内閣府「2011年度国民経済計算」、クレジットカード協会の消費者信用統計「信用供与額総括対比表」、日本デビットカード推進協議会「J-Debit取
引実績報告書、日本銀行「最近の電子マネーの動向について（2012年）」、日本マルチペイメントネットワーク推進協議会(JAMPA)「電子決済「Pay-easy
(ペイジー)収納サービス」の利用状況調査の結果」、富士キメラ総研｢電子決済ソリューションビジネスの将来展望2011」、「カード関連ビジネスの現状と
将来展望2009、2010」、「2013次世代カードソリューション／電子マネー関連ビジネス市場調査要覧」を元にNTTデータ経営研究所にて作成

pay-easy

2006年
0

300

250

200

150

100

50

（兆円）

2007年 2008年 2009年 2010年 2011年

 2006 年 2007 年 2008 年 2009 年 2010 年 2011 年
現金その他 87.4% 85.9% 84.0% 82.8% 81.1% 79.9%
クレジットカード 11.9% 13.3% 15.0% 15.5% 16.8% 17.7%
デビットカード 0.3% 0.3% 0.3% 0.3% 0.2% 0.2%
プリペイドカード 0.1% 0.1% 0.1% 0.0% 0.1% 0.1%
電子マネー 0.3% 0.4% 0.5% 0.7% 1.0% 1.3%
ポイントサービス ̶ ̶ ̶ 0.4% 0.4% 0.5%
カード型ギフトカード ̶ ̶ ̶ ̶ 0.1% 0.1%
pay-easy ̶ ̶ 0.1% 0.2% 0.2% 0.3%

87.4% 85.9% 84.0% 82.8% 81.1% 79.9%

11.9% 13.3% 15.0% 15.5% 16.8% 17.7%

※2　The End of Cash:The Rise of Prepaid Cards, Their Potential,and Their Pitfalls Joe Valenti April 4 ,2013
※3　BCG Prepaid Market Sizing Report, January 2012, Research commissioned by MasterCard
※4　CNN Money 2013/643　Info-Future® No.42 February 2014



リ
ー
マ
ン
シ
ョッ
ク
に
よ
り
、
銀
行
口

座
を
持
た
な
い
/
持
て
な
い
層
も
増

加
し
て
お
り
、
そ
の
数
、
全
米
で
約

2
7
0
0
万
人
と
言
わ
れ
て
い
る
。

口
座
が
な
け
れ
ば
そ
も
そ
も
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
を
持
つ
こ
と
が
で
き
ず
、
こ

う
し
て
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
利
用
率

は
減
少
、
近
年
緩
や
か
に
回
復
し
て

い
る
も
の
の
、
い
ま
だ
そ
れ
以
前
の

水
準
に
は
戻
っ
て
い
な
い
。

こ
う
いっ
た
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
を

「
利
用
で
き
な
い
」「
利
用
し
た
く
な

い
」層
に
対
し
て
、
①
与
信
審
査
が

不
要
、
つ
ま
り
、
カ
ー
ド
所
持
に
制

限
が
な
い
た
め
、
低
所
得
・
ブ
ラ
ッ
ク・

学
生
・
高
齢
者
・
主
婦
で
あ
っ
て
も

所
持
可
能
な
点
、
②
前
払
式
の
た

め
、
使
い
過
ぎ
る
心
配
が
な
い
点
、

③
口
座
登
録
不
要
の
た
め
、
口
座
番

号
な
ど
の
個
人
情
報
漏
え
い
の
心
配

が
な
い
点
、
な
ど
を
背
景
に
ブ
ラ
ン

ド
プ
リ
ペ
イ
ド
の
普
及
が
広
が
っ
た
。

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
に
お
け
る
リ
ス
ク

や
懸
念
点
を
気
に
せ
ず
、
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
と
同
じ
よ
う
に
利
用
で
き
る

カ
ー
ド
と
し
て
注
目
を
集
め
る
よ
う

に
な
り
、
利
用
者
は
年
々
増
加
し
て

い
る
。

ブ
ラ
ン
ド
プ
リ
ペ
イ
ド
を
活
用
し

た
多
様
な
サ
ー
ビ
ス
の
広
が
り

例
え
ば
、
英
国
で
は
テ
ィ
ー
ン
ズ

（
13
～
17
歳
）の
10
人
に
1
人
が
ブ
ラ

ン
ド
プ
リ
ペ
イ
ド
を
保
有
し
て
い
る

が
、
彼
ら
は
親
が
ブ
ラ
ン
ド
プ
リ
ペ
イ

ド
に
チ
ャ
ー
ジ
し
た
お
小
遣
い
を
利
用

し
て
い
る
。
前
払
式
の
た
め
使
い
過

ぎ
る
心
配
が
な
い
点
と
、
年
齢
制
限

が
な
い
点
か
ら
こ
の
よ
う
な
利
用
方

法
が
実
現
し
て
お
り
、
最
近
で
は
、

年
齢
と
I
D
証
明
に
利
用
す
る
シ
チ

ズ
ン
カ
ー
ド
にV

isa

の
ブ
ラ
ン
ド
プ
リ

ペ
イ
ド
が
付
与
さ
れ
た
た
め
、
そ
れ

を
利
用
す
る
例
も
増
加
し
て
い
る
。

M
asterC

ard W
orldw

ide

は

2
0
1
7
年
ま
で
に
大
き
く
拡
大

す
る
見
込
み
の
あ
る
ブ
ラ
ン
ド
プ
リ
ペ

イ
ド
サ
ー
ビ
ス
の
市
場
を
予
測
し
て
い

る
が
、
こ
の
中
で
最
も
大
き
な
伸
び

が
期
待
さ
れ
て
い
る
の
が
、
従
業
員

へ
の
給
与
支
払
を
プ
リ
ペ
イ
ド
へ
の

チ
ャ
ー
ジ
で
実
施
す
る「
ペ
イ
ロ
ー
ル

カ
ー
ド
」の
分
野
で
あ
る
。
米
マ
ク
ド

ナ
ル
ド
が
直
営
店
の
従
業
員
8
万
人

強
に
発
行
す
る
な
ど
、
米
国
で
は
既

に
大
手
企
業
へ
の
導
入
も
着
実
に
進

ん
で
い
る
。

そ
の
他
の
分
野
と
し
て
は
、
政
府

支
払
や
政
府
給
付
金
の
受
け
取
り
と

い
っ
た
公
共
分
野
で
の
利
用
が
挙
げ

ら
れ
る
。
米
国
で
は
、
2
0
1
3

年
施
行
の
電
子
決
済
法
に
よ
り
、

生
活
保
護
・
保
険
等
の
給
付
は
小

切
手
か
ら
プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド
、
口
座

振
込
に
切
り
替
え
ら
れ
た
。V

isa

の

プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド
を
利
用
し
て
い
る

育
児
給
付
、
失
業
保
険
、
貧
困
家

庭
向
け一
時
給
付
金
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
状

況
を
見
る
と
、
既
に
30
以
上
の
州
で

利
用
が
開
始
さ
れ
て
お
り
、
今
後
も

増
加
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
の
よ
う
に
利
用
者
を
限
定

し
な
い
プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド
は
、
公
共

部
門
と
の
親
和
性
が
高
い
。

ブ
ラ
ン
ド
プ
リ
ペ
イ
ド
の
普
及
当
初

の
主
な
利
用
者
は
、
何
ら
か
の
理
由

で
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
を「
利
用
で
き

な
い
」「
利
用
し
た
く
な
い
」層
で
あ
っ

た
が
、
そ
の
汎
用
性
か
ら
新
た
な
利

用
用
途
が
広
が
り
、
今
や
利
用
者
層

は
そ
れ
に
留
ま
ら
な
い
状
況
で
あ
る
。

ブ
ラ
ン
ド
プ
リ
ペ
イ
ド
は
、
ま
さ
に
誰

も
が
所
有
す
る
カ
ー
ド
へ
と
変
貌
し
つ

つ
あ
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

日
本
に
お
け
る
ブ
ラ
ン
ド
プ
リ

ペ
イ
ド
普
及
の
カ
ギ

世
界
で
は
急
速
に
普
及
し
つ
つ
あ

る
ブ
ラ
ン
ド
プ
リ
ペ
イ
ド
で
あ
る
が
、

日
本
で
実
際
に
そ
れ
を
利
用
す
る
イ

メ
ー
ジ
が
で
き
る
人
は
少
な
い
か
も
し

れ
な
い
。
前
述
の
通
り
、
日
本
は
現

金
志
向
が
強
く
、
非
現
金
決
済
比

率
が
低
い
。
近
年
で
は
非
現
金
決
済

派
が
増
加
傾
向
に
あ
る
も
の
の
、
ク

レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
や
電
子
マ
ネ
ー
で
の

支
払
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
加
え
て
、

日
本
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
ユ
ー
ザ
ー

は
支
払
に
よ
る
ポ
イ
ン
ト
や
マ
イ
ル
の

獲
得
に
強
い
関
心
を
持
つ
傾
向
に
あ

り
、
J
C
B
の
調
査※

５

に
よ
る
と
、
一

番
よ
く
使
う
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
利

用
理
由
の
ト
ッ
プ
は「
ポ
イ
ン
ト
や
マ

イ
ル
が
貯
め
や
す
い（
55
・
3
%
）」と

な
っ
て
い
る
。
一
方
米
国
に
お
い
て
は
、

も
ち
ろ
ん
ポ
イ
ン
ト
の
よ
う
な
特
典

に
関
心
を
持
つ
傾
向
は
一
定
数
あ
る

も
の
の
、そ
れ
よ
り
も
、セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

面
に
重
き
が
置
か
れ
る
傾
向
に
あ

る
。日

米
間
の
非
現
金
決
済
比
率
の
違

い
や
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
利
用
理
由

※5　株式会社ジェーシービー「【クレジットカードに関する総合調査】2012年度版調査結果レポート」
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可
能
な
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
注
目
を
浴

び
た
。
こ
の
サ
ー
ビ
ス
で
贈
ら
れ
た
ギ

フ
ト
の
実
に
80
・
0
%
が
デ
ジ
タ
ル
ギ

フ
ト
カ
ー
ド
で
あ
っ
た※

６（
物
理
的
な
ギ

フ
ト
の
取
り
扱
い
は
現
在
既
に
廃
止

さ
れ
て
い
る
）。

審
査
が
必
要
な
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

で
は
、
当
然
、
ギ
フ
ト
カ
ー
ド
の
よ

う
な
サ
ー
ビ
ス
は
実
現
不
可
能
で
あ

り
、
ブ
ラ
ン
ド
プ
リ
ペ
イ
ド
だ
か
ら
こ

そ
、
こ
れ
ま
で
の
非
現
金
決
済
の
枠

を
越
え
た
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
を
生
み

出
せ
た
と
い
え
る
。

最
後
に

ブ
ラ
ン
ド
プ
リ
ペ
イ
ド「
な
ら
で
は
」

の
サ
ー
ビ
ス
と
は
、
他
に
は
ど
の
よ
う

な
サ
ー
ビ
ス
が
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う

か
。
一つ
の
考
え
方
と
し
て
、
日
本
へ

の
外
国
人
観
光
客
向
け
に
、
電
子
マ

ネ
ー
付
の
ブ
ラ
ン
ド
プ
リ
ペ
イ
ド
を
販

売
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
交
通
機
関

で
も
加
盟
店
で
も
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
で

の
決
済
が
可
能
と
な
れ
ば
、
難
し
い

日
本
円
・
日
本
語
で
の
決
済
や
、
複

雑
な
路
線
図
と
睨
み
あ
う
不
安
や
ス

ト
レ
ス
は
大
き
く
軽
減
さ
れ
る
。
券

の
違
い
は
、
ブ
ラ
ン
ド
プ
リ
ペ
イ
ド
の

日
本
で
の
普
及
に一
定
の
制
約
を
も

た
ら
す
可
能
性
が
あ
る
。
ブ
ラ
ン
ド

プ
リ
ペ
イ
ド
は
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
と

同
様
に
利
用
で
き
る
前
払
式
カ
ー
ド

と
い
う
特
徴
か
ら
、
単
な
る
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
の
代
替
手
段
と
し
て
捉
え

ら
れ
が
ち
で
あ
る
が
、
ブ
ラ
ン
ド
プ
リ

ペ
イ
ド
の
本
格
的
な
普
及
に
向
け
て

は
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
を「
利
用
で

き
な
い
」「
利
用
し
た
く
な
い
」層
に

と
ど
ま
ら
な
い
、
ブ
ラ
ン
ド
プ
リ
ペ
イ

ド
な
ら
で
は
の
サ
ー
ビ
ス
を
広
く
知
ら

し
め
る
こ
と
が
カ
ギ
と
な
る
。

こ
れ
ま
で
の
非
現
金
決
済
の

概
念
を
越
え
た
サ
ー
ビ
ス
を

例
え
ば
、
ブ
ラ
ン
ド
プ
リ
ペ
イ
ド
は

審
査
不
要
で
誰
で
も
所
有
す
る
こ
と

が
で
き
る
が
、
こ
れ
は
、
ブ
ラ
ン
ド
プ

リ
ペ
イ
ド
が
第
三
者
へ
の
譲
渡
も
可

能
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
こ
の

特
性
に
着
目
し
、
最
近
伸
び
て
い
る

の
が「
ギ
フ
ト
カ
ー
ド
」と
呼
ば
れ
る

分
野
で
あ
る
。
そ
の
名
の
通
り
、
ギ

フ
ト
に
も
な
る
プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド
で

あ
り
、
も
ち
ろ
ん
購
入
者
自
身
が
利

用
す
る
こ
と
も
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

ギ
フ
ト
カ
ー
ド
は
特
に
欧
米
に
お
い

て
拡
大
し
て
お
り
、
ク
リ
ス
マ
ス
時
期

に
プ
レ
ゼ
ン
ト
と
し
て
贈
る
な
ど
、
今

や
人
々
の
暮
ら
し
に
根
付
い
た
も
の

と
な
っ
て
い
る
。
普
及
拡
大
を
後
押

し
し
て
い
る
の
が
ブ
ラ
ン
ド
プ
リ
ペ
イ

ド
の
存
在
で
あ
る
が
、
ギ
フ
ト
カ
ー
ド

に
ブ
ラ
ン
ド
プ
リ
ペ
イ
ド
の
機
能
が
付

帯
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
カ
ー
ド
の

利
用
用
途
が
大
幅
に
拡
大
、
人
々
は

よ
り
気
軽
に
ギ
フ
ト
カ
ー
ド
を
贈
り

あ
う
よ
う
に
な
っ
た
と
言
わ
れ
て
い

る
。最

近
で
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
上
の
デ
ジ

タ
ル
ギ
フ
ト
カ
ー
ド
の
利
用
も
増
加
し

つ
つ
あ
る
。
こ
れ
ら
は
ソ
ー
シ
ャ
ル
ギ

フ
ト
と
呼
ば
れ
て
お
り
、
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
状
の
カ
ー
ド
は
発
行
せ
ず
、

W
e
b
上
で
贈
り
あ
う
こ
と
が
特
徴

と
な
っ
て
い
る
。
例
え
ばF

acebook

が
米
国
で
2
0
1
2
年
に
提
供
を

開
始
し
た
サ
ー
ビ
ス
、F

acebook 

G
ifts

は
、F

acebook

従
来
の
機
能

で
あ
る
誕
生
日
通
知
を
見
た
ユ
ー

ザ
ー
が「
ギ
フ
ト
を
贈
る
」ボ
タ
ン
を

押
す
だ
け
で
、
相
手
の
住
所
を
知
ら

な
く
て
も
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
贈
る
こ
と
が

面
を
日
本
風
の
芸
術
性
の
高
い
も
の

に
す
れ
ば
、
記
念
に
も
な
る
。
帰
国

後
、
リ
チ
ャ
ー
ジ
し
て
普
段
使
い
の
ブ

ラ
ン
ド
プ
リ
ペ
イ
ド
と
す
る
こ
と
も
で

き
る
し
、
お
土
産
と
し
て
友
人
に
贈

る
の
も
良
い
だ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な

施
策
は
、
来
国
者
数
増
加
を
促
し
、

ひ
い
て
は
日
本
の
魅
力
の
海
外
発
信

を
後
押
し
す
る
可
能
性
も
秘
め
て
い

る
。2
0
2
0
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
暁
に
は
、
記
念
硬
貨
に
代
わ
る

存
在
と
し
て
、
ブ
ラ
ン
ド
プ
リ
ペ
イ
ド

が
発
行
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ

れ
は
観
光
客
の
み
な
ら
ず
、
日
本
人

に
と
っ
て
も
魅
力
的
な
カ
ー
ド
と
な
る

に
違
い
な
い
。

ブ
ラ
ン
ド
プ
リ
ペ
イ
ド
の
登
場
に
よ

り
、
非
現
金
決
済
は
不
安
な
も
の
で

は
な
く
、
誰
も
が
利
用
で
き
る
安
全・

安
心
な
も
の
へ
と
変
化
し
つ
つ
あ
る
。

ま
た
、
今
後
、
ブ
ラ
ン
ド
プ
リ
ペ
イ
ド

は
、
利
便
性
向
上
に
と
ど
ま
ら
ず
、

新
た
な
利
用
シ
ー
ン
や
付
加
価
値
を

提
供
す
る
魅
力
的
な
手
段
へ
と
進
化

し
、
私
た
ち
の
生
活
を
大
き
く
変
え

て
く
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。	

J

※6　ソーシャルメディアマーケティングラボ　2013/10
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都道府県 1位 2位 3位 4位 5位 都道府県 1位 2位 3位 4位 5位

七十七銀行 ゆうちょ銀行 みずほ銀行 仙台銀行 三菱東京
UFJ銀行

全体 
(n=1878) 57.5% 20.2% 3.7% 3.2% 3.0%

20～30代 
(n=658) 56.2% 22.2% 5.0% 1.8% 3.2%

40～50代 
(n=1008) 58.0% 19.0% 3.5% 3.6% 3.1%

60代以上 
(n=212) 59.0% 19.8% 0.9% 5.7% 1.9%

宮城県

東邦銀行 ゆうちょ銀行 信用金庫 みずほ銀行 大東銀行

全体 
(n=1432) 46.5% 20.2% 5.4% 4.8% 4.7%

20～30代 
(n=435) 45.3% 24.8% 4.4% 4.4% 3.2%

40～50代 
(n=819) 48.5% 17.5% 5.6% 4.3% 5.4%

60代以上 
(n=178) 40.4% 21.3% 7.3% 8.4% 5.1%

福島県

北陸銀行 ゆうちょ銀行 富山第一 
銀行 信用金庫 JAバンク

全体 
(n=1221) 55.6% 15.9% 7.1% 5.7% 2.9%

20～30代 
(n=421) 54.6% 18.8% 6.4% 3.6% 3.6%

40～50代 
(n=653) 58.0% 14.4% 7.4% 5.1% 2.3%

60代以上 
(n=147) 47.6% 14.3% 8.2% 14.3% 3.4%

富山県

北國銀行 ゆうちょ銀行 北陸銀行 信用金庫 JAバンク

全体 
(n=1253) 47.2% 15.7% 13.4% 8.0% 2.5%

20～30代 
(n=419) 44.6% 19.8% 13.8% 6.2% 2.6%

40～50代 
(n=667) 50.1% 13.9% 12.6% 8.2% 2.1%

60代以上 
(n=167) 41.9% 12.6% 15.6% 11.4% 3.6%

石川県

福井銀行 ゆうちょ銀行 信用金庫 北陸銀行 福邦銀行

全体 
(n=1100) 47.3% 18.3% 9.3% 8.9% 4.6%

20～30代 
(n=362) 51.9% 19.6% 8.3% 6.6% 1.9%

40～50代 
(n=621) 45.7% 16.9% 8.7% 11.0% 6.0%

60代以上 
(n=117) 41.0% 21.4% 15.4% 5.1% 6.0%

福井県

第四銀行 北越銀行 ゆうちょ銀行 大光銀行 JAバンク

全体 
(n=1418) 36.0% 18.7% 18.3% 4.2% 4.2%

20～30代 
(n=442) 31.2% 20.8% 20.8% 4.3% 4.5%

40～50代 
(n=816) 38.0% 17.8% 17.2% 4.2% 4.4%

60代以上 
(n=160) 38.8% 17.5% 16.9% 4.4% 2.5%

新潟県

山梨中央 
銀行 ゆうちょ銀行 信用金庫 みずほ銀行 信用組合

全体 
(n=1188) 52.3% 17.6% 5.5% 5.1% 4.8%

20～30代 
(n=383) 48.6% 20.1% 4.7% 5.5% 2.3%

40～50代 
(n=666) 55.3% 15.2% 5.9% 4.8% 5.6%

60代以上 
(n=139) 48.2% 22.3% 5.8% 5.0% 7.9%

山梨県

北洋銀行 ゆうちょ銀行 北海道銀行 信用金庫 みずほ銀行

全体 
(n=1756) 31.7% 27.0% 19.5% 9.8% 2.7%

20～30代 
(n=526) 29.8% 28.7% 20.7% 6.8% 3.8%

40～50代 
(n=1033) 33.5% 26.2% 19.1% 10.0% 2.3%

60代以上 
(n=197) 27.4% 26.4% 18.3% 16.8% 1.5%

北海道東
北

北
信
越

北
海
道

東
北

北
陸

青森銀行 みちのく 
銀行 ゆうちょ銀行 信用金庫 みずほ銀行

全体 
(n=2313) 37.4% 29.3% 19.2% 4.1% 2.1%

20～30代 
(n=809) 35.4% 27.4% 23.1% 3.0% 2.1%

40～50代 
(n=1342) 38.2% 30.6% 17.0% 4.8% 2.2%

60代以上 
(n=162) 42.0% 27.8% 17.3% 3.7% 1.9%

青森県

秋田銀行 北都銀行 ゆうちょ銀行 みずほ銀行 JAバンク

全体 
(n=1562) 49.6% 20.2% 17.5% 2.2% 2.0%

20～30代 
(n=520) 45.0% 18.5% 23.5% 2.7% 1.2%

40～50代 
(n=903) 52.3% 20.6% 14.5% 1.8% 2.4%

60代以上 
(n=139) 48.9% 24.5% 15.1% 2.9% 2.9%

秋田県

岩手銀行 ゆうちょ銀行 北日本銀行 東北銀行 信用金庫

全体 
(n=1621) 40.2% 20.4% 10.4% 7.8% 5.2%

20～30代 
(n=550) 39.1% 25.1% 10.7% 6.4% 2.5%

40～50代 
(n=926) 40.9% 17.4% 10.5% 7.9% 6.5%

60代以上 
(n=145) 39.3% 21.4% 9.0% 12.4% 6.9%

岩手県

山形銀行 荘内銀行 ゆうちょ銀行 きらやか 
銀行 労働金庫

全体 
(n=1411) 39.8% 17.1% 15.6% 12.2% 3.2%

20～30代 
(n=453) 37.5% 13.0% 21.2% 11.7% 2.4%

40～50代 
(n=824) 39.4% 19.5% 13.2% 12.7% 3.8%

60代以上 
(n=134) 50.0% 15.7% 11.2% 10.4% 2.2%

山形県

全国金融機関の『都道府県別メインバンクシェア』
ランキング（年代別）

調査概要
●	調査主体：	 ㈱	NTTデータ経営研究所
●	調査名：	 金融機関に関するマーケティング調査	
●	調査対象：	 調査会社登録の20歳以上のモニター	
	 （金融業、ソフトウェア・情報サービス業、調査・広告代理業は除く）

●	調査地域：	 全国	
●	調査方法：	 非公開型インターネットアンケート	
●	調査期間：	 2013年6月

注：メインバンクシェア・・・ 各都道府県の口座保有者が「最もよく利用している金融機関（メインバンク）」と回答した金融機関の割合

統計資料
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千葉銀行 三菱東京
UFJ銀行 みずほ銀行 ゆうちょ銀行 三井住友

銀行
全体 

(n=3779) 24.0% 17.0% 16.2% 14.2% 10.0%

20～30代 
(n=1082) 22.1% 18.8% 15.6% 16.3% 10.0%

40～50代 
(n=2063) 24.3% 17.3% 17.2% 12.6% 9.6%

60代以上 
(n=634) 26.3% 13.4% 13.7% 15.8% 11.5%

千葉県

三菱東京
UFJ銀行 みずほ銀行 三井住友

銀行 ゆうちょ銀行 りそな銀行

全体 
(n=5236) 30.4% 24.8% 17.2% 13.6% 4.5%

20～30代 
(n=1552) 33.5% 23.8% 16.1% 14.7% 4.4%

40～50代 
(n=3019) 30.1% 24.8% 17.4% 13.2% 4.3%

60代以上 
(n=665) 24.4% 26.9% 18.8% 12.8% 5.3%

東京都

三菱東京
UFJ銀行 みずほ銀行 横浜銀行 三井住友

銀行 ゆうちょ銀行

全体 
(n=2348) 19.4% 19.0% 18.2% 14.8% 14.0%

20～30代 
(n=606) 23.8% 20.1% 12.0% 13.2% 16.3%

40～50代 
(n=1362) 18.3% 18.5% 20.1% 16.0% 12.6%

60代以上 
(n=380) 16.6% 18.7% 21.3% 13.2% 15.0%

神奈川県

十六銀行 大垣共立
銀行 ゆうちょ銀行 三菱東京

UFJ銀行 信用金庫

全体 
(n=1446) 27.2% 19.8% 13.9% 12.4% 12.3%

20～30代 
(n=467) 25.9% 18.8% 17.6% 15.6% 8.4%

40～50代 
(n=806) 27.8% 21.0% 12.5% 11.0% 13.2%

60代以上 
(n=173) 27.7% 17.3% 10.4% 10.4% 19.1%

岐阜県

静岡銀行 信用金庫 ゆうちょ銀行 スルガ銀行 JAバンク

全体 
(n=3529) 40.8% 15.5% 12.7% 7.7% 4.5%

20～30代 
(n=1034) 44.1% 10.7% 15.3% 6.5% 3.2%

40～50代 
(n=2013) 40.2% 17.1% 11.2% 8.1% 4.8%

60代以上 
(n=482) 36.1% 18.9% 13.5% 8.7% 6.0%

静岡県

三菱東京
UFJ銀行 ゆうちょ銀行 信用金庫 三井住友

銀行 名古屋銀行

全体 
(n=1830) 51.0% 14.9% 10.9% 3.3% 3.1%

20～30代 
(n=583) 52.5% 16.3% 8.7% 4.6% 1.9%

40～50代 
(n=1047) 51.4% 14.5% 10.3% 2.7% 3.4%

60代以上 
(n=200) 44.5% 12.5% 20.0% 2.5% 4.5%

愛知県

八十二銀行 ゆうちょ銀行 信用金庫 JAバンク みずほ銀行

全体 
(n=1308) 55.6% 14.1% 7.7% 4.7% 3.9%

20～30代 
(n=408) 55.6% 18.4% 4.2% 2.9% 5.6%

40～50代 
(n=742) 57.3% 12.0% 8.4% 5.1% 3.2%

60代以上 
(n=158) 47.5% 13.3% 13.9% 7.6% 2.5%

長野県南
関
東

南
関
東

北
信
越

北
関
東

東
海

関
西

常陽銀行 ゆうちょ銀行 筑波銀行 三菱東京
UFJ銀行 みずほ銀行

全体 
(n=1632) 47.5% 18.4% 5.7% 5.5% 5.3%

20～30代 
(n=546) 40.5% 21.6% 4.9% 7.7% 6.6%

40～50代 
(n=869) 51.4% 16.1% 5.5% 4.6% 4.7%

60代以上 
(n=217) 49.3% 19.4% 8.3% 3.7% 4.1%

茨城県

足利銀行 ゆうちょ銀行 栃木銀行 みずほ銀行 信用金庫

全体 
(n=1943) 44.8% 16.4% 13.5% 6.1% 2.9%

20～30代 
(n=649) 39.9% 19.9% 13.6% 5.5% 2.2%

40～50代 
(n=1062) 47.4% 14.5% 12.6% 6.2% 3.5%

60代以上 
(n=232) 46.6% 15.1% 17.7% 6.9% 2.2%

栃木県

群馬銀行 ゆうちょ銀行 信用金庫 みずほ銀行 東和銀行

全体 
(n=1396) 51.6% 13.0% 8.5% 5.3% 4.4%

20～30代 
(n=397) 50.9% 14.9% 5.5% 7.1% 4.8%

40～50代 
(n=810) 51.2% 12.1% 9.3% 4.7% 4.4%

60代以上 
(n=189) 55.0% 12.7% 11.6% 4.2% 3.7%

群馬県

埼玉りそな 
銀行 ゆうちょ銀行 みずほ銀行 三菱東京

UFJ銀行
三井住友 

銀行
全体 

(n=3280) 25.5% 17.6% 16.8% 15.4% 9.4%

20～30代 
(n=925) 25.1% 19.4% 14.7% 17.4% 9.2%

40～50代 
(n=1879) 25.3% 16.3% 18.0% 15.2% 9.4%

60代以上 
(n=476) 27.1% 18.9% 16.0% 12.2% 9.9%

埼玉県

●	調査地域：	 全国	
●	調査方法：	 非公開型インターネットアンケート	
●	調査期間：	 2013年5月下旬～6月上旬	

百五銀行 ゆうちょ銀行 三菱東京
UFJ銀行 三重銀行 第三銀行

全体 
(n=1292) 39.1% 16.7% 10.4% 8.8% 6.7%

20～30代 
(n=392) 39.0% 19.1% 14.8% 6.9% 5.6%

40～50代 
(n=741) 39.4% 15.4% 9.3% 10.0% 6.3%

60代以上 
(n=159) 37.7% 17.0% 5.0% 8.2% 11.3%

三重県
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南都銀行 三菱東京
UFJ銀行 ゆうちょ銀行 三井住友

銀行 りそな銀行

全体 
(n=2041) 38.6% 17.8% 15.8% 9.3% 7.0%

20～30代 
(n=581) 37.0% 19.1% 18.9% 9.1% 6.9%

40～50代 
(n=1096) 39.6% 17.6% 14.5% 8.3% 7.2%

60代以上 
(n=364) 38.2% 16.2% 14.8% 12.4% 6.6%

奈良県

紀陽銀行 ゆうちょ銀行 三菱東京
UFJ銀行 JAバンク 信用金庫

全体 
(n=1072) 46.8% 22.0% 8.0% 4.9% 3.8%

20～30代 
(n=291) 43.0% 28.5% 8.2% 4.1% 3.1%

40～50代 
(n=626) 48.7% 18.2% 8.3% 4.8% 4.5%

60代以上 
(n=155) 46.5% 25.2% 6.5% 6.5% 2.6%

和歌山県

山陰合同
銀行 鳥取銀行 ゆうちょ銀行 信用金庫 JAバンク

全体 
(n=1113) 45.0% 21.6% 18.3% 4.7% 2.2%

20～30代 
(n=402) 43.0% 18.9% 23.9% 3.5% 1.2%

40～50代 
(n=600) 46.0% 23.3% 15.2% 4.8% 2.7%

60代以上 
(n=111) 46.8% 21.6% 15.3% 8.1% 2.7%

鳥取県

山陰合同
銀行 ゆうちょ銀行 JAバンク 信用金庫 島根銀行

全体 
(n=1110) 63.0% 19.2% 4.1% 3.2% 2.8%

20～30代 
(n=362) 61.9% 22.7% 5.8% 2.8% 1.9%

40～50代 
(n=632) 62.8% 18.4% 3.2% 3.5% 2.5%

60代以上 
(n=116) 67.2% 12.9% 4.3% 3.4% 6.9%

島根県

中国銀行 ゆうちょ銀行 信用金庫 トマト銀行 三菱東京
UFJ銀行

全体 
(n=1286) 48.7% 23.0% 6.0% 4.6% 3.0%

20～30代 
(n=421) 49.4% 25.4% 3.8% 3.8% 3.8%

40～50代 
(n=687) 49.8% 21.5% 6.6% 5.2% 2.3%

60代以上 
(n=178) 42.7% 23.0% 9.0% 3.9% 3.4%

岡山県

広島銀行 ゆうちょ銀行 もみじ銀行 信用金庫 中国銀行

全体 
(n=1536) 42.1% 23.4% 11.3% 5.7% 2.6%

20～30代 
(n=517) 39.5% 31.1% 7.4% 4.3% 2.7%

40～50代 
(n=814) 45.1% 19.8% 13.3% 5.5% 2.3%

60代以上 
(n=205) 37.1% 18.5% 13.2% 10.2% 3.4%

広島県

山口銀行 ゆうちょ銀行 西京銀行 三菱東京
UFJ銀行 信用金庫

全体 
(n=1234) 49.9% 24.2% 6.1% 3.5% 3.2%

20～30代 
(n=385) 49.4% 28.8% 4.7% 4.7% 1.0%

40～50代 
(n=657) 48.7% 23.3% 7.0% 2.6% 3.8%

60代以上 
(n=192) 55.2% 18.2% 5.7% 4.2% 5.2%

山口県

阿波銀行 ゆうちょ銀行 徳島銀行 四国銀行 三菱東京
UFJ銀行

全体 
(n=1404) 46.9% 18.9% 16.1% 5.6% 1.9%

20～30代 
(n=455) 47.3% 20.7% 15.2% 5.1% 2.2%

40～50代 
(n=465) 47.3% 18.1% 18.1% 4.5% 2.2%

60代以上 
(n=484) 46.3% 18.2% 15.1% 7.0% 1.2%

徳島県四
国

関
西

中
国

滋賀銀行 ゆうちょ銀行 関西アーバン 
銀行

三菱東京
UFJ銀行 信用金庫

全体 
(n=1433) 48.5% 15.4% 8.4% 5.2% 4.8%

20～30代 
(n=477) 46.1% 18.4% 5.2% 7.3% 3.4%

40～50代 
(n=746) 48.5% 12.6% 10.5% 4.2% 5.6%

60代以上 
(n=210) 53.8% 18.6% 8.6% 4.3% 5.2%

滋賀県

京都銀行 ゆうちょ銀行 信用金庫 三菱東京
UFJ銀行

三井住友
銀行

全体 
(n=1627) 27.7% 19.5% 18.7% 12.7% 5.5%

20～30代 
(n=526) 25.1% 24.7% 12.7% 13.7% 7.8%

40～50代 
(n=873) 29.3% 16.6% 21.2% 12.0% 4.4%

60代以上 
(n=228) 27.6% 18.4% 23.2% 12.7% 4.8%

京都府

三菱東京
UFJ銀行

三井住友 
銀行 ゆうちょ銀行 りそな銀行 みずほ銀行

全体 
(n=1921) 31.7% 19.1% 18.2% 11.9% 4.2%

20～30代 
(n=628) 37.9% 17.5% 18.0% 10.0% 4.0%

40～50代 
(n=1034) 28.9% 20.0% 18.0% 12.8% 4.4%

60代以上 
(n=259) 27.4% 18.9% 19.3% 13.1% 3.5%

大阪府

三井住友
銀行 ゆうちょ銀行 三菱東京

UFJ銀行 信用金庫 みなと銀行

全体 
(n=1501) 37.0% 18.4% 14.5% 7.3% 6.2%

20～30代 
(n=476) 36.3% 21.8% 16.6% 5.0% 5.5%

40～50代 
(n=797) 38.5% 16.4% 14.1% 8.0% 6.6%

60代以上 
(n=228) 32.9% 18.0% 11.8% 9.6% 6.1%

兵庫県



49　Info-Future® No.42 February 2014

都道府県 1位 2位 3位 4位 5位 都道府県 1位 2位 3位 4位 5位

佐賀銀行 ゆうちょ銀行 福岡銀行 西日本シティ
銀行 労働金庫

全体 
(n=930) 44.6% 23.0% 7.4% 3.5% 3.4%

20～30代 
(n=344) 40.7% 27.6% 9.6% 4.1% 1.5%

40～50代 
(n=488) 48.0% 19.7% 5.9% 3.1% 4.7%

60代以上 
(n=98) 41.8% 23.5% 7.1% 4.1% 4.1%

佐賀県

十八銀行 親和銀行 ゆうちょ銀行 住信SBIネット 
銀行

三菱東京
UFJ銀行

全体 
(n=1610) 35.9% 28.8% 21.7% 2.2% 1.9%

20～30代 
(n=552) 33.9% 27.0% 25.4% 2.9% 2.2%

40～50代 
(n=907) 36.6% 30.2% 19.2% 2.1% 1.9%

60代以上 
(n=151) 39.1% 26.5% 23.8% 0.7% 1.3%

長崎県

肥後銀行 ゆうちょ銀行 熊本銀行 住信SBIネット 
銀行 みずほ銀行

全体 
(n=1403) 48.8% 23.6% 11.7% 2.3% 2.1%

20～30代 
(n=498) 47.4% 25.7% 10.6% 2.8% 2.4%

40～50代 
(n=728) 52.5% 21.2% 11.3% 2.3% 2.1%

60代以上 
(n=177) 37.9% 27.7% 16.4% 0.6% 1.7%

熊本県

大分銀行 ゆうちょ銀行 豊和銀行 信用金庫 労働金庫

全体 
(n=1420) 55.1% 23.2% 3.5% 3.5% 1.8%

20～30代 
(n=497) 53.5% 26.4% 3.0% 1.4% 1.2%

40～50代 
(n=738) 56.5% 20.9% 3.3% 4.9% 2.4%

60代以上 
(n=185) 54.1% 24.3% 5.9% 3.8% 1.1%

大分県

宮崎銀行 ゆうちょ銀行 宮崎太陽
銀行 信用金庫 みずほ銀行

全体 
(n=1185) 52.3% 20.4% 9.2% 3.0% 2.4%

20～30代 
(n=396) 52.3% 23.5% 6.1% 2.8% 1.8%

40～50代 
(n=630) 52.1% 18.9% 10.3% 2.7% 2.9%

60代以上 
(n=159) 53.5% 18.9% 12.6% 5.0% 1.9%

宮崎県

鹿児島銀行 ゆうちょ銀行 南日本銀行 信用金庫 JAバンク

全体 
(n=1156) 54.4% 26.1% 4.7% 2.7% 2.2%

20～30代 
(n=395) 52.9% 30.9% 3.8% 1.5% 0.8%

40～50代 
(n=623) 55.7% 23.4% 5.1% 3.0% 2.4%

60代以上 
(n=138) 52.9% 24.6% 5.1% 4.3% 5.8%

鹿児島県

琉球銀行 ゆうちょ銀行 沖縄銀行 みずほ銀行 沖縄海邦 
銀行

全体 
(n=1319) 34.5% 26.3% 24.9% 2.8% 2.8%

20～30代 
(n=543) 36.5% 25.6% 26.2% 1.7% 2.8%

40～50代 
(n=698) 33.2% 26.4% 24.2% 3.7% 3.0%

60代以上 
(n=78) 32.1% 30.8% 23.1% 2.6% 1.3%

沖縄県

九
州

九
州

沖
縄

四
国 百十四銀行 ゆうちょ銀行 香川銀行 信用金庫 三菱東京

UFJ銀行
全体 

(n=1286) 50.3% 20.7% 10.9% 3.6% 2.6%

20～30代 
(n=386) 51.3% 28.0% 4.9% 1.8% 2.8%

40～50代 
(n=442) 49.5% 20.6% 11.5% 4.3% 2.9%

60代以上 
(n=458) 50.2% 14.6% 15.3% 4.4% 2.2%

香川県

伊予銀行 ゆうちょ銀行 愛媛銀行 信用金庫 JAバンク

全体 
(n=1359) 55.3% 18.2% 12.4% 2.7% 2.7%

20～30代 
(n=383) 54.8% 21.7% 9.9% 2.9% 1.6%

40～50代 
(n=456) 54.2% 20.0% 11.0% 2.2% 3.7%

60代以上 
(n=520) 56.7% 14.2% 15.4% 3.1% 2.7%

愛媛県

四国銀行 ゆうちょ銀行 高知銀行 信用金庫 JAバンク

全体 
(n=1067) 45.3% 20.4% 12.7% 9.5% 3.4%

20～30代 
(n=305) 45.9% 25.2% 8.5% 7.5% 2.6%

40～50代 
(n=356) 47.8% 18.3% 12.4% 9.3% 3.7%

60代以上 
(n=406) 42.6% 18.7% 16.0% 11.1% 3.7%

高知県

福岡銀行 西日本シティ
銀行 ゆうちょ銀行 みずほ銀行 三菱東京

UFJ銀行
全体 

(n=6244) 36.2% 26.1% 19.8% 2.6% 2.5%

20～30代 
(n=2016) 35.3% 25.0% 22.2% 3.1% 3.1%

40～50代 
(n=3431) 37.4% 26.2% 18.0% 2.3% 2.4%

60代以上 
(n=797) 33.9% 28.6% 21.5% 2.4% 1.6%

福岡県

全国金融機関の『都道府県別メインバンクシェア』
ランキング（年代別）

統計資料



株式会社NTTデータ経営研究所は、1991年、業務改革を中心にシステム構築の上流工程を担
う企業として、株式会社NTTデータ（当時：NTTデータ通信株式会社）によって設立されたコンサ
ルティング会社です。以来、情報通信分野の調査研究、業務プロセス設計、ITを活用したビジネ
ス開発等を中心に、独自に、あるいはグループ企業と連携し、多様な調査、コンサルティング・サー
ビスを提供しています。
また業界特有の課題、共通する課題双方にお応えするため、業種別と機能別の組織を設置し、
プロジェクトごとに連携しながらお客さまの課題解決をサポートしています。

ＮＴＴデータ経営研究所について

新しい社会の姿を構想し、
ともに「情報未来」を築く
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